

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　錬れん金きん術じゆつ師しは二度死ぬ









　──チビで哀あわれな青びょうたん。俺はこの世で、なにかの役に立つのだろうか。




　自分の無力さに絶望し、将来に希望を見み出いだせない。そんな幼年期の思いが表れた一文をノートに綴つづった少年がいた。

　のちに彼は万ばん有ゆう引いん力りよくの法則を発見し、世界的に高名な人物になる。




　その名は、アイザック・ニュートン。




　彼の書いた数学書にして論文である『自然哲学の数学的諸原理プリンキピア』は全世界の学会を震しん撼かんせしめ、彼の後に続いた科学者・偉い人じん・著名人は数知れず、彼の名は巷こう間かんにまで広まったほどだった。

　しかし──彼の人となりを知るほど親しい人は、その高名さに比べればあまりにも少ない。




　彼は人付き合いがうまくなかった。部屋に引ひき籠こもることを好んでもいた。

　だが、その気き性しようが大人しいわけではなかった。

　学会の会長を務め、敵対者には手痛い痛つう罵ばを浴びせ、議員を務め、不正も曝あばき立たて、八五年の人生を送る間に、様々な手て管くだで社会的な活動をしていた。

　そしてその晩年には──病に侵おかされた。

　アイザック・ニュートン。彼はいま、激痛の中でその命を終えようとしている。




　……これまでなのか？




　そう自問しながら、ニュートンは襲おそい来くる激痛に呻うめいていた。

　齢よわい八五歳。人生は反はん抗こうの連続だった。生まれた時から、だ。

　生まれた時には早産児で、取り上げた産さん婆ばから「長くはない」と言われた。生き長らえることを否定された乳ち飲のみ子ごとして、一リットルの容器にすっぽりと入ってしまうような、小さな赤あか児ごだった。

　しかし、その言葉に抗あらがうように生き延びた。できないと言われたことへと立ち向かうことが、自分の生の始まりでもあった。




　やがて、自分が人よりも優すぐれた頭脳を持つと自覚した。疑うたぐり深ぶかい気質も。

　人々が〝当たり前〟と思考しないことを思考し、目に見えない力が世界にあると疑って解き明かし、優ゆう秀しゆうさを自負する学者たちをさらに上回るほど追究をやめなかった。

　疑うことは知ることである。だが疑わない者にとってそれは、世界観の侵しん略りやく者しやだ。

　月が海を押すという世界に住んでいる者に、海は月に引かれているのだと説くのは、いかに敵意を誘さそうものか。

　それが権けん威いある相手であれば、侵しん略りやく者しやには激しい攻こう撃げきが行われる。攻こう撃げきには全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって反はん抗こうすることを選んだ。そうすることが己おのれの生き方であり、生き延びた性質だからだ。

　敵を多く作りながらも、叡えい智ちを深く駆く使しして己おのれの探究を曲げなかった。それこそが、アイザック・ニュートンが生きているということだからだ。




　……これまでなのか？




　しかしいま──その命が、消えようとしている。腎じん臓ぞうにできた結石。たったそれだけのことが、老いた体には耐たえきれない。




　……私はまだ、世界の真理を到とう底てい追いきれていないというのに！




　悔くやしい、と。そう思いながらも、その想おもいすら空むなしく闇やみに落ちていく。

　世間への抗あらがいと真理への探究に彩いろどられた八五年の人生。

　それは辛つらい道のりでありながらも、挑ちよう戦せんすることだけは事欠かないものでもあったのだ。

　学問を求め、発見を究きわめ、魔ま術じゆつにすら精通し──錬れん金きん術じゆつ師しとまで呼ばれた。

　しかし、




　……そうか。……これまで、か。




　気力や意志の及およびつくところでは、ないのだ。肉体の衰おとろえ。病の進行。それは──生ある者すべてに訪おとずれる、ただ一つ平等な逃のがれられない現象を運んでくる。




　……アイザック・ニュートンは、生を終えた。




　ふう、と最後に吐はいた息は、虚うつろにどこかへ散っていった。




「♪～～　♪～～♪～～」

　心ここ地ち好よい歌が聞こえる。高く澄すんだ声を、柔やわらかに喉のどを震ふるわせて、響ひびくというより包むように耳へと届く。

　優やさしい、唄うただ。

「……うにゅ？」

　と呻うめきながら、もぞもぞと寝ね返がえりを打つ。

　寝ね返がえりを──なんの苦労も痛つう痒ようも無く、体が動いていることに、ボクは気付いた。ついさっきまで、身動きできないくらいこわばっていたはずの老体が、動く？




　……今際いまわの際きわに、幼児のころの思い出でも見てんのかな、ボク？　ん、あれ？　ボク？　私、は？




　混乱する意識に首を傾かしげながらも、優やさしい声こわ音ねと温かな掛かけ布ふに包まれて、ぼけっとしてしまう。ぬるま湯の中に、頭のてっぺんまで浸つかっているような心ここ地ちだ。

　そんなボクの顔を覗のぞきこむ、誰だれかがいた。

「ふふっ、うなされていたのに、もうそんな顔をして……。子どもというのは、寂さびしがりですね」

　目の前に現れたのは、それは、




　……天使かな？




　子ども、というならむしろ相手の方が子どもだ。まだ一〇も数えていないような、幼い少女。ただし──その容姿は、神が自らの手でまつ毛の一本までこだわり抜ぬいて作ったような神秘の造形。

　真っ白な肌はだに大きな瞳ひとみ。花弁のように愛らしい唇くちびる。触さわればひんやりとしていそうなほど、たわやかな線を描えがく頰ほお。

　美しさとあどけなさと愛いとおしさとこの世のあらゆる尊いものを詰つめ込こんで地上に降りた天の使いが奇き跡せきが起きて目の前に現れましたみたいに見えた。

「……ママ？」

　衝しよう動どうのままに自分の口から飛び出た言葉にぎょっとする。




　……いやいやいや、そんなわけがない！　アイザック・ニュートンの母は、とっくに死んでるだろ!?




　でもそれを言えば、




　……ボク自身も、死んでるはずなのでは？　えっ、いまのこれ死後の世界？




　なにがなんだか分からない。

　そんなボクの目の前で、幼い少女はボクを見ながらにっこり微笑ほほえんだ。

「はい、ママですよ～♪」

　優やさしい囁ささやき声ごえのような答えが、脳のう髄ずいを痺しびれさせた。

　少女の耳が尖とがっているとか、自分の体が痛まない代わりになよなよしいとか、

「ふへへ」

　と、自分の笑い声がやけに幼くて高い声だとか、そういうのはもうどうでもよくなった。




　……いや、良くない!!




　落らく雷らいのような叫さけび声ごえを、頭の中で絶ぜつ叫きようする。

　なんだこの異常事態は。私はアイザック・ニュートンだ。人生を学びに捧ささげ真理を追究し、あらゆる困難を浴びながらそのすべてを撥はね除のけた求道者だ。




　……知性を保て。理性でもって世を見つめるのだ。でなくば私は死んだも同然だ。




　腎じん臓ぞう結けつ石せきの激しい痛みが無い。体が軽く、小さく、柔やわらかい。自分の手だというのに、まるで五つかそこらの幼子のよう。これは、明らかに異常だ。

　そして、私を見つめるのは天使のように愛らしくとも耳の尖とがった確実に人外のような愛らしくしかし人に似たつぶらな瞳ひとみが優やさしくて頭撫なでたらとろけりゅぅからして分類的にほぼ同じ種でありママと言って接せつ触しよくするからには敵意が無いのは穏おだやかな微笑ほほえみが胸にドキドキしちゃう生き物でママなどとそんなボクのママってマジのマでいいのかよこれ無料なの？




「難しいお顔をしていますね。やはり、おっぱいが必要なのでしょうか」




　ふにゅん、と顔を抱だき寄よせられて胸に埋うめられた。

「わたくしはおっぱいは出ませんが、心臓の音で気持ちが安らぐと聞いたこともあります。大だい丈じよう夫ぶ、ママですよ～」

　ふにゃふにゃとした感かん触しよくに頰ほおを慰い撫ぶされながら、その声を仰あおぎ見みる。慈じ母ぼの微笑ほほえみを浮うかべた耳の長い天使が、後光の中でまばゆく映はえていた。




「ママ～[image: はーと]」




　ニュートンは死んだ。











第一章　揺よう籃らんの偽にせエルフだったけども









　──ニュートンが転生して、一五年後。

「やーいアイザック！　ピンク頭のデカ女～！」

「でかおんなー」

　そんな悪口を向けられて、ボクは振ふり返かえった。

　転生したニュートンボクは、女の子になっていたのである。

　自分の外見は、毎日鏡を見ているので知ってる。

　ふわふわしたピンクゴールドの髪かみに、丸みを帯びた肩かた。幼い印象が強い童顔で、いまはついついへらりと笑ってしまっている。

　しかしデカ女、っていうのはボクの──つまり人間の──感覚では、合っていない。なぜなら身長は一五〇センチにも少し足りないくらいで、女の子としても、むしろちっちゃい。

　ただ、言ってきた相手からすれば、でか女になっちゃうのだ。

　ボクが手を振ふった先にいるのは、どう見ても六歳くらいの、ボクよりちっちゃい美少年たち。男の子たちは、耳が長くて尖とがっていた。エルフの子どもだ。二五歳くらいの。でも長命なエルフの感覚だと、人間で言えばせいぜい五歳くらいだし、体もそれくらいにしか成長していない。身長は一〇〇センチにも届かないくらい。

　そしてボクはといえば、残念ながらエルフではなかった。

　魔ま族ぞくと人間の混血児で、成長速度は人間並み。エルフからすれば、一五歳で一四〇センチもあるやつはめったにいない。

　相対的には、でか女と言われてしまうというわけだった。

「ボクがでっかいとかマジで～？　ボクはチビでも褒ほめてくれるなら、愛してるぞ～！」

　子どもの煽あおりにいちいち怒おこっても仕方ない。ボクはニュートン。八五歳まで生きて天てん寿じゆを全うした記き憶おくを持もち越こした、ぴちぴちの一五歳美少女なんだから。ここはひとつ大人の対応をということでスマイルを向けてやった。

　エルフの少年たちが、ボクを見てうろたえる。

「うっわ、こえー……。ぼくよりとししたのくせにー」

「こえー」

「半にんげんー！」

「にんげんー！」

　うぜえ。

「よーし調子に乗ったなチビども？　ケツのでかい順に名前を羽妖精ピクシーに教えて呪のろっちゃうぞ☆」

「「「ぎゃあー!!」」」

　怖こわ々ごわと走り去っていった二五歳児どもを尻しり目めに、ボクはへらりと笑って歩き出した。










　アイシア・アイザック・ニュートン。それが、今世のボクだった。

　それを自覚したのは、一二年ほど前だ。

　半人間の半はん魔ま族ぞく。混血児のボクは、森に捨てられていた。口減らしだったのか迷子だったのか、獣けものの潜ひそむ森に立ちつくす子どもだった。

　そんな子どもを拾ったのが、森精エルフ族ぞくの娘むすめだったのは希け有うな話だった。

　エルフの里で異種族の子を育てるなど、一世紀ほどさかのぼっても無かったことであったが、その娘むすめは獣けものの糧かてになる運命の子どもを拾い、育ててしまった。

　どういうわけか記き憶おくが無い子どもは、アイシアと名付けられた。そして、しばらく暮らしてからエルフの魔ま法ほうによって記き憶おくを呼び起こしたところ、前世のそれが舞まい降おりてしまった。

　アイザック・ニュートン。八五歳にしてこの世を去った賢けん者じやの記き憶おくである。

　おかげで最初は、性別や世界そのものの食くい違ちがいを受うけ容いれることが難しかった。魔ま法ほうってなんだよ。エルフってなんだよ。女の子ってどういうことだよ。そう思った。

　聡そう明めいなエルフには、ボクが前世の記き憶おくまでさかのぼってしまったことは、すぐにバレた。だが、さすが魔ま法ほうという不思議な力を操あやつる世界らしく、頭の具合を疑われることはなかった。ちょっとおかしな魔ま法ほうのかかり方をしたやつ、くらいで。

　ボクを拾ったエルフの養母ママはそのままボクを自分の子として、さらに言うなら女の子として扱あつかうのをやめなかった。

　肉体が女の子なのは事実で、そして女の子として育てられたものだから、ボクもだいたい女の子にされてしまった。

　というわけで、アイシア・アイザック・ニュートンはエルフの里の変わり者な少女として暮らしている。

　ちなみにママ以外にはあんまり可か愛わいがってもらえてない。森精エルフ族ぞくしかいない里の、唯ゆい一いつの例外だからね。ま、仕方ない。










　そんなわけで、エルフの子どもに煽あおられるのはわりとフツー。エルフは知性豊かで思し慮りよ深ぶかいものだけど、子どもは子どもだ。

　……でも、でか女かー。ウケる。

　前世ニユートンの子ども時代は、正直、思い出したくもないほど暗黒の時代だった。

　早産児だったニュートンボクは、同じ歳としの子どもたちよりずっと小さくて、みじめだった。小さくて弱い子どもが子どもの社会にいたらいじめられるのは自然の流れだ。しかも、父は死んでいて、母は近くにいなかった。

　親のいない非力な小さき少年の孤こ独どくは、おそらく体験した者にしか分からない。明日に希望を持てず、自分の身の上を恨うらんだことさえある。

　ちびで哀あわれな青びょうたん。おれは世の中の役に立つのだろうか。──それが、いじめられていた時にボクニユートンがノートに書いた手記だった。

　しかし、だ。今世のボクはひと味違ちがう。〝でか女〟だ！　ふはは、面おも白しろくて笑っちゃう。

　……まあ笑っちゃうけどムカつくな！　だってボク見た目だけなら可か愛わいいぞ!?　なにいじめてるんだお前ら！　美少女が傷ついちゃうぞばーか!!

　って言い返したいけど、エルフ基準だと美少女でもなくフツー少女になる。いや美男美女ばっかりなんだよエルフ。なんだよ楽園かここは？

　ともあれ、子どもがやることだから見み逃のがしてやる。お前たちボクが八五歳プラス一五歳で一〇〇歳の精せい神しん年ねん齢れいで良かったな。殺すのは大人になってからにしてやる。

　……あれ？　でもエルフの成人って二〇〇歳くらいだっけ？　いまやっとくほうがいいか？　てゆーかボクのほうがでかいうちにやっとくべきじゃないか？　ちびはでかぶつと戦ってこそ人生でしょ。

　よし、ここはひとつシンプルな報復として、裸はだかにして木に吊つるすか。

「なにをにやにやしておる。たわけ」

「うぎゃっ」

　唐とう突とつに、おでこに衝しよう撃げきが炸さく裂れつした。

「すんげー痛いじゃん！　でこぴんの威い力りよくじゃないんだよう、師し匠しよう……！」

　ボクがびりびり痛む額を押さえて抗こう議ぎすると、弓と剣けんで武装したエルフの女性が、呆あきれたように腕うで組ぐみしてボクを見つめながら、ため息まで漏もらす。

　そして、ボクへと冷たく告げた。

「女おな子ごが間ま抜ぬけな顔を晒さらしながら歩くでないわ、はしたない」

　でか女、と言うならこちらがでか女だ。ボクより頭二つぶんはでかい。

　ひとくくりにした髪かみにすらりとした長身と、鍛きたえ上あげたしなやかな体つき。弓と剣けんを身に着けた剣けん吞のんな要素とは裏腹に、体の曲線は優ゆう雅がに女性らしさを主張する。

　女戦士と言われて想像する姿を一〇倍ほど優美にしたらこうなる、みたいな姿。

　……いいよなー。ボクもこういうかっこいいのが良かった。いや可か愛わいいのもありだけど、憧あこがれる。

　僕の便べん宜ぎ上じようの師し匠しよう、レイドラ師し匠しよう。便べん宜ぎ上じよう、なのはお互たがいにしぶしぶの師し弟てい関かん係けいだからだ。

[image: ]

　半人間のボクをエルフは誰だれも徒と弟ていにしてくれなかったので、ママの縁えん戚せきで誰だれの世話も見てない師し匠しように、ママが頼たのみ込こんで形式的に弟で子しにしてもらったのである。本人から面と向かって「貴様の面めん倒どうを見るのは片手間程度にする」って言われた。

　ボクとしても、なんで戦士に弟で子し入いりしないといけないのか分かんない。でも誰だれの弟で子しにもなってないのは、体が大きくなったエルフとしてはありえない話らしい。なにより、ママがどうしてもとお願いしてまで手配してくれた師し匠しようである。イヤとは言えなかった。

　しかしこの師し匠しようとボクは、わりと相あい性しようサイアクである。

「直接言うだけ、私など優やさしかろう。アイシア、ぬしの醜しゆう態たいを文人衆に見られてみろ、おぬしなど一生気付かぬような迂う遠えんな皮肉を刺さしたあと、一年くらいして忘れたころにもう一度刺さすだろう。弟で子しの不始末が祟たたれば儂わしまで小言をもらう。気をつけよ」

「いや師し匠しようが小言もらうのはエルフなのにいちいち暴力を振ふるうからぎゃぁっ！」

　戦士でこぴんがもう一発!?

「弟で子しが師し匠しように物を言うな」

「はぃぃ……」

　なんでも弟で子しのせいにするし……。

　見た目は若々しくとも、エルフの年ねん齢れいは見た目どおりじゃない。レイドラ師し匠しようは、本人は決して年ねん齢れいを明かさないけど、少なくとも五〇〇は超こえてると見た。たまに一いち人にん称しようがぶれる。

「して、斯か様ような村外れに何用だアイシア。結界から飛び出るぞ。若児らがそうせぬようにするのは外そと廻まわりの務めであるが、図ずう体たいと減らず口ばかりでかくなるバカ弟で子しは勘かん定じようしておらぬ。

　よもや若児らのからかい程度で、家出など考えておらぬだろうな？」

「あんなのいつものことだし。ママに慰なぐさめてもらうし」

「アイシア、おぬしはもう少し、エルフの慎つつしみを学ぶべきじゃな……」

「前世に置いてきちゃった☆　だから魔ま法ほうのせい♪」

「なんでも魔ま法ほうのせいにしおって」

　呆あきれられている。

　ちなみに記き憶おくを呼び起こすために魔ま法ほうをかけたのは長老なので、長老は少し責任を感じているという噂うわさだ。ただしボクは信じていない。ボクに対するあの態度の、どこが？

　エルフの村は狭せまい。ボクがア前イ世ザのッ名ク前を漏もらしたので、すぐにエルフたちからアイザック・ニュートンもコミコミで呼ばれることになった。

　ということで、やたら長いアイシア・アイザック・ニュートンがボクの名前として定着してるのである。

　まあそれはともかく、今日はもちろん家出がしたいわけじゃない。

「家出なんかじゃなくて、さいきんママが忙いそがしそうにしてたんだよね」

「……んむ、そうじゃな。長老連中に捕つかまっておるだろう、な」

「だから、ボクが綺き麗れいな花とか果実とかはちみつとか見つけてこようと思って」

「ほほう、感心だの。しかし、おぬしに蜂はちの巣すなど採れるのか？　のう？」

　語ご尾びを区切った〝のう？〟は師し匠しよう的てきには大きい問題があるのにどうする気だお前、という責め系疑ぎ問もん符ふだ。

　だからボクは元気良く答える。

　元気が足りないと『聞こえん』って言われて怒おこられるので、語ご尾びで元気を付け足しつつ。

「見つけたらママに言って魔ま法ほうで採ってもらう！　ます！」

「この阿あ呆ほうが」

「オギャー！」

　脳天に響ひびく師し匠しようのでこぴんが炸さく裂れつして、ボクは思い切り仰のけ反ぞった。

　数百年の研けん鑽さんを続けた武人が、でこぴんをするとどうなる？　ボクが死ぬ！

「まったく、引ひき籠こもって妖よう精せいどもと戯たわむれておるばかりのおぬしが、ようやく善行でも積むかと期待すればこの始末か……。

　いくら姪めい御ごの娘むすめが拾ったとて、私も遠えん慮りよが過ぎた。もう少し教育に口を挟はさむべきだったな」

「ボクわりと遠えん慮りよ無なく教育的指導されてますけど!?」

「阿あ呆ほう。せいぜい、軽く鞭むちをくれてやる程度しかしておらぬ。子育てまでは領分違ちがい故ゆえな。

　じゃが、片手間でなく本ほん腰ごしを入れて鍛きたえるならば、四六時中ずっと私が監かん督とくしても問題無くなろうよ」

「うげ」

「……しかし、やはり気が乗らんな。この駄だ肉にくの塊かたまりを戦士にするなど、蜥蜴とかげが切った尻尾しつぽを竜りゆうに変えるほうが、まだ易やすい」

「本人を目の前にしてひとり言でそこまで悪く言いますか!?　ぴえん！　ぴえみ！」

「……なんじゃ〝ぴえん〟て」

「妖よう精せいが最近言ってる。たぶん、悲しみ的な意味？　表現？　妖よう精せいさんたちに聞いて」

「あれらと長く付き合うと、精神に障さわるぞ。ほどほどにしておけ」

「それもう百回言われてるよう。エルフみんなに」

「アイシア、誰だれもが言う忠告に耳を傾かたむけない。じゃから奇き異いに見られておるのだ、おぬしは」

　こればかりは真っ当な師し匠しようの言葉に、ボクは肩かたをすくめた。

「それはもう、前世の頃ころから言われてるよう」

　まあつまり、ボクは生まれ変わったけど相変わらず独自路線をいってるのだった。

　でも前世より生いき辛づらくない。

　エルフの里はみんな数百歳なので、おかしなことをしても、しばらく様子見してみようという人が多くて助かる。しかも〝しばらく〟って数十年単位なのがエルフ作法。やったぜ。

　レイドラ師し匠しようも、ボクが懲こりてない様子にもかかわらず『ま、そのうち飽あきるだろ』みたいな顔でふっと息を吐はいた。

「ふん、まあ良いいだろう。……その様子ではあれは偶ぐう然ぜんじゃな」

「？　あれって？」

　虚こ空くうを見ながら言う師し匠しように、首を傾かしげる。その目はなにも見ていないようで、たぶん遠くのものを見み透すかしている。

　森を味方にするエルフは、森の精せい霊れいたちと通じて遠くを見み渡わたす。なんでもいくらでも、というわけじゃないけど。

　例えば師し匠しようのような人なら、村の結界、外周に近づいた者を感知するという魔ま法ほうを、常時発動して監かん視ししていたりすることもある。

　結界に近づくのはエルフの子どもだったり、ボクのように外への用事がある人だったり──侵しん入にゆう者しやだったりする。

　うーんきな臭くさい。逃にげよ。

「じゃあボクこのへんで」

「往ゆくぞ、ついてこい弟で子し不ふ肖しよう」

　がし、と襟えり首くびを摑つかまれて引きずられる。

「オギャー！　ぜ、絶対やばいやつでしょ!?　ころすきか!?」

「ぬしの命を失なくせば、ぬしの義母に嫌きらわれる。そのようなことせぬわ」

「でも師し匠しようって命以外は魔ま法ほうでなんとかなるって思ってるタイプのエルフじゃん！　腕うでが落ちても目が潰つぶれても！」

　師し匠しようは肩かた越ごしに振ふり返かえって、魔ま法ほうで作られた義眼を光らせた。

「実際、なんとかなるじゃろ？」

「やばいやつじゃん！」

　師し匠しようの無む茶ちや振ぶりだけはマジで無理！

　でも抵てい抗こう空むなしく引きずられて結界の外に出てしまう。力でも魔ま法ほうでも、ボクが師し匠しようにかなうわけがないのだ。ぴえん。

　エルフの里は、鬱うつ蒼そうとした森の奥深くにある。森と里の境界には、魔ま法ほうで作られた結界があった。とはいえそれは明確な壁かべというより、海流のように森そのものにかけられている。

　道のようで道ではなく、その領域に足を踏ふみ入いれると、方向感覚を一いつ瞬しゆんで失うのだ。それも、自分では気付かないうちに。

　足を進めるたびに眩暈めまいや平へい衡こう感かん覚かくの狂くるいに襲おそわれる。里に近づくほどそれは強くなり、魔ま力りよくや体の弱い人間なんかは、ふらついてばったり倒たおれたりまでする。

　簡単に言うと、地面に立てた棒に額を当てて、ぐるぐる回されているようなものだ。

　エルフとエルフに許された者だけが、魔ま法ほうで結界を素す通どおりできる。

　さらに、凝こり性しようのエルフはその結界に裏道を作った。これはエルフの中でも上級者だけだけど、結界のどこを歩いても、好きな場所から出られるのだ。

　もちろんだが然しかるべき方法と力量を持たなければ、そんな裏道を通れない。無理に通れば、心身に多大な負担がかかる。

　ということで、

「おえええ……」

「なんじゃ、だらしない。シャキッとせんか。エルフなら結界に片足入れてからでも間に合う魔ま法ほうであろう」

「ぼ、ボクはエルフじゃないし……エルフでも子どもなら無理だし……」

　上級者向けコースになんの準備も無く突つっ込こまれて、ボクは目を回した。荒あら波なみの中に脳のう髄ずいを突つっ込こまれて海面を引きずり回されたような気分だ。吐はきそう……。

「それよりほれ、ぬしの客じゃろう、あれは」

　言って、師し匠しようはぽいっとボクを投げ捨てた。もはや抵てい抗こうもせずに森の地面を転がったボクが、最終的に見上げていたのは、森じゃなかった。

　人だ。

「ふえ？」

「うわっ、どこから飛んで来たんだ、アイシア!?」

　突とつ然ぜん転がってきたボクに驚おどろいた顔をしているのは、見知った青年だった。

「うっぷ……ダリオス、来てたんだ……」

　ティンダリオス・スヴァーラング。二〇歳で人間だ。見た目は生き真ま面じ目めなタイプの貴族って感じ。長身で、ボクより身長が三回りくらいでかい。くやしい。いやボクは女の子だから当たり前だけど、前世の感覚で反射的にそう思っちゃう。

　古ぼけた鎧よろいと、それに見合わない綺き麗れいな剣けんを身に着けているのは、べつにエルフと戦うつもりではなく、護身用だ。

　エルフの里は魔ま獣じゆうの棲すむ森の奥の方にあるので、辿たどり着つくだけでも獣けものに襲おそわれる危険を冒おかさないとならない。武装しても単独で踏とう破はしてくるのは、ちょっと強すぎるけど。

　差し出された手を取って起き上がると、師し匠しようの姿は消えていた。師し匠しように遭そう遇ぐうしてこの程度なら、まだラッキーか。今日のツキは落ちてないと見た。

「大だい丈じよう夫ぶか、アイシア？　またレイドラ師し匠しように𠮟しかられるようなことしたのか？」

「ボクが悪い前提で言うのやめろ！　よう！　お姉ちゃんに向かって！」

「姉あね弟で子しではあっても、姉か弟かで言えばやっぱり俺がお兄ちゃんだと思うし」

「生意気な弟だな……」

「仕方ない妹だ……」

　レイドラ師し匠しように無理やり弟で子し入いりしたのはボクだけではなく、ダリオスもボクのあとに弟で子し入いりを申し込んだ。

　ボクのほうが先に弟で子しだったので、ダリオスは弟おとうと弟で子しになる。なのに、ダリオスはボクを姉と呼ばない。困った奴やつだ。

「で、ダリオスはまたほいほい来ちゃっていいの？　いちおう次期当主でしょ」

「森が怖こわくて、この領地は継つげないさ」

　ダリオスは子どもの頃ころから付き合いのある、領主貴族の息むす子こだ。順当にいけばたしか四代目になる予定である。

　領主貴族と言っても、開かい拓たくをがんがん進めて税もたっぷりで裕ゆう福ふくな領主から、土地が貧しいか難しいせいで、なにも得られない貧びん乏ぼうな領主までいる。

　ダリオスはといえば、貧びん乏ぼうな方だ。なにしろ深い森に囲まれたところからスタートして、開かい拓たくしたぶんは領地でいいと言われても開かい拓たくは遅ち々ちとして進まない。

　しかしスヴァーラング家はなかなかにしぶとい家系らしく、畑が無いなら足で稼かせぐ、とばかりに森に分け入ってその魔ま獣じゆうを狩しゆ猟りようし、さらに森の奥で暮らすエルフの里まで足あし繁しげく通っていた。道なき道を踏とう破はして森を横断し、エルフと交易を続けている。

　気難しくて行商人を拒こばみがちなエルフだが、謙けん虚きよな態度の貴族までも拒こばむ隠いん者じやではないので、スヴァーラング家とはそれなりの付き合いがある。だいたい三〇年ちょっと？　エルフにしてみれば短いが、人間にしては長い付き合いだ。

　ダリオスはボクと年とし頃ごろが近いので、昔からエルフの里に来ると、たいてい顔を合わせて遊んだりしていた。

「まあちょうどいいや。はちみつ採りに行きたいから行こうよ」

　刺さされると痛いからこいつにやらせよう。

「ちょうどいい、か。……うん、まあ。地じ獄ごく耳みみが多い里よりは、外のほうがいいかもしれない。師し匠しようの配はい慮りよかな」

「あー？　なにが？」

　ボクの提案に、思案顔のダリオスがぶつくさ言ってる。

「いや、実はアイシアに話があって来たんだ」

「あ、そうなんだ。遊びに来たのかと思った」

　土を払はらいながら言うボクに、ダリオスは苦笑いする。

「俺はもう二〇歳なんだよ。そんなガキみたいに言わないでもらえるかな」

　そう言われてもね。

「ボクが一〇〇まで生きても、エルフの中じゃ若造だしー」

「……エルフの基準はともかく、俺はもう二〇歳なんだ。ずっと子どものままじゃいられない」

「えっ」

　やにわにマジ顔をするダリオスに見つめられて、ボクはどきっとする。

　よく見れば幼おさな馴な染じみはなんだか思おもい詰つめた顔をしてボクを見ていて、話に来たっていうのは実は重大な話っぽい。

　お？　あれか？　これはもしや？　話ってそういうことか？　ボクに惚ほれてるのか？

「実はな……俺も、そろそろ家か督とくを継つぐ準備をしろっていう話が出てるんだ。嫁よめを取れって言われてる」

「よ、め！」

　おいおいおいおい、結けつ婚こんを前提にした話!?

「西には物ぶつ騒そうな国があるし、北の領主は魔ま族ぞく嫌ぎらいだし、その、スヴァーラングの家計は火の車だけど……実は、エルフの里から嫁よめを迎むかえて姻いん戚せきを結ぶべき、っていう話が裏で進んでるんだ」

「まじで!?」

　なんだそれ初耳。

「えっ、てことはエルフの長老とそっちの領主とかが、密ひそかに政せい略りやく結けつ婚こんの話を進めてるってこと？」

　エルフの里と人ダリ間オスの町は、けっこう距きよ離りがあるけど間には森しかない。姻いん戚せき関かん係けいを結ぶなら、隣となり合あった土地がひとつにできるということか。

「ああ。だけど……」

　ダリオスはきゅっと決意した顔で、ボクを見た。

「だけど？」

「その、関係者の気持ちが大事だと、俺は思ってる」

　これもう完かん璧ぺきに告白かよ！

　うわーどうしたもんかな。アイシアボクはいくら可か愛わいい女の子になってても、そんなことまで考えてなかったぜ。

　男と付き合うなんてっていうかそれ飛ばして結けつ婚こん？　いやまあアイシアボクが？　可か愛わいいっていうのは？　エルフ基準だと絶対言われないから？　言われてみたいけど？

　前世でも艶つやっぽい話は一回だけしかなかったしな。八五年間。幼おさな馴な染じみの婚こん約やく者しやアン・ストーリーだけだ。でもアンとは結局結けつ婚こんもまともな付き合いもできなかったし……。

　ニュートンボクって結けつ婚こんどころか女の誘さそいを一生断る人生だったからなー。ボクの地位を蹴け落おとそうとする人に女で懐かい柔じゆうされるのも癪しやくだったし。

　伯はく爵しやくと結けつ婚こんした（前世の）姪めいに、もうちょっと話聞いとけば良かったかなー。

　しかしニュートンボクは、幼おさな馴な染じみと婚こん約やくする運命なんだろうか。いやいや、ないでしょ。いやでも、話を聞いてあげるくらいはしないと、可か哀わい相そうだからな。

「ふへぇ。それで？」

「それで……なんでにやついてるんだ？」

「ぜんぜんにやついてないし。それでそれで？」

「うん……アイシアは、どう思ってるのか聞きたいんだ」

「うええっ、ボクの方から言わせてから言いたいの？　それってどうよー」

　腰こし抜ぬけー。男らしくないぞー。ボクは断っちゃうにせよ、まず告白とか聞きたいぞー。後学のために。見た目はなかなかハンサムだし、貴族だし真ま面じ目めだし強い。男としては自信を持ってほしいね。

　そういう抗こう議ぎの目を向けると、ダリオスは気まずそうな顔をした。

「……悪かったよ、卑ひ怯きようだった」

　領主様は気け圧おされて後ずさりしてから、迷いを振ふり切きるように深呼吸してボクを見つめた。

「アイシア」

「はいはい」

　くるぞくるぞ。さあ来い。

「……俺は、この婚こん姻いんは歓かん迎げいすべきだと思う。それは政せい略りやく結けつ婚こんと言われても仕方ないし、スヴァーラング家は火の車だけど、できる限り大事にする」

「おいおいおいおい、仕方なく結けつ婚こんするの？　個人的にはどうなの？」

「こ、個人的に？　そ、そうだな……。気立ても良いいし、よく知ってる人だよね。正直、その、可か愛わいいな、とも思って、るけど……」

「いやー、そっかそっか。でゅふふ」

　エルフはみんな美形だから、そういう褒ほめ方かたはあんまりしない。でもボクはされたい！　そしてされたことあんまりないから楽しいぞこれ！

「……その、結けつ婚こんしても大だい丈じよう夫ぶか？」

「んんー？　えへへ、どうかなー」

「リリステラさんと」




　リリステラさんと。

　リリステラさんと。

　リリステラさんと。




　ボクの中でその言葉が木こ霊だまして、

「はァ──!?」

　思わず絶ぜつ叫きようした。

　リリステラ──それは、ボクを拾ってくれたエルフの名前だった。つまり、

「リリステラボクのママと、お前がー!?」











第二章　ニュートンの魂たましい一〇〇歳児まで









「ママ──!!」

　叫さけびながら家に飛び込んだボクを迎むかえたのは、小さな天使だった。

「あらあら、お帰りなさい、アイシア。どうしましたか？　今日は珍めずらしく、お外で遊びたいと言っていましたのに、早かったですね。どこか、お怪け我がでもしてしまいましたか？」

　優やさしい優やさしいささやくような声こわ色いろが、ボクの耳を愛あい撫ぶする。

　雪のように溶とけてしまいそうなシルバーブロンド。強く摑つかんだら崩くずれる砂さ糖とう菓が子しみたいな小さい指先。儚はかなく輝かがやく白い肌はだに、宝石のような緋ひ色いろの瞳ひとみ。さらさらの髪かみの中にあるあどけない顔は、ふわふわの被ひ毛もうに包まれたいたいけな子ウサギのように愛らしい。

　小さく、儚はかなく、幼く、なのに包容力に満ちた微笑ほほえみを湛たたえる、ボクのママ──リリステラという名の、この世に降り立った天使である。

　完かん璧ぺきな形の耳は純じゆん粋すいなエルフのもので、その年ねん齢れいは九〇歳──人間で言えば、一〇歳はいっても一二歳には届かない程度だ。

　そんな天使が、いつものように、出で迎むかえてくれた。
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「いや、ちょっ、ママ！　どうしよう!?　どうすればいい!?　っていうかどうして!?」

　これが無くなる!?　無くなっちゃうの!?

　と、そこで小さな指先がボクの頰ほおにそっと触ふれた。

「よしよし、落ち着きましょうね」

　さわさわと顔を撫なでられる。ふへへ、気持ちいい。つま先立ちして精せい一いつ杯ぱいに腕うでを伸のばすママも可か愛わいいけど、ボクは膝ひざを折ってママの高さに合わせる。

「おや、土が付いていますね。汗あせもたくさん出ていますよ？　これでは怒おこられてしまいますから、拭ふいてあげますね。アイシアはいつも元気が良くて、可か愛わいいですね」

　エルフはあんまり人を褒ほめないし人がみっともない格好をしてると小言をたくさん言うけど、リリステラママは褒ほめてくれます。尊い。

「はい、綺き麗れいになりました。お腹なか空いていませんか？　なにか食べますか？」

　なぜかいつもお腹なかが空いてるか聞かれる。なんでだろって思うんだけど、まあ母だからじゃろ、というのが師し匠しようの弁。ママは師し匠しようの姪めいにあたるので、師し匠しようも師し匠しようママにそう言われながら育ったのかもしれない。

「はーい……って違ちがう！」

　ついついふにゃっと流されそうになったけど！

「ダリオスから聞いたんだよ、ママ！　結けつ婚こんするって本当!?」

「あ……」

　リリステラママの顔が曇くもる。

「……本当です。黙だまっていて、ごめんなさい」

　しゅん、と見るからに落ち込んじゃう。ああああかわいそうだけどここは引いちゃダメだ！

「で、でもっ、なんでママが!?　まだ九〇じゃん！」

「幼子でも婚こん姻いんをして縁えん戚せきになるのは、人間どもの社会にはよくあること。我らエルフとて、森の奥に籠こもりきりではならん時代だということよな」

　答えたのは、ママではなかった。声のほうに振ふり返かえれば、見知った顔がある。

「師し匠しよう!?　いたの？」

「今時分に小こ僧ぞうがわざわざ一人で来る用件なぞ、見当はついておったわ。引き合わせた私が知らんぷりでは、不義理かと思うてな」

　師し匠しようが〝小こ僧ぞう〟と呼ばわっているのはダリオスのことである。

「ママの秘密を曝あばくなんて師し匠しようのえっち！」

「ぶちころすぞ半はん人間ヒユーマン」

　ひえっ、こわ。

「わたくしがいたらないばかりに、いつ話していいか分かりませんでした。ごめんなさい、アイシア」

　師し匠しようの眼光から逃にげてリリステラママの陰かげに隠かくれるボクに、盾たてにされているのに気にせず頭を撫なでてくれる。癒いやされる～。

「ママが謝ることなんてないよう！　政せい略りやく結けつ婚こんで長老たちから言われたんでしょ!?　よーしボクが直じか談だん判ぱんしてもっと嫁いき遅おくれの師し匠しようみたいな人にしてもらうからオギャー!?」

　顔面すれすれに！　剣けんが！

「そんなにも死にたいか、おぬし」

「イイエ、ゴメンナサイ師し匠しよう」

　家から飛び出そうと走り出した瞬しゆん間かん、無数の剣けんが降り注いでボクの体ぎりぎり前後左右全部に突つき立たっていた。こえーよ！

「レイドラ様、大人げないことはやめてくださいまし。アイシアはまだ一五歳ですよ。この年とし頃ごろの子は、考え無しなものでございます」

「そこの阿あ呆ほうは、図ずう体たいからして二〇〇歳程度の分別は、ついていて良い」

「少しばかり体が大きいことが、なんなのですか。わたくしの大切な子どもなのですよ」

「……やれやれ。エルフは子どもを守るに全ぜん霊れい。とはいえ。ぬしはちとその気が強すぎる」

　ボクより小さなリリステラママが、ボクより大きいレイドラ師し匠しように一歩も引かない。師し匠しようはばつが悪そうに剣けんを収めた。同時に、ボクを縫ぬい止とめていた剣けんの群れも消える。このレベルの魔ま法ほうはほとんど〝奇き跡せき〟に分類される。間ま違ちがっても弟で子しに折せつ檻かんするために使うものじゃない。

「どひぇえ……」

「よしよし、怖こわかったですね。もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　へたりこんだボクの頭を、リリステラママがぎゅっと抱だいて撫なでてくれる。ちっちゃい胸に顔を埋うめて抱だかれる感かん触しよくは、小さい頃ころから馴な染じみの安全地帯だ。ボクの無む駄だにでっかいのとは違ちがう。この安らぎがママみ……。

　レイドラ師し匠しようは、頭痛に悩なやむ数学者みたいな顔をしながらボクを見た。

「アイシア、ぬし程度が長老連中に言ったところで、決定は覆くつがえらぬ。この里はスヴァーラング家につく。森の西側はずいぶん騒さわがしい。いずれ災さい禍かが来るより前に、どこぞの人間どもと縁えんを結ぶべきなのだ。

　姻いん戚せきを結ぶならば、長老の分家筋にあるリリステラが適任。スヴァーラングの方も、それを歓かん迎げいしておる。これは年寄り衆の意向だ」

「あの貴人気取りで数十年住んだくらいじゃ新参者扱あつかいでヨソ者大だい嫌きらいな長老たちが!?」

「声が大きい。聞かれるぞ」

　とにかくこれは揺ゆるがないらしい。師し匠しようの重々しい宣言に、ボクは長老たちの説得を諦あきらめることにした。

　となると、問題は、

「……ま、ママは、それでいいの？」

　小天使はボクの質問に、困ったように笑った。

「仕方がありません。あちらも、有力者や家臣ではなく、次代御ご領りよう主しゆのティンダリオス様を姻いん戚せきのお相手として相談されています。

　エルフの里との関係を重く、そして長く保つという意思表示でありましょう。なにより……アイシアのおかげで、知らぬ仲ではありませんから」

「ううっ、そっか……うううっ……」

　弟弟子ダリオスがパパ？　あいつパパみあるか？

　前世でも今世でもパパなんていないからわかんねーよ！　ニュートンボクのパパは記き憶おくする前に死んでるし、アイシアボクなんて捨てられてるし！

「し、仕方ない……。じゃあ、ボクも覚かく悟ごを決めるよ……」

「？　なんの覚かく悟ごですか？」

「魔ま法ほうで常とこ春はるの陽気に包まれてて気の長いエルフが暮らすこの里と違ちがって、人間の街なんて汚きたないわ危険だわ寒いわ暑いわ人まみれだわで大変だからね！　そこで暮らす覚かく悟ごだよ！」

　ママが嫁よめ入いりということは、ボクも人間の街で暮らすんだろう。グッバイ、エルフの里。こんにちは、おクソの人間社会だ。

「…………」

「ふふふ、母はそう言うと思っておりましたよ」

　氷点下より冷たいレイドラ師し匠しようの眼光と、春より優やさしいリリステラママの笑え顔がおに挟はさまれた。なんだこの状じよう況きよう。

「……母の、嫁よめ入いりに付いていくつもりのぬしも大たい概がいであるな」

「えっ────」

　師し匠しようの言葉で、ボクは悟さとる。

「つ、ついていけないの!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。アイシアは、ここに残れるように説得いたしました」

　リリステラママが、微笑ほほえみながら最悪の未来を言う。──嫁よめ入いりするママを見送って、このエルフの里に、ボクがひとりで取り残される!?

「無理だよ!?　ママがいないとボクなんて半日で追い出されるよ乾物エルフ長老たちに！」

「……そういうことを口に出すおぬしを放っておくわけにもいかず、かといって人間の街など危なっかしい場所に連れて行くのも忍しのびなく、長老連中とスヴァーラング家の両方に、おぬしの今後を約定させようと躍やつ起きになっておった母が、いるのだ。

　今日まで秘密にしておったのは、長老どもを根負けさせるほど、ずっと話し合い続けたから、というのもある」

　呆あきれたようにため息を交えながら、師し匠しようが言う。

「じゃ、じゃあ決まったの？　やっぱり連れて行ってくれるとか？　離はなれを建ててボクとママだけ、ひっそりとふたりで暮らす生活できるとか？」

「向こう八〇年程度は、私が面めん倒どうを見てやることになった。光栄に思えよ、阿あ呆ほう弟で子し」

　ボクの未来は、最悪を超こえて真っ黒に塗ぬり潰つぶされた。
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「噓うそだ……ありえない……噓うそだ……ありえない……」

　虚うつろに呟つぶやきながら、ボクは池の縁ふちに座って石を投げていた。石は池に入る前に魔ま法ほうで弾はじかれてどこかに飛んでく。この池を管理するエルフが仕込んだ魔ま法ほうだ。たぶん、明日にはボクの投石という悪行が、里の隅すみ々ずみまで伝わっているだろう。

　でもそんなのどうでもいい。神は死んだ。なぜなら天使ママがいなくなるからだ。よしんば天使抜ぬきで居座るだけの神になんて用は無い。

「アイシア」

「………………ダリオス、なんだよう。あっち行け人間ヒユーマン」

「そう邪じや険けんにするなよ。アイシアだって半分人間だろ」

「半分だけだし」

　苦笑いしながら隣となりに座る弟おとうと弟で子し。ボクが尻しりで移動して距きよ離りを取ると、やれやれ、という仕草で首を振ふる。それから、足あし下もとの石を池に投げた。

「これで共犯だ。半分だけでもね」

「……ちっ、話だけなら聞いてやる」

「前世の、男の面が出てきてる」

　ボクが低い声で答えると、ダリオスは愉ゆ快かいげに笑う。ボクの前世が八五のジジイだったっていうのは、そういえばここで教えたな。

「納なつ得とくしてくれないだろうなってのは、まあ予想してた。でも、仕方ないんだよ」

「あぁん？　〝仕方なく〟であんな天使と結けつ婚こんしていいと思ってるのかよお前！　ふざけるなよ!?　俺の姪めいと結けつ婚こんした伯はく爵しやくをぶん殴なぐろうと思ったことはあったけど、奴やつには情熱があっただけマシだ！」

「情熱を燃やしていいのか、俺が？　あの人リリステラさんに？」

「いいわけねえだろあんな小さい子に！　ガチ恋こいとか！　ふざけるな！　よう！」

「どっちなんだよ……」

「どっちにしろムカつくってことだ呆ぼけがよぉ！」

　ぜえはあ、と叫さけぶだけ叫さけんだらなかなか腹に火が点ついた。

「でもな、本当に仕方ないんだよ。俺だって、本当は──」

「ダリオスの親おや父じさんも家臣団も、本当は他人家間の貴族を嫁よめにしたかったんだろ」

　ボクが言うと、ダリオスはちょっと口ごもってから、肩かたをすくめた。

「……うちはド貧びん乏ぼうな辺地の領主だ。借金もある。他家からの輿こし入いれは絶対に無理だし、それなら領内で結びつきを強くしたほうがいい。魔ま族ぞくたちは──」

「魔ま族ぞくたちはそうそう税を納めない。森で潜ひそんで暮らし、隠かくし畑ばたをそこかしこに作る。粗そ食しよくに強い小鬼人ゴブリン族ぞくなんて、森に自生する毒草もそのまま食くらう」

　ダリオスが言おうとする内容を、先回りする。

「森の開かい拓たくの難しさと、人間の干ひ上あがりが問題。開かい拓たくが難しいと交易品も増えず、人と物と、なにより金が減る。この土地で貨か幣へいの流通量はほぼゼロに近く、森の恵めぐみ──毛皮やその製品。あるいは木工細工だけが交易品だ。それらもほとんど、物ぶつ々ぶつ交こう換かんで外地から麦やその他の食料に換かえてる。

　つまり、食しよく糧りよう自じ給きゆうが成り立っていないという段階だ」

「……あー、うん？　まあ、そう……なのかな。うん」

　次代の領主は曖あい昧まいにうなずいた。ボクは、構わず続ける。

「森が豊かすぎるから、そこに住む魔ま族ぞくたちには危機感が無い。西の大国がこの地へなだれ込めば、いかに魔ま界かいと称しようされるような土地でも焼やき払はらわれ、均ならされてしまう。

　すでに政変があった。いまは大人しいけど、いずれ森に目を付ける。

　計算を娯ご楽らくにする妖よう精せいの力を利用できるエルフだけが、この森の未来に危機感を抱いだいてる。ゆえに、スヴァーラングと魔ま族ぞくの仲立ちを務めようとしているんだ。

　見当違いなことに」

「……見けん当とう違ちがい？」

「大国が強いのが問題ではないし、スヴァーラング家とつながりが薄うすいのも問題じゃない。エルフたちもスヴァーラング家も、心こころ得え違ちがいをしてる。

　要するにことの本質は、この土地の市場規模が矮わい小しようすぎること。貨か幣へいの流通量が極きよく端たんに少ないことにある。つまり、不景気なんだよ」

　ああ面めん倒どうくさい。せっかく可か愛わいい女の子として生まれて、可か愛わいいママまでいて、そして──エルフ族が溜ため込こんでいた、数百年ぶんの魔ま法ほうと科学の知識を思うさま貪むさぼるだけの安あん寧ねいに、どっぷり浸ひたっていたのに。

「……俺だって、姻いん戚せきを結んだだけでどうにかなるとは思えない。そう言ったよ。でもダメだった。こうするしかない、って押し切られたんだ」

　ダリオスが腕うで組ぐみしながら言うので、ボクは思わず笑った。

「なんだ。分かってるなら話が早い」

　ニュートンボクは凝こり性しようなんだ。いったん手をつけたら、中ちゆう途と半はん端ぱで放置することが嫌きらいだ。

　だから、領地経営に口を出したりはしなかった。たとえ友人でも──いや、友人だからこそ、その生活を脅おびやかしたくはなかった。

　しかし、あちらからこちらへ踏ふみ込こんでくるなら、話は別だ。

　思えば、前世でもそうだった。引きこもりたいニュートンボクをそそのかすハレーのせいで『自然哲学の数学的諸原理プリンキピア』を書いたし、イングランド財務大臣になった教モンえタギ子ユーのせいで、汚よごれ仕事をするはめになった。

　池に手を差し込んで、綺き麗れいな水をたっぷりとすくい取る。ぱしゃん、と自分の顔を濡ぬらして、空を仰あおいだ。ケンブリッジを出る時は三年もかかったけれど──決断が早くなったのは、若さのおかげか、成長したおかげか。

　あるいは、生まれ変わったからか。

　立ち上がる。

　ぽかんとした顔でボクを見上げる幼おさな馴な染じみを見下ろして、笑ってみせた。

「ボクが人間の町に行く。ボクがママの婚こん約やくをぶっ壊こわしてみせる」

「は!?　な、なに言ってるんだ!?　まさかお前が代わりになるつもりか!?」

　驚おどろくティンダリオスに、ボクは笑って答えた。

「そんなのまさに、まさかだね。ニュートンボクが人間の町に行って──財政改革をさせてもらう。もう一度、造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんをやらせてもらおうか」
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　西せい暦れき一六九六年四月。アイザック・ニュートンは教え子のモンタギューの紹しよう介かいで、王立造ぞう幣へい局きよく監かん事じという職に就つく。

　当時の造ぞう幣へい局きよくはひどいところだった。市中の贋にせ金がねを放置し、税を払はらわない者たちから賄わい賂ろだけを受け取り、あろうことか造ぞう幣へい所じよの職人は贋にせ金がね師しどもに協力していた。あらゆる不合理と愚ぐ行こうが一いち目もく瞭りよう然ぜんだというのに、造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんはそれが見えないほど蒙もう昧まいであった。

　ニュートンはそんな状じよう況きように憤ふん慨がいした。偽ぎ造ぞう通つう貨かの摘てき発はつと脱だつ税ぜいの取とり締しまりに心血を注ぎこむ。当初は楽な閑かん職しよくとして紹しよう介かいしてもらった監かん事じという役職であったが、すぐに造ぞう幣へい局きよくを掌しよう握あくし長官の座に就ついたのだ。

　やがて外国との交易における銀貨の流通量にも違い和わ感かんを得て経済を学び、貨か幣へい価か値ちについて王室と議会に助言を求められるほどになる。鋳ちゆう貨かの改かい鋳ちゆう事じ業ぎようは、ニュートン無くして完かん了りようしなかったと言われた。

　折しも政治算術と呼ばれた分野が築かれ始めた時代。それは、社会構造・動態を数値に置おき換かえて国力を測り、将来予測を立てる手法。統計学の萌ほう芽がである。数字の扱あつかいで、ニュートンに優まさる人間はいなかった。

　つまり、イギリスという大国で、アイザック・ニュートンは理知に長たけた科学者にして、誰だれよりも貨か幣へいと経済に通じた天才でもあったのだ。
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「リリステラママを嫁とつがせる必要なんて無い。スヴァーラング家が豊かであり、その豊かさの一いつ端たんをエルフが担になう。その関係さえあればいいんだよ」

　本ほん棚だなだらけのボクの部屋、その中心にある机の上に座って、ボクは椅い子すに座らせたダリオスに講義をしていた。

「そんなことを、どうやってやれって？」

「簡単だよ。金が無いのが問題なんだから、自分たちで金を造ればいい」

「……聞いてくれアイシア。それは、とても簡単なこととは言えない」

　こいつ本気で言ってるのか、という目で見られる。ふふふ、水銀中毒になった時以来だな、こういう扱あつかいは。

「このボクが、そんなことを分かってないとでも？　ボクはアイザック・ニュートンだぞ？」

「前世こみで一〇〇歳の爺じいさんだって言うんだろ、はいはい」

「そのとおりだ。世界中の貿易を支配したことすらある国で、造ぞう幣へい局きよくの長官を務めていたこともある、一〇〇歳のジジイさ」

　ダリオスは目を丸くした。

「それは……心強いかもな」

「でっしょー？　姉として敬え」

「兄として忠告するけど、その貨か幣へいを造る金銀がうちの領地には無いんだよ」

　でもまだ否定的だった。めんどくさいやつ。

「うちの領地には、金銀どころか銅も無い。貨か幣へい鋳ちゆう造ぞうは……まあ、領主特権でできるとしても、地金が無ければよそから買わないといけないし、それには莫ばく大だいな元手が必要になる。

　そんな土地で、どうやって貨か幣へいを造るんだ？　夢物語のようなものだ」

　意外と頭使った反論しやがる。

「うるっさいな。ジョン・ロックみたいに」

「それ、誰だれだ？」

「お前は次に『今後永遠に銀貨の価値の尺度をなすのは、その中に含ふくまれる銀の量だけである』と言う」

「言わないが」

「言わないならいいけどね。でも、言うやつもいたの！」

　一六九五年に、イギリス政府は平価切り下げ政策について検討会をすべく、有識者を諮し問もんした。もちろんケンブリッジ大学教授のニュートンボクもいた。『英国の通貨の改善について』という論文を書いて、財務省次官のウィリアム・ラウンズの政策を推おしたのだ。

　だというのに、『統治二論』だの『人間知性論』だのカッコイイ名前をつけた論文のジョン・ロックの弁べん舌ぜつのほうが注目を浴びていた。

　この時の『ロック゠ラウンズ論争』はロック派が勝利したので、造ぞう幣へい局きよくの事実上の長官だったニュートンボクはロックの意見を参考に（！）した改かい鋳ちゆうをするはめになった。苦い思い出だ。

　まあ、後年はボクの正しさが認められたからボクの勝ちだけどな！

「地金は確かにある程度必要だね。最初のうちは。でも、その後は違ちがうよ。貨か幣へいを造るのに必要な物は、たったひとつだけだ」

「なんだっていうんだ？」

「信用だ。信用さえあればいい。スヴァーラング家がこの土地を開かい拓たくして、発展させて、豊かにする。その未来を信用させる。そうすれば、貨か幣へいなんて造り放題になる。だから、ダリオスにボクの後援者パトロンを頼たのみたいのさ」

　幼おさな馴な染じみは、気難しげに唸うなった。

「つまり──スヴァーラング家の領地でニュートンが好き勝手するために、協力しろって？」

「そうだよ？」

　次期領主ティンダリオスは、疲つかれたような顔で額を押さえた。

　沈ちん黙もくして、なんか考えてる。

「あ！　さてはこのままボクのママと結けつ婚こんしちゃったほうが良いいって思ってるな!?　そりゃ貨か幣へいの製造なんて大事業始めるのは大変だしママは可か愛わいいしみんな納なつ得とくするかもしれないけど！　それともボクを娘むすめにしたいのか!?　ボクは〝パパ〟なんて呼んであげないぞ！　〝あんた〟とか〝おい〟とかぶん殴なぐりたくなる呼び方するけど殴なぐらないでね！　泣くぞ!!」

「黙だまってくれ」

「ひぁい」

　じろり、と睨にらまれたので口を閉じる。ダリオスは、慎しん重ちような口ぶりでボクに訊たずねた。

「なんのために、それをやるんだ？」

　ボクは、真っ正直に答える。

「決まってる。ママみのためだよう！」

　ダリオスの領地を豊かにして、婚こん姻いんを無かったことにする。どうせお互たがい乗り気じゃないけど背に腹は代えられないからってやってるだけだ。必要無くなれば立ち消えになる。

　そして、ボクはリリステラママと平和に末永く暮らすのだ。

「…………ふぅ。仕方ないな、幼おさな馴な染じみだからな」

　領主様は、笑って肩かたを落とした。

「……アイシアになら、任せてもいい」

「よーしっ、決まり！」

「ただし」

「あ？」

　ほしかった言葉を聞けてガッツポーズするボクに、ダリオスはつけ加えた。

「ほんの少しでいいから、俺の為ために、とも言ってくれるなら」

「？　べつにいいけど？　マジでマジで。友だちのためでーす。弟分のためでーす」

　ボクの答えに、ダリオスはため息を吐ついてそっぽを向いた。

「……くそ生意気な妹のワガママを聞いてやるか。お兄ちゃんとして」

「はぁー!?　ボクがげろ可か愛わいいお姉ちゃんなんですけどー!?　姉あね弟で子しですけどー!?」

　なんで罵ば倒とうしたいま!?

　まあ幼おさな馴な染じみで弟分とはいえ、これからは後援者パトロンである。多少の暴言はお姉ちゃんとしてボクが我が慢まんしてやるか。やれやれだ。

　ま、とりあえず言げん質ちは取ったし。やるとしよう。

　新しい貨か幣へいの製造。財政の立て直し。このニュートンボクがそれをやるということはつまり、

「でゅふふ、覚かく悟ごするといい。人間の町お前らを、めちゃめちゃ経イ済ギ大リ国スにしてやる……!!」

「お、おう……」

　アイシアの浮うかべるとびっきりのいやらしい笑えみに、ティンダリオスはなにか選せん択たく肢しを間ま違ちがえたような予感がするのだった。











第三章　ニュートンは争うのも実は好き









　しばらく里を出る、と告げたら、リリステラママが泣いた。

「里を嫌きらいになったのですか、アイシア。もしそうなら、考え直してください。母もこれからいままでよりがんばってあなたに作法を教えますし、長老たちにもいじめないようにアイシアの良いいところを聞かせて参りますから」

「違ちがうってば！　ママもエルフも大好きだから！　ダリオスが、ダリオスの街がね、ママを迎むかえるにはエルフ流りゆう儀ぎがなってないからボクがエルフマナーを教えてエルフフェアトレードの精神を布教するだけだから！　エルフ最高！　賛美しろ！　野や郎ろうども推おしていけ！　よ！」

　ぽろぽろと涙なみだを零こぼすママにあれやこれやと言いまくって、どうにか納なつ得とくしてもらった。

　でも出発する朝までぺったりくっつかれていたし、久しぶりに一いつ緒しよに寝ねた。ちょっと恥はずかしい気もした。さすがにそこまで子どもじゃないけどいい匂においがしたぜふへへ。

「不ふ肖しよう弟で子しなど人間の街でくたばろうともべつだん構わぬが、それでリリステラが塞ふさぎ込こんでは困る。人間の街でなにをしようとも構わぬが、逃にげ出だす時は、せいぜい命だけは持って帰ってこい。よいな？」

　師し匠しようはこうだった。っていうか、ボクの企たくらみに気付いていそうなほど剣けん吞のんなセリフだった。やべーなこの人。言われたとおり命だけは守ろう。じゃないと殺される。

「お体に気をつけてくださいね。人間は風か邪ぜを引くのだから、暖かくして寝ねるのですよ。お手紙を書いてくださいね。妖よう精せいや魔ま法ほうを使ってもよいです。食べ物に気をつけてくださいね。あと──」

「リリステラのことは任せよ。さあ、往ゆくぞ。というか往ゆけ」

「ああっ、待ってくださいまし、レイドラ様。この腕うで輪わを渡わたすだけですから！」

「そう言ってもうずっと離はなさんではないか。あと二秒だけ待つ。いーち、に。終わりだ」

「ううっ、いってきますママぁー！」

　涙なみだながらに手を振ふるママからもらった腕うで輪わを胸に抱だきながら、ボクはエルフの里を出た。師し匠しように引きずられて。

　また魔ま法ほう使うの忘れてて今度は吐はいた。一いつ緒しよにいたダリオスは、呆あきれた顔でボクを見ていた。師し匠しようの魔ま法ほうに守られた分際で、生意気。

　それから必死こいて歩きに歩いて、人間の町に向かった。

　森の中をてくてく歩くこと二日ほどで、ようやく道っぽいところに出た。森が歩きやすくなるエルフの護ご符ふが無かったら、たぶん七日はかかったと思う。

　街かい道どうっぽいものを歩いて、さらに五日。これは、ボクを荷車に乗せてダリオスが牽ひいた体力化け物のスヴァーラングの速度に、ボクがついていけなかったからだ。ボクの足なら、たぶんあと一〇日はかかるね。（人を運んでもボクより速いとはどういうことだこいつ）

　歩くうちにだんだんと森が薄うすくなり、道が平へい坦たんになってくる。やがて見えてきたのは、なんとも小こ汚ぎたない壁かべが並ぶ風景だった。人間の町──ウッドフェローズである。

　いちばん奥には海に面した砦とりでがあり、そこから少し離はなれて城じよう壁へき、そして街がある。市し壁へきっぽい盛り土と木の壁かべが並び、街の外には森を切きり拓ひらいて作ったらしい畑があるものの、あんまり実り豊かそうには見えない。牧草地として使っている土地のほうが多そうだ。

　麦の育たない荒あれ地ちでも、牧ぼく畜ちくは人間の食べられない物を食べて育つ。森に入れば木の実や苔こけ、花や草は言うに及およばず、木の皮から芽までなんでも食べる。まあ狼おおかみに襲おそわれたりするけど。

　要するに畑にはならないけど、肉にしてどうにか使ってる程度の土地だ。

　砦とりでの後方、桟さん橋ばしにあるのはすべて漁船で、海側から船が寄ってくることは無さそう。──つまり、交易船をわざわざ出すほどの産物が無い、ということだ。

　見た目はだいたい森の端はしっこにある孤こ独どくな砦とりでに、むりやり寂さびれた街をくっつけましたという印象だ。

　あんな景観の町をエルフが作ったら、見たエルフはみんな失しつ笑しよう。魔ま法ほうで平らにして作り直すかって言いかねない。

　では人間基準だと、なんと言うべきか。

「しけた町だ」

「あれでも、うちの領地でいちばん大きい壁かべだ。スヴァーラング家統治領リグストルムのウッドフェローズといえば、近きん隣りんでも名高い……」

「名高い？」

「……しけた町さ。寄港地にもならない。盗とう賊ぞくが出るから、行商人の往来も少ない」

　苦笑いするダリオスだった。

「まあいいよ。異エ種ル族フと同盟しようなんて人間、よっぽど器うつわが大きいか追いつめられたかどっちかだと思ってたもん」

「もっと信しん頼らいしろ──とは言わないが、せめて両方だと思えよそこは」

「同門の情けでそう思ってあげるよ」

　そんなことを言い合いながら歩くうち、町はもうすぐそこだ。ダリオスは市し壁へきの門を見てから、はたとボクに視線を刺さしてくる。

　この感じ……小言を言うな？

「いいか。婚こん約やく予よ定ていの相手が親族を先さき触ぶれとして送ることになった、っていう名目になってるからな。間ま違ちがっても本当の目的が破談なんて言うなよ。それと、エルフが商会を開きたいっていう要望もわりと警けい戒かいされてる。商売を始めるなら、なるべく問題を起こさないようにな」

　ほら言った。

　ダリオスはここへ来る前に手紙を町へ送っている。それは道とも言いづらい道に控ひかえさせていた従者が届けたし、返事ももらっていた。そのやりとりに人を使ったからボクとダリオスは二人きりで徒歩で移動することになったわけだが。

　スヴァーラング家もエルフの長老連中も、姻いん戚せきを結ぶことには前向きで、それに反旗を翻ひるがえしているのはボクだけだ。

　当然だけど真の目的は隠かくして、婚こん約やくするにあたって人間の町の様子を見回り、そしてエルフでも住みやすい環かん境きようを整える。そういう名目になっている。

「あーはいはい分かったよう。姉に向かって同じ話を何度もしないで。無む駄だだから」

「兄の言うことをなかなか聞いてくれないからだろ。面めん倒どうを、起こさない。分かったか？」

「うえ～い」

「エルフの里から出たことないだろ。人間の暮らしなんて本当にできるのか？」

　ダリオスはどうもボクが八五年も人間として暮らしていたことを認められないらしい。

「だぁーいじょうぶだよ。これでも一〇〇歳だぜボク。ここ十数年ばかりエルフの里でエルフらしく暮らしてたからって、人間の作法忘れたりしないよ」

「ならいいけどな」

　ふぅ、と不安げなため息を吐つくダリオス。

「心しん配ぱい性しようだなぁ～。可か愛わいいボクがそんなに心配？　ん？　心配ですかぁ？」

「こいつ……」

　くねっとしなを作りながら言うと、ダリオスは頭痛をこらえるように目を閉じた。

　その瞬しゆん間かん、ボクの脳のう裏りに電流走る。直感に従って、素す早ばやく弓を構えて矢を撃うった。

　なんで武装してるかって？　だって森を歩くなら弓と矢を持つのが普通エルフだから。

　しかし手応え無し。外れたな。ちっ。

「誰だれだー!?」

「順番が逆だ！」

「おぎゃっ!?」

　すぱん、と後ろから頭を叩たたかれた。

「い、痛った！　はぁ!?　なんだようダリオス!?」

「声をかけて、返事が無かったら撃うて！　ここはもう人里なんだよ！」

「……あー」

　精せい霊れいの警告。敵意のある相手に注視されると、森の精せい霊れいがたまに教えてくれる。それはエルフなら当然のように慣れ親しんだもので、ボクは半エルフなのでママが作ってくれた護ご符ふで同じ効果をもらっている。

　なお、精せい霊れいがそこにいなかったり気に入られなかったりすると無視されるので、アテにしすぎは注意。ボクの場合は、一〇回に九回は警告してくれない。

　ともあれ、エルフはそういう〝なんかヤな感じ〟がしたら直感どおりに反はん撃げきして良いとされている。だって森の中で敵意を持ってくる相手は、飢うえた獣けものか賊ぞくくらいだし。

「人間はめんどいな」

「お前さっき言ったこともう一回思い出せ」

「どうせボクの弓なんて当たらないしいーじゃん」

　睨にらんでくるダリオスの視線に、ボクはしぶしぶ弓を仕し舞まった。どうせエルフの一いつ般ぱん教きよう養ようとして持ち歩いてるけど、弓の腕うで前まえは平均以下だし。ダリオスに任せよ。

　そんな言い争いをしているうちに、木立の奥からガサガサバキバキと騒さわがしい足音を立てながら、人間たちが現れた。

「い、いきなり射かけるとはどういう了りよう見けんですかな!?　ティンダリオス殿でん下か！」

「ダリオス、あれ知り合い？　猪鬼オークのなりそこない？」

　ボクはダリオスを振ふり返かえった。現れたのは、まるまると太ったガチョウみたいな見苦しい男だ。猪鬼オークならもっと筋肉質ででかい。

　中ちゆう途と半はん端ぱに薄うすい頭頂部がべったりテカテカした感じで気持ち悪い。あれは脂あぶらなのか、それともセットしてあるのか。

「……ノルトーク。そちらこそ、商会主のあなたがなぜ盗ぬすみ見みのような真ま似ねをしているんだ？」

「盗ぬすみ見みとは心外な！　我々は殿でん下かがそろそろお戻もどりになられる頃ころ合あいと見計らって、森の警備をしていたのですぞ！　感謝されこそすれど、いきなり殺されかけ謂いわれ無き誹ひ謗ぼうを投げるなどそれでも為い政せい者しやとして正しい振ふる舞まいですかな！」

　商会主。ということは商人なのかあの豚ぶたモドキ。と、その豚ぶたモドキの後ろから、さらにぞろぞろと物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きの男たちが現れる。十数人くらいの手下っぽい奴やつらだ。

「お？　尖ってるほうを使うとこ？」

　矢や筒づつの中から殺傷力のある矢を取り出すボクを、ダリオスはため息を吐ついて手で制した。

「ノルトーク、その矢は練習用の木もく鏃ぞくだ。当たっても痛いだけで、誰だれも死なない」

「ぬうっ？」

　商人は先ほどから振ふり回まわしていた矢を改めて見つめる。その鏃やじりは丸く削けずられた硬こう木ぼくで、よっぽど当たり所が良くても気絶するくらいの代しろ物ものだ。エルフの戦士が本気で撃うてば話は別だけど。

　ボクだってそれくらいの配はい慮りよはする。間ま違ちがって撃うっても死なないやつにしとこ、っていう気づかい。ママいわくボクはやればできる子だからね。やればできる子だからね！

「こ、こんなこけおどしがっ!!」

　矢を地面に叩たたきつける商人。それボクのなんだけど!!

「で、なんなのこの人たち？」

　ダリオスは少し説明しづらい口調で答えた。

「彼はノルトーク。ウッドフェローズの商人たちを取りまとめている大商人だ。その後ろにいるのは……なんと言うか、彼の従業員だ。多少、いかついけど」

　多少どころかまるきり山さん賊ぞくに見える。そんな紹しよう介かいにも、ノルトークとかいう男は胸を反らして鼻息を荒あらく噴ふき上あげた。

「徴ちよう税ぜい吏りをするのも、この地ではひと苦労ですからな」

　徴ちよう税ぜい吏り。税を徴ちよう収しゆうする権利を領主たちから買い取って自分たちで徴ちよう収しゆうする、役人代行みたいな仕事だ。商人が買い取ることもある。

「ウッドフェローズの住人は基本的には税を納めるのにあまり抵てい抗こうしない。だから徴ちよう税ぜい吏りに回すほどのものは税の中でも取りにくいもの……森の中の魔ま族ぞくたちなんかを探して、徴ちよう収しゆうしてる」

「なるほどね」

　森の中には危険がつきもの。獣けものに魔ま獣じゆう、そして勝手に住み着いて税を払はらわない隠かくし畑ばたや集落をこっそり作った魔ま族ぞくの流民。そこから徴ちよう税ぜいするなら、荒あらくれも必要かもしれない。見る限り、ちょっと過か剰じように荒あらくれてるようにしか見えないけど。

「そんなのがこんな町の近くでこそこそ木立に潜ひそむとかなにしてたの？」

「失敬だぞ小こ娘むすめが！　森の探たん索さくに手慣れた徴ちよう税ぜい隊たいで！　万が一にも盗とう賊ぞくや魔ま族ぞくどもが近づかないようにしていたというに！　なにしろ、殿でん下かが急にエルフを連れてくると言い出すのですからな！　そのような気づかいをいったいどうしてこのような仕打ちで──」

「じゃあなんで子どもをさらってるの？」

「俺もそれは聞きたい」

　その豚ぶたモドキと山さん賊ぞくみたいな従業員どもの後ろほうに、がっちりと腕うでを摑つかまれて震ふるえてる小さい子がいる。それも、ふたり。男の子と女の子だ。

「なっ、さらうなどと人聞きの悪い！」

　ノルトークは顔を真っ赤にしながら手を振ふり回まわした。

「このガキどもは、森の中に勝手に入り込んでいたところを捕とらえたのです！　森を勝手に荒あらすことは禁止されている！　私どもが捕とらえて言い聞かせねばなりますまい！」

「それは徴ちよう税ぜい吏りの仕事ではない。彼らの親か、領主の兵が持つ役割だ」

「ふん、ならば人手不足のようですなぁ」

　にちゃりとした商人の笑えみに、しかしダリオスは真顔でうなずいた。

「……そのとおりだな。それは認めよう。ご苦労だった、ノルトーク。あとはこちらに任せてもらおうか」

　ダリオスがひと睨にらみすると、商人は顎あごをそらして鼻息を噴ふかした。子どもたちが解放され、こっちに駆かけ寄よってくる。

「うわあー！」「あああー！」

「ってボクの後ろに隠かくれるんじゃあないよきみたち。なんだこら。おい」

　ボクのケツに回ろうとする子どもらと後ろを取り合ってぐるぐる回る。

「……殿でん下か、まさかとは思いますが、そちらの小こ娘むすめがエルフだとは言いませんな？」

「ああ？　ボクがエルフなわけないだろ！　この頭あたま脂あぶら！」

「あ、ああああああた、ま……!?　侮ぶ辱じよくするつもりか！　こやつがエルフであるなど、認めませぬぞ殿でん下か！」

「ボクのちょっとした悪口チクチク言葉に怒おこる前に、人を小こ娘むすめ呼よばわりしたのを謝罪しろよ、若造。エルフを侮ぶ辱じよくしたら、その耳に届くのはちくちく言葉よりもグサリとくるやつだぞ？」

　取り出した矢をくるくる指先で回しながら言い返すと、ノルトークとその手下どもがざわついた。

「アイシア、そのへんにしておいてくれ。ノルトーク、彼女は我がスヴァーラング家の客人だ。こんな道みち端ばたで紹しよう介かいも押おし問もん答どうもすることはできない」

「しかし殿でん下か……！」

　らちが明かない。そう思ったときだった。

「これはいったい、どういう騒さわぎですの？」

　気け怠だるげな、しかし明めい瞭りように響ひびく女性の声がして、全員がそちらを振ふり返かえった。

　そこにいたのは、上質なドレスに身を包んだ美女だった。
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　栗くり色いろの猫ねこっ毛けをゆるりと伸のばしていて、縁ふちなしの丸い眼鏡は顔が小さいのも相まって妙みように大きく見える。そしておっぱいがすごく大きい。すごい。すごい大きい。

　そしてボクより大きい犬がその後ろに付き従っていた。その目つきは静かで冷れい酷こく。狼おおかみの血が混じっているかもしれない。たぶん合図一つで人間の喉のど笛ぶえを食い千切る番犬だ。こわ。

「おおっ、ディエナ様！　いやいや、良いいところへ来てくださった！　あなた様の義理の息むす子こ殿どのが、怪あやしげな小こ娘むすめを連れていらしてな！　我々としては、町に入れるより先に少しばかり事情を伺うかがいたくありましてなあ！」

　意い気き揚よう々ようとした様子で美女に歩み寄り、にやつきながらボクを指し示すノルトーク。なんだあいつ。

「……あらぁ、彼の言うとおりですの？　ティンダリオス殿でん下か」

「……義母はは上うえ殿どの。仔し細さいは先に手紙で送ったはずです。そちらに書いたことが真実です」

「そう」

　ふぅ、と気け怠だるげに息を吐はく美女。

　ディエナ。義母はは上うえ。そのふたつの条件が揃そろう人物は、ダリオスから聞いている。

　ディエナ・エステ。あるいはスヴァーラング夫人。スヴァーラング家の後妻で、ダリオスの継まま母ははだ。当主が領地を離はなれているいまのウッドフェローズでは、女主人たる彼女がダリオスと並ぶ権力者である。

　ノルトーク一味もダリオスも、ディエナ夫人には慎しん重ちように敬意を払はらっているように見える。

　いや、ノルトークのにやついた笑えみを見るに、どうやらそれ以上に関わりは深そう。

「……ノルトークに徴ちよう税ぜい権けんを売ったり、魔ま族ぞくの隠かくし畑ばたからの徴ちよう収しゆうを提案したのは、義母はは上うえ殿どのなんだ。だから、その」

　ボクの顔を見たダリオスがこっそり耳打ちしてくる。

「なるほどね」

　結けつ託たくしてるのか。

　騒さわぎ、と言うだけあってちょこちょこと町の方からも人目が飛んでくる。壁かべの外に広がる畑にいた農民も、仕事の手を止めてなんだなんだと集まろうとしているようだった。

　そんな中で、ディエナ夫人はボクに冷たい目を向けた。

「──殿でん下か、それならノルトーク様のお立場は分かりますわね。唐とう突とつにエルフが商売を始めたいと言われたのですもの。商人の長でしたら、誰だれよりも先にお人ひと柄がらを見ておきたいものですわ」

「そのとおり！　いやあ、さすがディエナ様ですなあ！　がははは!!」

　機き嫌げん良く笑うノルトークに、しかし夫人は柔やわらかに指し摘てきした。

「けれど、ノルトーク様？　スヴァーラング家の客人に、無礼な口くち利ききをしてはいけませんわ。お立場のあるお方なのですから、なおさらに。

　ティンダリオス殿でん下かも男の子ですもの。自ら連れてきた少女の客人を卑いやしく呼ばわれては、引けなくもなるもの。であれば、ここは大人の器量で私わたくしたちが引くべきですわ」

「──は、はは!?　なにをいやしかし……！　その、ここは……！」

　不満げな顔をする豚ぶたモドキを無視して、ディエナ夫人の眠ねむたげなようにすら見える鷹おう揚ような目が、つつつとダリオスを向く。

「非礼をお詫わびします、殿でん下か。──と、エルフ様？　ようこそウッドフェローズへ。商人をされるそうですわね？　一般の商人と変わらない扱いで、よろしいですのよね？」

「ダメです☆　いっぱい稼かせぐ商人として見てくれさいっ☆」

「…………」

　ボクの言葉に、夫人は冷たい沈ちん黙もくしか返してくれなかった。おや、おかしいな。

　ダリオスがむんずとボクの頭を押し下げた。

「すみません、俺から言っておきます」

「なんだよう!?」

「……まあ、このような道みち端ばたで話すことではありませんわね。ささやかながら歓かん迎げいの支し度たくもしてありますので、また改めますわね。それでは」

「かしこまりました、義母はは上うえ殿どの」

　ダリオスの返事を耳にして、ボクがなにか言うまでもなくさっさと踵きびすを返かえして立ち去るディエナ夫人。その後ろ姿を追ってぞろぞろとついていくノルトーク一味。

　その一団を見送ってから、ダリオスはふうと息を吐はいた。

「……て、ていむだれおさま、ごめんなさい」

　ボクのケツからそんな声がした。いやまあケツは喋しやべらない。そこに隠かくれた女の子が、ダリオスをおそるおそるうかがいながら謝ったのだ。ノルトークたちに捕つかまっていた子どもだ。

　ぐりんと勢い良く振ふり返かえったダリオスが、むんと胸を張って子どもたちを見る。

「子どもだけで森に入るなって、言ってるだろう！」

「うっ！」「ひぅっ！」

　またケツに隠かくれかけた女の子をひょいっとよける。人を盾たてにするんじゃない。ボクの特権だぞそれは。

　遮しや蔽へい物ぶつに避さけられてびっくりした顔をする女の子の目の前に、ダリオスが膝ひざをついて顔の高さを合わせていた。女の子と一いつ緒しよにいた男の子のほうも、手を握にぎって逃にがさない。さすが。

「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がしてないかい？　ふたりとも」

「は、はい」

「……森は本当に危ないんだ。もうやらないでくれ。頼たのむよ」

「ご、ごめんなさいぃ……」

「分かってくれたら、いいんだ。ふたりとも町まで送ろう」

　ダリオスが子どもたちを軽々と持ち上げて、荷車に乗せる。そして、ボクに言った。

「……まあ、この町も一枚岩とは言えないんだ。これが」

　歩き出しながら苦笑いする弟おとうと弟で子し。ボクはにやりと笑って答えた。

「人間の町って感じしてきたよ」

　権力争い。人ウツ間ドフのエロ町ーズに来るなり久々の人間らしさを味わったボクは──

「懐なつかしいね！」

　──まるで昔ながらの友人に出会ったように、昂こう揚ようしていた。これぞ人間。そんな感じする。











第四章　ＣＯＮＦＩＤＥＮＣＥ　ＥＬＦ









　さて、エルフの親族としてウッドフェローズにお邪じや魔ますることになったボクだ。当たり前のことながら、生活は一変した。

　エルフの里からやってきました半人間半はん魔ま族ぞくエルフ育ちの一〇〇歳児アイシア・アイザック・ニュートン一五歳です☆　スヴァーラング家の家臣たちにそう自じ己こ紹しよう介かいしたら、どの辺から噓じようだんなのかと聞かれた。全部本当だボケが。

　ともあれ次期当主の客人を迎むかえるため、見み栄えだけで維い持じされていた来らい賓ひん館かんを提供された。

　砦とりでの外にある一いつ軒けん家や。八人家族くらいなら余よ裕ゆうに暮らせる広さ。もちろん使用人室もある。程ほど良よく郊こう外がいというか、町の大通りや住宅地からは離はなれている。けど、

「おかしい。歓かん迎げい会かいが無いな……？」

　どっかりと館やかたのソファに腰こしを下ろしながら言うと、ダリオスが呆あきれた顔でボクを見た。

「さっきの挨あい拶さつ会かいがそれだ。贅ぜい沢たく言うな」

「なんか急いで掃そう除じしましたって感じの家だ。あんなに庭が荒あれてたらエルフなら一〇〇年は陰かげ口ぐち言われるよ」

「急な話だったんだ。贅ぜい沢たく言うな二回目」

「それに──」

「三回目」

「まだなにも言ってないのにー」

　[image: う゛]ー、と歯を剝むいて威い嚇かくしてみたけど、ダリオスはため息を吐ついてボクの対面に座りこむ。

「歓かん迎げいされてないんじゃない。余よ裕ゆうが無いんだ。勝手に森に入る子どもがいただろ。エルフの里ならどうしてた？」

「結界のあたりで里に追い返してた」

「うちの町じゃ、それすらできてないってことなんだよ。……危ないのを分かってて、お腹なかを空かせた子どもが森に向かうのを止めることも、できてないんだ」

「……なるほど」

　市し壁へきはぼろぼろ。どこに穴があってもおかしくない。そこから抜ぬけ出だして森に入るわけだ。町の畑では足りない分を森の恵めぐみを収しゆう穫かくして補うけれど、当然危険だし森の管理というか権利は領主にある。安全な場所は徴ちよう税ぜい吏りや正規の収しゆう穫かくをする市民がいる。その目をかいくぐって森で採集するとなると、普ふ段だんは利用されない狼おおかみや猪いのししがいたりする危険な場所になる。

　危険を承知で森に分け入る市民を咎とがめない、くらいの配はい慮りよしかできないわけだ。

「そんな町で、新しい住人が手ぶらで来て、新しく商会を開こうっていうんだ。しかも土地も建物も無料で使わせろってなれば、それはもう無む茶ちや振ぶりでしかないだろ。俺のわがままってことにしてもだ、商人たちすらいい顔しないのは当然だよ」

「利益が出たら全部払はらうって言ってるのにー」

「出しゆつ世せ払ばらいは基本的に親しん戚せきでもないとやってない制度だよ、妹いもうと殿どの」

「小言だけは立派だぜ、弟おとうと弟で子し。その昔、レイドラ師し匠しように弟で子し入いりしたいって領主の息むす子こが言い出した時に、わがままを聞いてやったエルフに向かって」

　一いつ緒しよに地じ団だん駄だ踏ふんでママに泣きついたボクの尽じん力りよくあってこそ、人間がエルフの戦士に弟で子し入いりとかいう無茶がかつての師し匠しように通ったんだ。

「貸し借りで言ったらいろいろとお互たがいさまだろ……。とにかく、住むところと、商館も使えるように手配したんだ。これ以上は俺だってなにもできないと思ってくれよ。義母はは上うえ殿どのみたいに、お前に特権を売るとかそういうのは無理だ。それこそ義母はは上うえ殿どのから釘くぎを刺さされたしな」

「ま、そだね。あの商人たちも協力してくれそうにはないしねー。困ったもんだよ。落ち目の町で人間同士が派は閥ばつ争あらそい。人間らしい話だ」

　後妻のディエナ夫人とノルトーク率いる商人たちは、どうもスヴァーラング家と家臣団とは一線を画する派は閥ばつらしい。ガラの悪い徴ちよう税ぜい隊たいどもといい、手勢を率いてのさばっていると見た。

「……あんまり力になれなくて、すまない。これから、やっていけそうか？」

　ダリオスが情けない顔で言うので、ボクは吹ふきだした。

「うひゃひゃひゃ！　心配してる！　弟の分際で！　ボクを！」

　指差して腹抱かかえて爆ばく笑しよう。

「ぶっ飛ばしたいなこの妹……！」

「おいおいボクを誰だれだと思ってる？　見た目は可か愛わいい一五歳美少女でも、頭脳は天才の一〇〇歳上級紳士ジエントリだぜ。住むところと商会。ふたつもあれば取引をするには十分すぎる」

「取引する物なんて、なにも持ってないのに？」

「でゅっふふふ、なに言ってんだ若造。ちゃあんと持ってるよ」

　ボクはどっかりとダリオスの横に座って肩かたを組んだ。

「ほれ、ここに領主の息むす子こがいるだろ？　で、ボクはその後うしろ盾だてで商会を開いた。さらに、美少女でエルフの教育っていう地じ盤ばんがある。ボクらの身代には価値がある。〝信用〟があるのさ、ダリオス」

「身売りでもするつもりかよ」

「少なくとも、安売りはしないね。これからこの町で、バブル景気を起こそうっていうんだ。反発があるから諦あきらめる程度の覚かく悟ごじゃ来てないよ」

　ジョン・ローもまた、既き得とく権けん益えき者しやたちの反発を食らいまくりながら事業を展開していった。

「ま、商人のノルトークと、後妻さんか。あの人たちから多少の妨害行動ネガテイブキヤンペーンがあるとして、だったらなおさら早く商売を始めよう」

「地固めとか手回しとか、そういうのは？」

「無し無し。逆効果。エルフの魅み力りよくっていうのは……未ミス知テリ数アスだからこそ光る。そういうこともあるからね」

　にやりと笑ってみせる。

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ボクに任せて。ボクらの立場が弱いなら、ボクらよりもっと弱い立場の奴やつらを相手にすればいいのさ。行商人あたりなら、カモはいくらでもいるでしょ。商売の話はそこらへんからしよう」

「……悪わる巧だくみにしか聞こえないんだよなあ」

　ダリオスは難しい顔で天を仰あおいでいた。なんでだろ。




　　　　　　　◯




「ディエナ様、そろそろ行商人どもをいくらか襲しゆう撃げきしてもよろしいと思いませぬかな？　なあに、魔ま族ぞく奴ど隷れいどもを使えば我々が疑われることもありますまい」

　下げ卑びた笑えみを浮うかべて、ノルトークが笑う。

「森の中の魔ま族ぞくどもから搾さく取しゆするのも、奴やつらは毎年のように村ごと逃にげてしまって、ひと苦労ですからなぁ。すでに捕つかまえた魔ま族ぞくを盗とう賊ぞくに奴ど隷れいとして売っておるのです。逆に買い付けたところで、賊ぞくどもに付け入られることもありますまいて」

　ノルトークと徴ちよう税ぜい吏りたちがやっているのは、実質的な人ひと狩かりであった。

　税を払はらわず森の中に住み着く魔ま族ぞくたちの集落を見つけ出し、税の支し払はらいを迫せまる。できないならその身代を売うり払はらう。荒あらくればかりを手勢に揃そろえるのも、そういった理由だった。

「奴ど隷れい商しようを町に引き入れられるように、家臣団に催さい促そくはしていただけておるのでしょう？　ここはひとつ、将来のための勉強に奴ど隷れいの扱あつかいを手下どもに学ばせても良い頃ころ合あいかと思っておるのですよ。あやつらは頭の悪いクズばかりだ。最初の何人かは壊こわしてしまうにちがいない」

　ノルトークは森の中の魔ま族ぞくたちを、狩かって売れる獣けものくらいにしか考えていなかった。危険な森を探たん索さくさせる手下たちも、町の外からかき集めてきたどこぞの荒あらくれ者ものどもである。

　いかにこの土地から搾さく取しゆするか。それだけしか考えていない商人だった。

　その片棒を担かついでいるのがディエナ・エステというこの町でも有数の権力者であることも、彼の行いを助長していた。

「ノルトーク様、人間、少し慣れたころがいちばん危ないのですわ。魔ま族ぞく狩がりをスヴァーラング家に勘かんづかれることだけは、絶対に避さけないとなりませんのよ。危ない商品は手元に置かないことが、もっとも安全な扱あつかい方かたですわ」

　若い盛さかりで女の華はなを持ち合わせたディエナ夫人は、目を細めて微笑ほほえむだけで芳かんばしい色香すら漂ただよう美女であった。

「しかし、森の探たん索さくを徴ちよう税ぜい吏りの特権とし、開かい拓たくが進まぬよう町から金銭を搾しぼり上あげて盗とう賊ぞくたちの拠きよ点てんを隠かくし続つづけておるとはいえ、大都市で一生豪ごう勢せいに暮らすほどの資金を貯ためるには、賊ぞくどもに奴ど隷れいを売り飛ばしていても時間がかかる。

　スヴァーラング家など、もと傭よう兵へいとはいえしょせんはただの成り上がり貴族どもだ。そうまで慎しん重ちようになる必要がおありか？　まともな領地経営もできておらぬような、愚ぐ鈍どんどもだ！」

「ふふふ、たしかに、彼ら経営は下手ですわね。ノルトーク様の足あし下もとにも及およびませんわ」

「でしょうな！　このような僻へき地ちの傭よう兵へい風ふ情ぜいなど、しょせんは頭が足りぬというもの！」

　ノルトークにはそれもまた愉ゆ快かいの種である。美女が密ひそかに頼たよるのは自分なのだと、男として奮起しようというものだ。そんな彼を、しかし無念そうな憂うれいの目が見返す。

「けれど、だからこそ危ないところもありますわ。経営の領分で争うには、とても容易たやすいお相手でしょう。でも剣けんを持たせれば、ノルトーク様の手勢が四倍いても、ティンダリオス殿でん下かただおひとりですべて斬きり伏ふせられるとお考えくださいまし」

「はっは、まさか！　四倍といえば五〇人近くに……え、まさか、本当に？」

「ええ、ええ。いままでに何度も言っていて、私わたくしも申し訳なく思っていますけれど、本当にそうなのですわ」

「ぬぬぬ……！　忌いま々いましい！　このような辺地で、愚ぐ図ずどもの機き嫌げんを気にしなければならんとはな」

「ええ、私わたくしもそう思いましてよ。ですから、あのエルフはとても都合良く現れてくれた……そう思うのですわ」

　ディエナ夫人が冷たく笑う。

「……ほう、と言いますと？」

「スヴァーラング家はティンダリオス殿でん下かを大切に大切に育てましたもの。彼より上の世代はみな傭よう兵へいとして育ちましたけれど、殿でん下かだけは生まれながらに貴種として教育しました。殿でん下かの為ためなら、現当主様も先祖伝来の鎧よろいや馬具を手放したほどですわ。

　……つまり、彼が連れて来た客人であり、彼の頼たのみの綱つなの親しいエルフ。あれが失態を犯おかせば、スヴァーラング家、ひいてはこの領地の住民すべてが期待するティンダリオス殿でん下かに──瑕か疵しがつきますのよ。つけいる隙すきができるということですわ」

　妖よう艶えんな唇くちびるを小さく開いてふうと息を吐はくその様子は、これから口に運ぶよく熟うれた果実を見つめるようだった。

　そんなディエナを見て思わず生なま唾つばを飲み込みながら、ノルトークは引き寄せられるようにじりじりと前のめりになる。

「な、なるほど……！　いったいどうしてディエナ様が町の外に来ていたのかと思いましたが、あのエルフをそれほど重要視してらしたのですな！」

「ええ。ノルトーク様も、同じようにエルフを見物に行っておられましたわね。ふふ、やはり頼たよりになりますのね……嬉うれしいですわ……」

「ディエナ様……儂わしはぎゃあっ!?」

「グォルルルル!!」

　近づいた商人に突とつ如じよとして歯を剝むいて威い嚇かくした番犬に、ノルトークが悲鳴をあげた。

「あらぁ、申し訳ありません。この犬こったら怒おこりっぽくて。ダメよ？」

　女主人に諫いさめられて、ゴフッと息を吐はいて大人しくする猟りよう犬けん。商人はすっかり肝きもを冷やして身を離はなした。腰こしが引けている。

「とととともああれ、さすが〝裏切りのエステ家〟ですなぁ。傍ぼう流りゆうのお方であっても、裏工作に長じておられる！　おっと分かりましたぞ！　ディエナ様がご自身の娘むすめ御ごをエルフの許もとに送ったのも、お考えあってのことですな？」

　気を取り直したノルトークの讃さん辞じに、ディエナ夫人は冷たい目を返した。

「ああ、半分だけはそのとおりですわ」

「はて、半分だけ……？」

「あの娘むすめは……私わたくしの子と言っても、しょせんはスヴァーラングの子ども。このように重要な話は、できませんもの。殿でん下かには気に入られているようですから、必要なら呼び出して情報を聞き出すことができるか、と。ただの手て駒ごまですわ」

「ぐふふふ、容よう赦しやの無い方ですなあ。ならば、まずはエルフが開いた商会から潰つぶしてやりますかな！　この町は、儂わしがすべて仕切っておるというのにノコノコと、断りも無しに商会など開くとは！　この町のどの商人であっても取引などさせぬよう、手を回してやりますかな！」

　一部の人間は（それこそスヴァーラング家は）ずいぶんと高く買っている種族だが、しょせんは森精エルフ族ぞくも魔ま族ぞくのひとつに過ぎない。森に住まい草を食はんで生きているような生き物どもに、人間社会の厳しさを教えてやろう。その時には、見目だけはとても良いいのだから、儂わしの奴ど隷れいとしてやるのも一興かもしれない。

　そんなことを考えながら、ノルトークは高笑いするのだった。




　　　　　　　◯




　ボクのようなエルフの暮らしにどっぷり浸つかったアイシアという人間が、人里で暮らしていけるのか。その心配はすぐに消えた。

　人間の町に住まうことになったエルフには、砦とりでや館やかたには出入りの自由を認められると共に、もてなし役がつけられたからだ。

　ダリオスの異母妹、ディエナ夫人の娘むすめ、サフィヤファティ・エステ・スヴァーラング。

　美しく長い黒くろ髪かみを持つ九歳の少女で、少しばかり気が強そうな吊つり目めが印象的な姫ひめ君ぎみは、アイシアもかねてダリオスより話ばかりは聞いていた。

　優やさしく素す直なおで、頑がん張ばり屋やさん。──とは、ダリオスによる紹しよう介かいである。見た目は母親に似ており、ダリオスとは父が重なっていてもあまり似ていない。

　そんなわけで、

「起きてください！　もう朝なんですよっ！」

　きんきんと甲かん高だかい少女の声が響ひびくのが、ボクの朝になった。

「うう、ママ、もうちょっと寝ねかせて……疲つかれてるんだ……」

「ママじゃないです！　アイシア様、だらしがないです！」

「……さっちゃん、ボクが起こされる時はね、なんていうか、救われてなきゃダメなんだ……優やさしくとんとんして、邪じや魔まされなくて、静かで豊かで……」

「サフィヤファティです！　それだと寝ねちゃいます！　起こしに来てるんです！」

　とまあ、勝手は違ちがうものの自分より小さな少女がお世話をしてくれるなら、ボクにとってはむしろ慣れたもの。リリステラママを思い出す。

　緩ゆるんだ顔を早々に見せるようになってしまったのは、自明の理だ。仕方ないね。

　まあ逆に、いったん起きてしまえば、ママの前に出るのと同じように、素す早ばやくていねいに身み支じ度たくを整える気持ちにもなる。だってサフィちゃんが見てるから。

　手早く体を水で拭ぬぐい、木き彫ぼりの櫛くしで髪かみを梳すいて艶つやを出して整え、植物から採った水で肌はだを潤うるおして、眉まゆを馬の毛でできた小さな刷は毛けで綺き麗れいに揃そろえる。

「毎日朝から水を使って、寒くないのですか？」

「寒いよー。人間の町だと特に。でも、エルフはこういうのうるさいんだ。ボクができてないと、ママがいじめられるし。それは悲しいでしょ。ぴえん。

　エルフはみんな美形だから、ボクみたいなもっさりさんは、せめてまともな格好くらいは見せないと、個性的すぎて殴なぐられちゃうしね」

「あ、アイシア様が、もっさ……？　個性的すぎ？　殴なぐられ？」

「うん。怖こわい師し匠しようがいるんだ。『嘲あざ笑わらわれるよりましであろう』とか言いながら指導ゲンコ入るね」

　人間がよく使うぼやけた鏡ではなく、完かん璧ぺきに像を結ぶ綺き麗れいな鏡で自分の顔を検あらためて、まあ合格かなとつぶやきながら立ち上がる。

　そんなボクの横で、もじもじと指をこすり合わせながら、サフィが鏡を覗のぞきたがっている。我が慢まんをしながらも好こう奇き心しんを隠かくしきれない様は、なんともいじらしくて可か愛わいい。

　興きよう味み津しん々しんだが、言い出せない。そんな様子がボクにも見て取れた。

「サフィちゃんもやりたい？　やったげるよ」

「ほんとですかっ！　あっ、で、でも、わたし、お世話する方なので……その、そういうの、されるのは……」

「きゃわわ」

「きゃわ？」

「[image: ん゛][image: ん゛][image: ん゛]っ……！　ぼ、ボクが寝ねぼけてる時とかに備えて、覚えてほしいから、ね？」

「あっ、はい！　そうですね！　じゃあ仕方ありませんね！　教えてください！」

「おきゃわわわわ」

「はい？」

　思いがけず、人間の町で唯ゆい一いつの癒いやしができた。癒いやしを求める程度には、引ひっ越こしのストレスも大きかったらしい。

　サフィちゃんを座らせて、後ろから髪かみを手で掬すくう。子ども特有の糸より細い髪かみに、そっと櫛くしの歯を差し込んでなるべく優やさしく梳すいていく。

　いいなー。長い黒くろ髪かみ。繊せん細さいな手て触ざわり。梳すいてるだけでこっちが気持ち良くなる。

「さっちゃんはやりたい髪かみ型がたとかある？　少しなら結ゆったり編んだりできるよ」

「あっ、えっ、ひゃい!?　サフィヤファティですけど!?」

　緊きん張ちようしてるのウケる。いや笑ってちゃダメかな。もうちょっと仲良くしてほしいし。

「ボクもサフィちゃんくらい小さい時は、こうやってママにやってもらってたよ。ママはすごく上手でさー。櫛くしを通すだけで髪かみが艶つや々つやになるの、エルフの魔ま法ほうかと思ったよ。そいえば昔遊んでて解けた髪かみを編んだら固結びになってママが叫さけんじゃってさ。あれ焦あせったよあっはっは！」

「ママに、ですか……」

　あれ、身の上話を披ひ露ろうしたのになんか反応鈍にぶいな？

「えっと、サフィちゃんのママはどんな髪かみ型がたにするのが好きだったとかない？」

「……ない、です。すごく小さい時に、ちょっとだけしか……髪かみは、ずっと、使用人に、やってもらってますから……」

　小さい声には、いつもの元気と──自信が、失われていた。自分という存在を価値あるものと信じる力が、無かった。

　ぶわっ、と冷ひや汗あせが背中に浮ういた。ダリオスから少し聞いていたことだ。サフィヤファティちゃんは、ディエナ夫人に──母親に、あまり会ってもらえない、という噂うわさがあるとか。

　あまり、ということは稀まれに会うこともある。サフィちゃんが言うには、このお世話役は母親に直接会って言いつけられた大事な役目、らしい。

　……密みつ偵てい、というか情報の橋はし渡わたし役やくかなー。

　ボクの口にすることはサフィちゃんを通じてディエナさんに届く、と思ったほうがいい。まあそれはそれで、ボクには都合が良いい。

　人は自分の手で探し当てたものこそ信用するものだ。こちらが領地を発展させたいと思ってることをサフィちゃんが伝言してくれるなら、願ったり叶かなったりである。

　人間社会は裏工作の応おう酬しゆうだ。王立協会で会長の座をもぎ取ってロバート・フックを蹴け落おとしたのが懐なつかしい。

　ただまあ、そういう諸もろ々もろは今アイ世シアとしてはわりと優先度低めだ。いまボクが思うのはただひとつ──サフィちゃんが、かわいそう。

「え、えっとさ！　ママが……ええっとエルフが使う櫛くしはね！　聖カル籠ルムの森にある香こう木ぼくで作るんだよ。木き彫ぼりの櫛くしを美び髪はつ効こう果かのある油に漬つけて艶つやを出すんだ。エルフの魔ま法ほうっていうより、職人の技わざだったんだよ。すごいよね。いま使ってるのも、それだよ」

　強ごう引いんに話題を変える。

「そうなんですか？」

「うん。ほら、しっとりしてまとまってきたでしょ。エルフ流だよこれが」

「へー、えるふさんのなんですか……」

　すんすん、と自分の髪かみをひと房ふさ持ち上げて嗅かいでいるサフィちゃん。香こう木ぼくとはいえ、匂においが移ったりはそうそうしないんだけど。きゃわいい。

「はい、これでいままでよりきれいになりました。サフィヤファティお嬢じよう様さま」

「ほんとですか？　櫛くしだけですけど……あ、でもぜんぜんゆびにくっつきません！」

　お、なんだかんだ嬉うれしそうだ。良かった良かった。

「この櫛くしで静電気が消えるからね」

「なるほど、せいれんきがなんですね！」

　お、よくわかってないな？　でもまあいいか。気に入ってくれたみたいで、鏡を見ながら髪かみをさわさわといじってる。

「サフィちゃんが良かったら、一個あげるよ。エルフの櫛くし」

　鏡の中で目を合わせて言うと、サフィちゃんの小さな頰ほおが、ぽっと赤く染まった。

「ええっ、そ、そんなのもらえないです！」

「いいからいいから」

　わたわた手を振ふって遠えん慮りよする少女に、ボクは頭を撫なでながら言った。

「ボクも里から出てきてひとりでするの寂さびしいから、付き合ってよ」

「……えっと、それなら、し、しかたないですね。つきあってあげます」

　生き真ま面じ目めな女の子は、いとも簡単に言いくるめられてくれた。かわいい。

「あ、あの、それより今日の予定はだいじょうぶですか？」

　そう訊たずねてくるサフィちゃんに、ボクはうなずいて答える。

「うん、まあ。今日も行商人の人と会う予定だけど、準備とかはダリオスが来てからでも大だい丈じよう夫ぶだから……」

「えっ、もう来てますけど!?」

「……あり？」

　しまったな。いつもより準備しないといけないことあるのに。

「……まあ大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

「急いでくださいっ！　たいへんですよっ！」

　あわあわするサフィちゃんに、ボクはにっと笑って言った。

「べつにいーんだって。ボクのほうが姉上だから」
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　ティンダリオスにとって、アイシアは生意気な妹みたいなものである。生意気の上に〝くそ〟をつけてもいい。

　初めて会ったときから傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、年上の自分を見上げながら「だいたいの人間はボクより愚おろか」と堂々と言い放った。アイシア以外に領主の息むす子こを踏ふみ台だいにして本ほん棚だなの上に行こうとする人間は、ダリオスの知る限りひとりもいない。人の頭を叩たたきながら爆ばく笑しようしていることもあった。養母の見ていないところではかなりずぼらで、目の前で堂々と尻しりをかく。

　自分の得意なものは鼻高々に自じ慢まんしてできないこちらをコケにしてくるが、苦手なものは平気で押しつけてきて感謝もしない。おまけに、弟おとうと弟で子しというだけで小こ坊ぼう主ずみたいに扱あつかわれるというのだからたまったものじゃない。

　そんなアイシアが、

「こ、これはエルフ様……噂うわさに違たがわぬお美しい方で……」

「ふふ、商人様は、女の子を喜ばせるのがお上手でございますね」

　本物のエルフのように、見るも目ま映ばゆい愛らしい少女の振ふる舞まいをしていると、果たして同一人物なのかと疑わしくなる。

　清せい楚そな仕草に、養母を真ま似ねた淑しとやかな言こと葉ば遣づかい。手間をかけて着込んだエルフの装よそおいは、幻げん想そう的てきに風ふう雅がだ。絹糸のように煌きらめく細い髪かみが縁ふち取どるその慎つつましやかな微笑ほほえみは、一〇人が一〇人ともはっと目を見開くような純真な美しさを醸かもし出だす。

　それを真正面から向けられた行商人は、一発で言葉も怪あやしくなるほど鼻の下を伸のばしていた。

　そんな様子を見て、ダリオスは口の中だけでつぶやく。

「やっぱり、詐さ欺ぎじゃないか……」

　中身はあのアイシア。礼れい儀ぎ作さ法ほうよりもママの膝ひざに頭を乗せるほうを一大事にする偽にせエルフである。

　目的が無ければ着き飾かざって外に出るよりも、半はん裸ら同どう然ぜんの格好で部屋に引ひき籠こもる少女である。それはまた逆に──目的さえあれば、エルフのように身み繕づくろいをして行商人を圧あつ倒とうするのだ。

　ダリオスに向けた目が、きゅっと円えん弧こを描えがいて微笑ほほえみかけてくる。その目で語る言葉は、長い付き合いゆえに勘かん違ちがいすることもない。その清純そうな微笑ほほえみは、こう語っていた。

『こいつカモだぜ☆』

　ダリオスは瞑めい目もくする。胸中に去来する思いはただひとつ。

　……どうしてこんなことに？
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　──遡さかのぼること数日前。




「で、商会を開いて金を造ると言っても、いったいどうする気なんだ、アイシアは？」

　そんなダリオスの疑問に、ボクは指を振ふって答えた。

「うん、まずは、ちょっとした借金から始めるよ」

「借金だって？　スヴァーラング家はとっくに、魔ま界かいの森ほど抱かかえてるよ」

「もっと借りたいなら担保がいるって言うんだろ？　大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと持ってきたよう」

　エルフの里から持ってきたずだ袋ぶくろを漁あさる。中にはゴミみたいな布が乱雑に入っていて、それをさらに掘ほり進すすめると、目的の革かわ鞄かばんが出てくる。

「じゃーん、魔ま法ほうの鞄かばん！」

「魔ま法ほうの？　……まさか、でかい馬車車と同じくらい物が入るっていう魔ま法ほうの!?」

「それ」

「どこからそんな稀き少しよう品ひんを……」

「師し匠しようの長なが持もちに落ちてたから拾った」

「それは仕し舞まってあったんじゃないか!?」

　おそらくは、魔ま獣じゆうの革かわでできている鞄かばんだ。手て触ざわりはまだ硬かたいので使い込まれてはいない。なのに、さらさらとした触しよつ感かんで嫌いやみが無い。きめ細やかな刺し繡しゆうはもはや眩まぶしいほどに美しく、どう見ても一級品だ。だから、ここに来るまで隠かくしておいた。

「三年前に引っ張り出したけど、気付いてないみたいだから。いいんだ」

「絶対良くないけど……それを売るのか？」

「勝手に売ったらさすがに殺されちゃうね。マジで」

　エルフは自前の魔ま法ほう道どう具ぐを年単位で収蔵する。それは試作品だったり、未完成品だったり、お気に入りや思い出の品だったりする。もし試作品だとしたら、使うだけならまだガチギレくらいで済む。でも売ったりしたら殺されるね。理由は簡単。それは恥はじだから。

「まあ、これ売って財政がなんとかなるわけじゃないしね」

「うちの家計ならわりと……」

「臨時収入じゃ、ママの結けつ婚こんはどうにもならない！　よ！　大事なのは領地が豊かになること！　それを忘れるな！　ダリオスんちの家計なんて本当はどうでもいいんだ！」

「そんなに俺を不安にしたいのかお前？」

「そもそも、重要なのは鞄かばんじゃなくて中身なんだよね」

「中身って？　なに入れてきたんだ？」

「ふっふっふ、エルフの職人が作った。逸いつ品ぴんの──紙だよ」

　真っ白で艶つやすら見える紙を鞄かばんから一枚取り出して、ボクはにやりと笑いかけた。

「こいつが、金になるんだ」

「……紙が、金に？」

　ダリオスはなに言ってんだこいつ頭に魔ま法ほうが回ったのか？　みたいな顔をしている。（※個人的見解）

「アイシア、それはアレか。貿易商とかを掠りやく奪だつすると物より書類を持って逃にげ出だす……為替かわせとか契けい約やく書しよとか、か？　そんなの、大都市じゃないと通用しないぞ。うちの領地にそんな取引があるように見えるか？」

　物の見方が傭よう兵へい基き準じゆん。でもいいとこついてる。

「つまり取引があればいいんでしょ？　ボクは、まさにそれを作りに来たのさ」

「うちの領地に来るのは、物ぶつ々ぶつ交こう換かんする行商人が精々なのに？」

「まあまあ、任せてよ。ジョン・ローにできて、ボクにできないわけがないだろ？」

「誰だれだそれ？」

　首をかしげる弟おとうと弟で子しに、ボクは苦い記き憶おくを思い出しつつ答える。
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「ただの賭と博ばく師しだよ。しかも詐さ欺ぎ師し」

「その詐さ欺ぎ師しのジョン・ローがやったことっていうのは、なんなんだ？」

　ダリオスの問いに、ボクはにやりと笑って答えた。

「その名も悪名高い経済の劇薬だ。──バブル、ってやつさ」

「ばぶる？」

「ボクは人間の町で事業を起こす。バブル景気を満たす！　そして紙でも金と同じ価値に変えるんだ！　でゅふははは！」

「よくわかんないけど……つまり、詐さ欺ぎ師しと同じ事をするのか？」

「うんっ！」

「それは詐さ欺ぎなんじゃないのか？」

　やべ。

「…………………………………………………………………………………………ちがう、よ？」

　目をそらしながら言うボクに、ダリオスが向ける疑ぎ惑わくの目はそらされなかった。

「ち、ちがうよ？」




　　　　　　　▽




　ジョン・ロー・オブ・ローリストン。

　その名は、おそらく経済史から消えることはない。

　彼の半生は破は天てん荒こうな博ばく打ち打うちに過ぎなかった。人を魅み了りようする術に長たけていたらしく、女にモテて、友だちも多く、賭と博ばくに励はげみ遊興に耽ふける。そんな輩やからだった。

　しかしある日博ばく打ちの帰りに、女を巡めぐったトラブルを起こす。英国王ウィリアム三世の愛人エリザベスを巡めぐって、有力貴族の五男エドワード・ウィルソンと恋こい敵がたきになった。エドワードに襲しゆう撃げきされたジョン・ローはサーベルで応戦し、殺害してしまった。（と主張した）

　激げき怒どするウィルソン家と無罪を主張するジョン・ローは壮そう絶ぜつな裁判のすえ、ジョン・ローの有罪となった。が、友人たちの手引きにより脱だつ獄ごくして国こく外がい逃とう亡ぼう。

　逃とう亡ぼう中ちゆうに諸国を漫まん遊ゆうしながら賭と博ばくで稼かせぐジョン・ローは、資金に物を言わせた博ばく打ちではなく、賭と博ばくのルールになんらかの法則を見み出いだして手て堅がたく勝利する、数学的才能を発揮し始めたという。

　一七〇五年には故郷のエディンバラに帰郷し、経済政策の提案書をスコットランド王国政府に提出した。

　その提案書が『貨か幣へいと商業にかんする考察　国民に貨か幣へいを供給するための提案』という著作だ。

　第一章は貨か幣へいを貴金属のみに限定することに疑問を呈ていしたもの。また、第四章と第五章では貨か幣へいの定義を拡大していけば、その国に繁はん栄えいがもたらされると主張している。

　いわく「銀以上に貨か幣へいに必要な性質を有し、そのうえ銀も持っていないような別の性質を有し、たとえ銀がスコットランドの産物であるとしても、むしろこの用よう途とに選ばれるような別の貨か幣へいを創設することである」と。

　結局、ジョン・ローが売り込んだ経済政策は実行こそされなかったが──ともあれ、ジョン・ローの貨か幣へい論ろんには特筆すべき点がある。スコットランドのような、金銀など見つからない大地ですら、貨か幣へいが造れるということ。

　そんな彼がその手しゆ腕わんでもって成した大事業、あるいは国家規模の詐さ欺ぎこそ──バブル経済だ。

　ジョン・ローはその始祖である。
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　次期領主様が行商人にご用命、とあればなにを置いても馳はせ参さんじるのが商人だ。

　貴族様がなにか火急の用で商人を求めているとなれば、そこに儲もうけ話ばなしがあると考えておかしくない。

　これが大貴族様なら話は別。行商人など、御ご用よう商しよう人にんのカモか小間使いにされるだけだろう。しかしウッドフェローズのような小さな町や村の領主様なら、むしろ行商人程度でもつけ込めるほどには困りごとも多く、また純じゆん朴ぼくであることが多い。

　幸運にも特権が得られるようなことがあれば、将来の大きな儲もうけ話ばなしに繫つながるかもしれない。

　そんな考えを巡めぐらせながら、俺はやってきた。指定されたのは、とある商会の建物だ。なんでも次期当主様の肝きもいりで新設された商会らしく、領主館でないのは商売の話だからだろう。

　少し待たされる。相手は貴族様だ。呼びつけておいて待たされるくらいは、予想の内。とはいえ貧びん乏ぼうな領主だ。当然、もてなしなどは期待していなかった。

　しかし、部屋へ入ってきた相手を見て、俺の浅あさ知ぢ恵えは全部吹ふっ飛とんだ。

　一人は見覚えのある若者で、これは次期当主様のティンダリオス・スヴァーラング殿でん下かだ。それはいい。しかし、その殿でん下かと一いつ緒しよにいたのは──エルフだったのだ。

　エルフ特有のきめ細やかな刺し繡しゆうの服に、魔ま力りよくで色めく幽ゆう玄げんとした髪かみ。装そう飾しよく品ひんにも美しい紋もん様ようを施ほどこしていて、それらを身に着けるのは生まれた時から当たり前、という気の無さがむしろ気品めいて身を彩いろどる。

　森の隠いん者じや、深しん奥おうの智ち慧え者しや、精せい霊れいに愛されし種族、森精エルフ族ぞく。

　それが町に来ているという噂うわさは聞いていたが──目まの当あたりにするのは、初めてだった。

「呼びつけてすまない」

「い、いいえ、ティンダリオス殿でん下かの御ご用ようとあれば、なにを置いても参じますとも」

　通り一いつ遍ぺんの挨あい拶さつを殿でん下かと交かわしながらも、俺の意識はすっかり隣となりのエルフに釘くぎ付づけだ。

「もてなしもそこそこに申し訳ないが、今日は他でもない急用があってね。さっきから気になっていると思うから、早く紹しよう介かいしておこう」

　殿でん下かが苦く笑しようを浮うかべながらエルフを促うながすと、少女が俺を向いて微笑ほほえみながら口を開いた。

「────」

　なにかを言われた。おそらく挨あい拶さつだと思うのだが、エルフ語などさっぱりわからない。

　どうにか商人の矜きよう持じを取とり戻もどして、愛あい想そ笑わらいだけはする。

　すると、相手は気付いてくれたらしい。

「すみません。人間の言葉で話しますね。私はアイシアと申します」

「あ、あ、どどどうも行商人のマールケです。あの、失礼かもしれませんが……」

「ふふ、期待させてしまったらすみません。私はエルフではないんです。彼らに拾われた、半人間です。幸運にも、エルフの里で育てられました」

　ほら、耳は普ふ通つうでしょ？　などと髪かみをかき上げて見せてくる。

　相手からすればたかが耳かもしれないが、商売女にすら袖そでにされる行商人には、それだけで心臓が跳はね飛とぶような仕草だった。目の眩くらむような美少女の普ふ段だんは隠かくされている所にある肌はだが見えるというだけで、生なま唾つばものの光景だ。

　隣となりで目を光らせている殿でん下かがいなければ、まじまじと目を見開いて釘くぎ付づけになっていたに違ちがいない。

　もったいなくも恭うやうやしく目線を逸そらした俺を、誰だれか褒ほめてくれ。
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「は、ははあ、そのようで……」

「事情があって、これからスヴァーラング家にお世話になります。ただ、この町は、エルフとしては少し……殺風景だな、と」

　ところどころ言いい淀よどんでいるのは、隣となりにいる殿でん下かに気を遣つかっているのだろう。貴族の前で気を遣つかうのは、エルフ様も一いつ緒しよなのか。

　こっそりと目を合わせてみれば、そこに少し共通理解の色があって、秘密を共有するような目配せを送られる。

　見た目は一五歳くらいの小さな少女だというのに、そんなところは大人めいていて、痺しびれるような動どう悸きが胸を打つ。

　エルフに育てられれば、エルフのようになってしまうのだろうか。見た目どおりの子どもには、とうてい思えなかった。

「こほん。少しばかり、身み支じ度たくを調ととのえたいと思っているんです。それに、先立つものも入り用なので……商人さんたちに見ていただきたいものがあるのですよ」

　と、少女がなにげなく机の上に置いたのは、これまた豪ごう奢しやな革かわの鞄かばんだった。

　まさかこれは、エルフが作った魔ま法ほうの鞄かばんか!?　こ、こんな品を扱あつかえたら、俺がいままで稼かせいだ金の何年、いや何十年分にもなる……！

　頭の中で妖よう精せいが踊おどり出だした俺の前に並べられたのは、鞄かばんの中から取り出された木箱だった。

「買い手を探しているのは、これなんです」

「……あ、は、そうでしたか」

　一いつ介かいの行商人にはお伽とぎ噺ばなしに等しい魔ま法ほうの鞄かばんを間近で見て、それを商談に乗せてくれるのかと、舞まい上あがってしまった。

　エルフは謝るように目を細めてから、白い手て袋ぶくろをする。そして、箱の蓋ふたをぱかりと開いた。

「どうですか？」

「これは……銀器、ですか。いやこれもまた……いや、うわ、すごい品ですね」

　実際、見るも眩まぶしい代しろ物ものだった。肌はだの切れそうなほど直角に仕上げてある化け粧しよう箱ばこもさることながら、中に収められた銀器もまた綺き麗れいに輝かがやいていた。

　滑なめらかで口を触ふれるのも躊躇ためらいそうな粗あらひとつ無い曲面に、柄がらには花の彫ちよう刻こくが象かたどられて目を楽しませる細工もある。

　明らかに熟練の職人の手によるもので、目が飛び出そうな値段になるだろう。

　銀器など目にしたことすら無い行商人では、これを買い付けるどころか、褒ほめ言葉の語ご彙いにすら、持ち合わせが無い。

「ええ。その昔に人間から買った銀で拵こしらえたものです。エルフの職人が作ったもので、幾いく年ねんもの時をかけて魔法銀ミスリルの加工を施ほどこしてあります。魔ま法ほうも付ふ与よされているんですよ。魔ま力りよくを込めると形を取とり戻もどす、という程度の、些さ細さいなものですけど」

「形を……というと？」

「落として歪ゆがんでしまっても、すぐに直るということです。欠けたり折れたりしたら、どうにもならないのですけれど」

「いや……はや……」

　魔法銀ミスリルの銀器……!?

　もはやなにも言えなくなる。

「こちらに、どれほどのお値段をつけてもらえますか？」

「…………それは……」

　自分の全財産を払はらい込こめば、なんとか仕入れができるだろうか。いやしかしあちらこちらにある売うり掛かけ金きんを全部回収してまたここに戻もどってきても、この銀器を受け取ったあとが怖こわい。

　ウッドフェローズまでの道のりは、とても安全確実、などとは言えない。魔ま獣じゆうも盗とう賊ぞくも、そこそこに噂うわさがある。

　いつも扱あつかっている程度の荷なら、すべて捨てて逃にげても、命があれば次に繫つなげられる。だが、これを扱あつかい、失えば、もはや身の破は滅めつになってしまうということだ。

　全財産をはたいた賭かけに出られるか、といえば……答えは、決まっていた。

「……正直に言います。私には扱あつかいきれない商品になります」

「そうなんですか？　その、商人の方は、銀貨で一〇〇枚は下らないほどの商品を扱あつかっている、とお聞きしたのですが……」

　眉まゆ尻じりを下げておろおろと言いい募つのってくる。やれやれ、なにも分かっていないようだ。……可か愛わいいものだ。

　いや、商人同士ならばともかく、こんな浮うき世よ離ばなれした半エルフ人間ならば、それも仕方ないことか。自分が教えてあげるしかあるまい。

「ええ、たしかに。私がこの地にお運びした品々と交こう換かんし、手に入れたこの地の毛皮や織おり物ものなどは、これから行く北の大国で……まあ、銀貨にして一〇〇枚を超こえるものでしょう」

「まあ、そんなに」

　感心したふうにうなずいているエルフの様子に、顔がだらしなくなりそうなのを必死で堪こらえる。本当は銀貨数十枚がいいところだが、美しい少女の前では、見み栄えくらい張りたくなる。

「ですが、私が安全に運べる資産とは、その毛皮くらいなのです」

「と、仰おつしやると……？」

　麦を運び、毛皮や織おり物ものといった産物と交こう換かんし、それを北に向けて運んで、さらに……というのが、行商というものだ。つまり物ぶつ々ぶつ交こう換かんの担にない手てである。それも、運んだ物の代金は、紙の書類に換わるものだ。

　この取引では現金は動かない。商会同士で紙の書類がやり取りされるだけで、行商人が手元で自由にできるものではない。

　さてしかし、そうした説明を得意げに婦女子へ口にすれば、奢おごった酒を飲み干す間すら付き合ってもらえずそっぽを向かれるものである。

　だからできるだけ簡単に言うことにした。

「私が今すぐ渡わたせるものは、毛皮くらいなものなのです。銀器と毛皮の交こう換かんなど、望めません」

「……それは、そうですね。そのとおりです。困ってしまいます」

「これほどの品となれば、麦なら私の背には乗りきらないほど……いえ、小麦ならばどうにか、というところでしょうかね。お時間さえいただければ、それでどうにかいたしますが……」

　自分で言いながらも望のぞみ薄うすな取引だが、それを聞いたエルフ様は目を潤うるませて手を合わせた。

「まあ、誠実なのですね、商人のお方なのに。篤とく実じつな方にお会いできて、嬉うれしゅうございます」

「いやいやいや！　とんでもない！　あ、なんなら買い付けたいものを仰おつしやっていただければ、安くご用意しますよ!!　ははは！」

　おいおいおい隣となりの次期領主様が青くなってるぜ！　いやあ嫉しつ妬とされちまうと困るなあ！

「ああ、申し訳ありません。できれば一度、銀貨か、貴金属にしたいのです」

「？　なぜですか？」

　不思議に思った。この地では貨か幣へいなどすぐには役に立たないだろう。自給自足で、エルフの工芸品こそいちばんの高級品だ。身の回りの為ために銀貨を使うなら、外から買い付けをしたいはず。まさかエルフが独自の商売相手を持っているわけでもないだろう。

　エルフは、微び笑しようして言った。

「誠実な行商人の方ですから、特別にお教えしますね。実は、この土地からエルフの里まで、確かな道を敷しいて繫つながりを作ろうと思っております」

　隣となりでまんじりとしていた殿でん下かが、エルフを向く。

「それはまだ正式な話ではないんだけど……」

「いいではないですか。いちおう、昔からそういうお話はしているのですよね？」

「……まあ」

　諫いさめようとしたティンダリオス殿でん下かが言いくるめられて、口を閉じた。

「いずれこの町とエルフの里を、繫つなげようと思っています。その時の為ために、お金が必要かと思っておりまして……このとおり、エルフの職人の技わざは素す晴ばらしいもの。

　地金さえ手元にあれば、このような銀器をもっともっと、作り出すことができます。するとできあがる頃ころには、もっとたくさんの銀貨と交こう換かんいただける……そういうことが、つい五〇年ほど前にもありました」

　銀貨を鋳い潰つぶして銀器に変えれば、元の銀貨より値ねが上がる……？

「も、もとの銀貨より価値ある物に、なると？」

　銀器を売って銀貨を受け取り、エルフの里で銀器に換かえる。それだけで、もとの銀貨より多い銀貨が手に入る。──それが本当なら、エルフの里と人間の町を往復するだけで、元手などなにも無くても無限に金が増えるじゃないか！

　五〇年前？　俺が生まれるより前のことなんて分からん。分からんが、相手は半エルフだ。その里で流れる時間は、人間のそれと違ちがうのだろう。エルフは一〇〇年前の約束でも普ふ通つうに守るという話もある。そうだ、なによりエルフなら銀を魔法銀ミスリルに変えられる！

「私の手元に銀や金があれば、伝つ手てを頼たよって芸術品に換かえられます。もちろん、エルフの職人ですから数年はかかるかもしれませんけれど。

　……ほら、もういくらかは銀を預けてあるんですよ。預かり証、見てみます？」

　ちらりとエルフが見せたのは、これまたエルフらしい紋もん様ようが描えがかれたなにかの手形で──

「そういうものをみだりに出さないように」

「あ、ごめんなさい」

　そんな振ふる舞まいに、さすがに殿でん下かが注意をした。

　預かり証とやらをすっと仕し舞まい込こんで、エルフはこほんと咳せき払ばらいする。

「無む駄だ足あしを踏ふませてしまって、申し訳ありませんでした。別の買い手の方を探しますので、今日のところはこれでお引き取りください」










　エルフと次期領主様との面会が終わってすぐ、俺はノルトーク氏の商会に足を運んだ。

「銀器の取引を持ちかけられましたが、ノルトークさんに言われたとおりきちんと断りました」

　ウッドフェローズの商人は少ない。少ないがゆえに、ノルトークという有力者がすべての商会を掌しよう握あくしている。いかに行商人であっても、毎年同じ取引をする商人となれば、ノルトークに話を通せと言われれば従うほか無いのだ。

　エルフがどんな取引を持ちかけていたのか話すようにと言われて、あの美しいエルフが銀器を売ろうとしていることはすぐに喋しやべった。

「ふん、いいだろう」

「それで、言われたとおりにしたのですから、麦の買い取りと毛皮の仕入れは……」

「ぐふふ、もちろんいつもどおりだよ。いやぁ不安にさせたかねぇ？　べつに私は、取引を盾たてにするつもりは無かったのだよ。ただ、話を聞くついでに、そうなりそうだと言っただけでねぇ」

「……銀器のことはご存知で？」

「まあ、他の行商人から聞いておる」

　ってことは、自分の他にも行商人に取引を申し込み、断られたということか。かわいそうに。

　ノルトーク氏の目もく論ろ見みはおおかた、エルフの商会を潰つぶしてしまいたいというところだろう。小さな町ではよくあることだ。新参者を潰つぶして独どく占せんを守りたいという商人の話は。

　当然だが、行商人があれを買うために手形を使ったり、金を借りたいと言っても無む駄だだ。手形決済は商会同士の信用をやり取りする。町の商会すべてを掌しよう握あくしているノルトークがいる限り、この町であの銀器を売り買いする取引に決済などできるわけがない。

「ではあの、いいでしょうか……？」

「まだいたのか。もういいぞ」

　さっさと帰れという感じの手ぶりをされたので、俺は黙だまって立ち去る。町では塩とパンだけ買って、早く北へ向かった。

　なんの収しゆう穫かくも無いままに、手ぶらで帰るはめになる。貴族に呼び出された商人には、よくある話だ。

　だが、今回は違ちがう。

　俺の頭は、とある考えでいっぱいだった。香かぐわしい匂においで、俺の鼻は充じゆう満まんしている。

　開かい拓たくの予定があるという情報。銀貨の預かり。エルフが証書を発行しているということ。それはエルフから〝特別に〟教えてもらったことだ。ノルトークにも話していない。その情報には、芳かんばしいエルフの香りと同じくらい魅み力りよく的てきな、素す晴ばらしい匂においがする。

　──金かね儲もうけの、匂においだ！
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「はー疲つかれた。やっぱ淑しゆく女じよのフリって向いてないなー。長老なら五〇回は小言を言ってくるね、あれじゃ。しかもすっごいめんどいし。くそが！　よ！」

　ぽいっと被衣かつぎじみた重ね着を放り出し、ひらひらの服をぽいぽいと脱ぬぎ捨すてて、最後にシャツ一枚に近いところまで脱ぬいでから、ボクは一息ついた。

「あーつらかった……めんどかった……。眠ねむい……」

「そんなに寝ね付つき悪かったっけ？」

「べつに。引ひっ越こしたばっかだし。すぐ終わるよ」

「ふうん？　でも向いてない、ってわりにはずいぶん魔ま性しようのエルフしてたよ」

　どっかりと椅い子すに座りこんでだるーんとするボクを見て、ダリオスは苦笑いしている。

「お？　お？　残念そうだね。お淑しとやかなボクに惚ほれてたな？　目と耳を閉じて隣となりの部屋に行って、思いだしてすこってもいいよ？」

「アイシアが口を閉じてくれれば、可か愛わいいエルフがすぐ見られる。できればそっちの方で手軽に済ませたいな」

「要するに黙だまってろってことかお前？」

「バレたか」

「陽キャはすぐ人を褒ほめて自分に都合良く動かそうとする。ボクの可か愛わいさを、タダで見れると思うなよ」

　んべ、と舌を出してやると、なにが楽しいのかダリオスが笑った。

「お淑しとやかなアイシアも、いろいろギャップがあって俺は好きだけど」

「若造はさー。ああいう女にすぐ騙だまされるんだよねー。〝礼れい儀ぎ作さ法ほう〟ってぶっちゃけ〝モテる仕草〟をお行ぎよう儀ぎ良よく言っただけだよ」

　エルフ仕込みの礼れい儀ぎ作さ法ほうは、効果てきめんだったね。どいつもこいつも鼻の下伸のばしてたぜ。やっぱりボクってかわいい☆

「そうかな？　耳を見せたりする奔ほん放ぽうさが、むしろウケてなかったかな？」

「あ？　耳なんて見て楽しいの？」

「…………そこは無自覚か……」

　変なことを言ったダリオスが、変な顔でボクを見る。なんだコイツ。

「まあいい。俺が気をつけるよ。それより、なんなんだこのお芝居は？　行商人が来るたびに同じことをしてる。もう何人目だよ？」

「噂うわさを広めてるんだよう。『エルフとの繫つながりがある』『じきに大がかりに開かい拓たくする予定がある』この二つの噂うわさだけでも、商人なら真しん偽ぎを確かめたくなるね」

「まあ、まさにその為ために、結けつ婚こんの話が進んでたわけだから……」

「そして三つ目だよ、ダリオス。『銀や金をエルフに預ければ、価値が高まる』ということ。これが、一番広まってほしい噂うわさなんだよね」

「なんで？」

「もちろん、儲もうかるからだよ、ダリオス。商人たちもボクたちも、お互たがいに儲もうかる。これは形を変えた為替かわせ取とり引ひきってやつなのさ。いや、先物取引かな？　まあなんにせよ、商人は来るよ」

　ニ前ュ世ーのトボンクがいちばん困ったのは、まさにそれに群がる商人たちが多すぎたせいだ。

　安い麦を運ぶだけで、高い毛皮になる。だから麦を運んでくる。それが商売だ。安い銀貨を運んでくるだけで、高い銀貨に換かわるなら？　もちろん運んでくる。しかし、実は交こう換かんされる銀貨そのものは、まったく同じものだ。

　麦だって毛皮だってそうだ。たくさん採れる地域では安いが、少ない地域では同じ物なのに値ねが上がる。それと同じ事が、貨か幣へいでも起こりうるという話。

　そして貨か幣へいは麦ほどもかさばらない。行商人が背中にいっぱい小麦を積んでも、懐ふところに収まる程度の銀貨が同じ価値を持っている。

「たとえノルトークが行商人たちにまで〝買うな〟と指示を出しても、口に戸は立てられない。絶対に、儲もうけ話ばなしを手て土産みやげにして、他の町で大商人の所に売り込みに行く。商人はそういう生き物だ。──いずれ金持ちの商人が、ここに来る。その時が本当の取引の始まりだよ」

「そんなに面おも白しろい取引なのか？　これが？」

「分かる人にはね。飛びつきたくなっちゃうくらい、面おも白しろいやつなのさ」
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　一七世紀のイギリスで、ニュートンが造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんを務めていたころ。当時のイギリス経済にとって問題とされていたのは銀貨の削けずり取とり、そして銀の流出である。

　大航海時代を経て、メキシコやペルーの銀山から大量の銀がヨーロッパにもたらされた。そのため、銀の価格は一気に下落した。しかし、同じ銀であるのにインドでは銀の価格は下落していなかった。

　これに目をつけたのが、為替かわせ取とり引ひきに親しんだ商人たちである。

　大量の銀貨をインドやアジアに持ち込み、金と交こう換かんする。その金を銀貨の評価が低いイングランドイギリスに送る。イングランドでは金と銀貨を交こう換かんする。そして、銀貨はまたインドに送る。それをくり返すだけで、資産がふくれ上がっていくのだ。

　それはやがて商人のみならず、一いつ般ぱん市し民みんまでが銀貨を金貨へと替かえる事態へ発展する。

　オランダでは日本の江え戸ど幕ばく府ふとの交易でこれが行われ、小判が大量に海外へ流出した。そして江え戸ど幕ばく府ふもまた、改かい鋳ちゆうを行いレートを見直すことになった。

　人々が為替かわせ取とり引ひきに執しゆう心しんすることは、歴史が証明している。

　外国為替Foreign Exchange取とり引ひき──それは現代風に言えば、ＦＸトレードである。
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「ほお……これは見事な細工ですね。まるで森の春をそのまま銀にしてしまったようだ。花の銀器が卓たく上じように咲さき誇ほこれば、さぞ華はなやかな宴うたげになりますね。銀の冷たい輝かがやきも、春の装よそおいでほの温かな太陽のように転じてしまうでしょう」

　朗ほがらかに麗れい句くを流す商人を前にして、ボクは控ひかえめに微笑ほほえんだ。お淑しとやかモードです。

「審しん美び眼がんのある方にお目にかかれて光栄です。このような僻へき地ちでは買い手などいない、と言われ諦あきらめていましたので。ふふふ」

　何人もの行商人が町を訪おとずれ、そして去っていってからしばらくのち。ウッドフェローズには珍めずらしいことが起きた。

　いままで行いき交かっていた顔かお馴な染じみの行商人とは違ちがう、明らかに裕ゆう福ふくそうな商人が現れたのだ。

　ボクの言ったとおりに、である。

　見事な細工の高級品を前にしてもその舌は滑なめらかで、この程度の品は扱あつかい慣なれている、といった風ふ情ぜい。

　麦を背負って必死に歩いてくるのではなく、荷馬車にどかんと小麦の袋ふくろを山と積んで護衛付きでこの地に来た。やって来るだけで、町の噂うわさになったほどだ。

　ボクが魔ま法ほうの鞄かばんを見せびらかしてハッタリを利きかせたのと、同じ手口だ。なかなかやる気をそそられる。

「辛しん抱ぼうが実を結んだ、ということですな。いやはや、さすがはエルフのお方だ」

「いえいえ、私は半分は人間、半分は魔ま族ぞくなのです。育ての親が、め──ものすごく、気高く美しいエルフであった。ただ、幸運だっただけの、普ふ通つうの人間ですから」

　あっぶね。めっちゃママみとか言いそうになったわいま。

　商人が、さて、と身を乗り出してくる。

「本当に素す晴ばらしい逸いつ品ぴん、素す晴ばらしいお方ですな。商人としてはぜひとも、お役に立ちたいところです。そこでお聞きしたいのですが……銀器は、このひと揃そろいだけなのですかな？

　というのも、宴うたげやもてなしに使うのなら、同じ物がたくさん必要なのです。数が少ないなら、身内で使うだけになります。それでは、あまり良い値ねが……と」

「まあ、多い方がいいんですか？　少しお待ちくださいね、どれくらい数があったか、確かく認にんしてもよろしいですか？」

「ええ、もちろん」

　ボクは鞄かばんからすらりと預かり証を出す。その枚数を数えてから、商人に向き直った。

「お待たせしました。そうですね、職人に銀を預けたばかりなので、数年ほどはかかるかもしれません。けれど、三〇は揃そろえられます」

「……失礼ながら、その──紙はいったい？　手形、でしょうか？」

　堪こらえきれない、という様子で聞いてくる。なかなかの商人だね。やっぱわざわざ北の大商会から派は遣けんされてきた奴やつは、歩いて回る行商人とはちがう。

　目の前にある銀器の輝かがやきではなく、エルフの社会で信用手形のやりとりがあるのか、というところ──証書のほうにこそ、高い価値を見み出いだしている。

「これは銀の預かり証なんです。預けた銀の重さのぶん、この証書をもらいます。完成品の受うけ渡わたしはまた別の契けい約やく書しよになりますけれど、銀を返してもらう時には、この証書があればいいのです」

「それは……その証書を持つ人ならば、誰だれでも？　たとえば、いま私がその証書を買い取れば……銀だけでも引き換えられるのですか？」

「はい。いろいろ制約はありますけれど、基本的にはそうなのですよ。いずれは、別のエルフの里でも、同じことができないかと相談しています」

　エルフには思テ念レ魔パ法スがあり、妖よう精せいたちの協力もある。同じエルフであるならば、遠方でも連れん絡らくを取るのは人間よりは早く、そして同族同士の信用が強い。

　つまり、広域にわたるネットワークを、作ることができるのだ。

　ボクの返答に、商人は沈ちん黙もくした。目を閉じて、ゆっくりと、細く息をしている。自分を落ち着かせようとしているのだ。やがて、商人らしい目つきでボクを見る。

「……なるほど。エルフは森の隠いん者じやで、人間の習いなど気にしない。そんな考えは、改めなければなりませんね」

「いいえ、正しいと思います。けれど、私は半分だけ、人間ですので……」

「では、エルフと人間、どちらかを選ぶなら？」

「どちらかと言えば……約束を守る人が、好きですわ」

　ふふふ、ははは、とボクと商人の間で完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいが交かわされている。

「……守らないやつがよく言うやつでは？」

　横にいるダリオスが、ぼそっと疑問を呈ていしていた。うるさいうるさいうるさい。










　商人の商売は、昔から手形で行われている。

　はるか南で魚を買い付け、魚は受け取るが金は払はらわない。しかしその魚を北に運んで売った時に、南の店で魚を買った分の代金が精算され、差額だけが利益として懐ふところに入る。よくある手形取引の形態だ。

　実際の銀貨を渡わたしたり受け取ったりすることはなく、物は移動して金は流れる。こういう仕組みは昔から存在した。

　もちろん、そこらへんの農家の息むす子こがいきなり商会に行って魚をくれと言えば、ぶん殴なぐられて終わりだろう。商人に弟で子し入いりして、商会に出入りして、何十年も下したっ端ぱをして、供きよう託たく金きんを預けて、ようやく信用されて手形を使えるようになる。信用されてこそ、財産は増える。

　紙切れ一枚でできた証文が、商会に持ち込めば金貨の山と交こう換かんできるのは、そこに信用があるからだ。

　商人たちはまだ気付いていない。信用手形という紙切れを、通貨として共有していることに。信用さえあれば、通貨を作り出せることに。

　──通貨を作れる領主特権、銀をより高価な魔法銀ミスリルに換かえる力、一〇〇年経たっても約束を守るエルフの種族特性、これらを合わせて、もと造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんたるニュートンの知見は告げていた。

　金は、作れる。そして作ることが求められている。需じゆ要ようがそこにあるのなら、供給すればたちまち手を伸のばしてくるのが商人なのだ。










「ふーい。終わったぜえ～。これで寝ねてるだけで金持ちだ。でゅふわおぉ」

　大あくびするボクの横には、富ふ豪ごうの商人が置いていった銀貨の袋ふくろを気難しい顔で睨にらむダリオスがいた。

「うちの領地で、こんなに銀貨の詰つまった袋ふくろを見たのは生まれて初めてだ……」

　目を離はなせばどろんと消えてしまうのでは、みたいな目をしてる弟おとうと弟で子しに、ボクは机の上に足を投げ出しながら言う。

「これでも様子見程度の銀だよ。次期領主のダリオスが同席して、エルフの話にお墨すみ付つきを与あたえたから信用して預けたんだ」

「ただの紙を──預かり証を売って銀貨をもらうなんて、詐さ欺ぎか魔ま法ほうを見てる気分だ。いつの間に、そんな銀細工を里に頼たのんだんだ？」

「は？　そんな暇ひま無かったじゃん。あの預かり証は、こっち来てからボクが作っただけだよ」

「えっ？」

「えっ？」

　気付いてなかったの？

　ダリオスが飛とび跳はねるように立ち上がって、ボクに鱗うろこの生えた猿さるくらいワケ分からない生き物を見るような目を向けてきた。

「じゃあ、俺たちはただの紙切れを銀貨何枚もで売ったのか!?　詐さ欺ぎじゃないか！」

「いやいや、売ったんじゃない。預かり証を発行したんだ。銀を預かって、証書を出しただけ。詐さ欺ぎじゃないよ。里に銀を送らないとって言うなら、ここにあるじゃん。これから送れば？」

　足で銀貨の袋ふくろを持ち上げると、ダリオスは顔を手で覆おおって天を仰あおいだ。

「いまは存在しない銀を売ったってことだろ！」

「〝すでに預けてある〟とはひと言も言ってないからセーフ」

「騙だまされた……騙だまされて詐さ欺ぎの片棒を担かついでしまった……」

「いまさらそんな悩なやむなよう。たぶんまだ何人か同じ目的の商人が来るんだから、いちいち良心チクチクしてたら身が持たないぞ☆」

　ボクの宣言に、ダリオスはぎらりと睨にらんできた。ひえっ、なんだ？

「……アイシア」

「んん？」

「詐さ欺ぎをするのは、この際だ、もう仕方ない。うちの領地で売れるものなんて本当に無いからな。俺の信用を勝手に売ってくれたのも？　……し、仕方ないって言ってやる。

　アイシアはきっと、受け取った銀よりたくさんの価値を商人に返せる算段が、あるんだろ？　あるんだよな？」

「えと、うん。そのつもりだけど……」

　ボクがたじたじしつつうなずくと、弟おとうと弟で子しはずいっとボクに顔を近づけて、言った。キレかけの雰ふん囲い気きで。

「ただし──もしも失敗したら、これからは俺のことを〝お兄様〟と敬って呼べよ」

　は？

「はァ──!?　死んでもヤなんですけど──!?」

「人の信用を勝手に売り物にしたんだから、そっちは尊厳くらい賭かけろ！　それとも、自信が無いかぁあ？」

　かちんときた。

「それはボクに対する挑ちよう戦せんだな？　いーよ、いーよやってやる。やりますぅー。ならこれから何人来てもそっちも付き合うよね？　どっちにしろいまさら引っ込みつかないけどねー！」

　くそっ、こんなところで長年のどっちが上でしょう対決の雌し雄ゆうを決することになるとは！

「よし、ならやってやる。何度でも良心を痛めてやるよ」

　ダリオスが悲痛な顔でそんなことを言った。預かり証を金持ち商人どもに売りつける覚かく悟ごを完かん了りようしたらしい。

　そんなダリオスの覚かく悟ごの甲か斐いもあってか、さらにやって来た金持ち商人たちは、最初のひとりよりもさらに多くのお金を預けていった。










「ところで……銀器を作る職人のアテは、あるのか？」

「無いよ？　これから里に相談する」

　幼おさな馴な染じみは眉み間けんに皺しわを寄せた。わあ、頭抱かかえてるう。

「あの銀器、ママがボクに作ってくれた子ども用の食器だよ。いやー、さすがママ。みんな疑わないね。さすママ」

「あれで家庭用の細工なのか……？」

「そうじゃなかったら歪ゆがみ直なおしの魔ま法ほうとか、わざわざ掛かけないよ。作法にうるさいエルフが、食器を床ゆかに落とす前提で作るわけないし。歪ゆがんだら作った職人のところに持ち込めばいいし」

「ああ……エルフらしいな……」

「リリステラママは細かい工芸が得意で、三〇年くらい趣しゆ味みで作ってるからねー。見る目が無いと見分けられないよ。人間ごときじゃまず無理☆」

「……リリステラさんにでもいいから、これと同じのを作ってもらってくれよ。いますぐ。これから少しずつでいいから」

「やだなあ。ちゃんと職人にお願いするって。大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。たぶん説得に二年くらいかかるけどなんとかなるでしょ」




　　　　　　　▽




　その昔、金細工師は金と同等の価値を持つ物を作り出した。

　当時の金きん匠しようは金を預かると預かり証書を発行したが、信しん頼らいのおける金きん匠しようが出した証書は、それがそのまま金の価値で取引されたのである。

　やがて金きん匠しようは保持する金の価値以上の証書を発行するようになり、信用創造の機能を持つに至ったという。

　つまり、これは原始的な──「銀行」の始まりである。











第五章　「狼おおかみ」と呼ばれたかったニュートンだが実はカモだった









　ウッドフェローズの町は、わずかだが様子が変わっていた。

　大した町ではない。海に面した砦とりでに村がくっついたような、簡素な町だ。それでも、普ふ段だんなら暇ひまを持て余した若者が、仕事はないかとあちこちに歩き回っている頃ころ合あいだ。

　しかし、そんな若者は今はいない。むしろあちらこちらで、人手が足りないと親方たちが嘆なげいている。

　理由は簡単で、減った物を大おお慌あわてで補ほ充じゆうしているからだ。

　普ふ段だんなら、物ばかりあっても意味は無い。歩いて山やま越ごえをする行商人が、麦や鉄を魚や毛皮と交こう換かんする程度の取引しかない。寂さびれた物ぶつ々ぶつ交こう換かんくらいが関の山なのだ。

　であったのに、最近になってなぜか立て続けに、荷馬車に商品を満まん載さいして持ち込んでくる商人が来た。

　泡あわを食ったものの、ウッドフェローズの商人は喜んで大おお商あきないを成立させた。不足しがちな麦で倉庫をいっぱいにして、鉄や香こう辛しん料りようもたっぷりと手元に置いた。

　しかし、これからいつもの行商人も来るのだ。彼らの持ち込む麦を、断るわけにはいかない。来年から来てくれなくなる。いつもの品を大商人に売うり払はらったぶん、補ほ充じゆうしなければ。

　大おお慌あわてで毛皮や織おり物もの・工芸品・他の売り物になるあらゆる物の補ほ充じゆうに走る。織おり物ものや染め物の職人たちや周辺の集落にも、報しらせを走らせた。追加生産のために必要になるものは、大商人たちとの取引で得た利益で、商会が都合している。

　もちろん、そうした連れん絡らくの役目を請うけ負おった若者も仕事と収入をもらって、その日の食くい扶ぶ持ちに困らなくなる。大きな網あみや舟ふねを商会が借金してまで工面して漁師に貸し出し、いつもより追加の漁に出られる。もちろん舟ふねの働き手は歓かん迎げいで、獲とれる魚も増えた。

　そんな変化を、なんだか忙いそがしくなったな、と住民たちは肌はだで感じ取っていた。

　人々の間で、物が回る。仕事が増える。それは物ぶつ々ぶつ交こう換かんが取引の主である辺地で──経済が、回り始めたということである。




　　　　　　　◯




「おかしいではないか！　儂わしの商会以外ではあんなにも儲もうけが増えておるというのに、なぜ儂わしだけが〝微び増ぞう〟程度でしかないのだ！」

「そ、そう言われましてもノルトーク様っ。訪おとずれた大おお店だなの商人たちは、どういうわけかノルトーク商会だけは誰だれひとり立ち寄らず……」

「ふふふふざけるな！　どうしてこの町でいちばん大きいこの商会を避さけるというのだ！」

「か、皆かい目もく、見当もつきませんで……」

　部下に怒いかりをぶつけるノルトークの姿がそこにあった。

　大商人たちが訪おとずれ、ハッタリの為ためとはいえ荷馬車に商品を山と積んでやってきた彼らが、もちろん空の荷車など牽ひいて帰るはずもない。空いた荷車に特産品を買い集め、復路でも商売ができるようにするのは商人の性さがだ。

　ウッドフェローズの商会は、降ふって湧わいた大取引にどこも大おお忙いそがしだった。しかし、ノルトークの商会だけはその恩おん恵けいに与あずかれていない。

　理由は明白。その大商人たちにエルフの儲もうけ話ばなしを漏もらしたのは行商人たちであり、行商人にエルフと取引をするなと念入りに圧力をかけたのが、ノルトークだったからだ。

　その敵対関係もまた、大商人たちへのご注進として、行商人たちはきちんと伝えている。だって彼らは、大商人たちへ良いい顔をしたいのだから。

　かくして、ノルトークの商会に回ってくるのは、他の商会が余らせた仕事くらいだった。他の店が忙いそがしくしているのに自分だけ閑かん古こ鳥どりという、経営者ならばもっとも歯がゆい状じよう況きように、ノルトークは激げき怒どしていた。

「あの小こ娘むすめと若造め、いきなりこんな真ま似ねをするとは、許せん！　儂わしがこの町の商人を掌しよう握あくしておるのに、いきなり外地の大商人が来るだと？　どうにもならぬではないか！」

「い、いちおう、他の商会になにか仕事をもらえるか聞いてみますか……？」

「そんなみっともないことを、この儂わしができるかあっ!!」

「ひいっ！」

　部下に手近な物を投げつけて八つ当たりして、ノルトークは鼻息も荒あらく歯を食いしばった。

「損を……損をしたわけでも、財産を失ったわけでもないのだ！　奴やつらは儂わしの邪じや魔まなどできぬ！　目め障ざわりではあるが！　ふんっ、外地の商人と少しばかり取引できたところで、商会があるのはこの町なのだ！　他の商会に、エルフと取引せぬように根回ししておけ！　それですぐに立ち行かなくなる！　売る物も無い商会で、いつまで調子に乗っていられるか試ためしてやる!!」

「し、しかし、商会同士の取引まで根回しするとなると、反発もあるかと……」

　度が過ぎている。

　次期当主による強ごう引いんな商会立ち上げへの抵てい抗こうとして、取引を拒こばむように説得していた。それは他の商会も、その時は同調した。行商人への圧力も見み逃のがされた。

　だが、いまや他の商会は多た忙ぼうの中にある。領主一族の口くち利ききが欲ほしい場面があれば、エルフの商会に出向く商人もいるだろう。なにせエルフの商会に行くだけならば、領主館で会談を申し込むよりも、ずっと簡単だ。商人同士のやり取りでいいのだから。

　要するに、忙いそがしくなれば話は変わるということ。商人とは現金な生き物だ。それを押さえ込むことは、可能ではあっても地元商会たちはいい顔をしないだろう。

「うるさい！　すぐに音を上げるに決まっておる！　とっとと行け!!」

「わ、わかりました！」

　しかしノルトークは、権力者として部下にそう命じた。許さないと決めた相手は、力でもって叩たたく。それが権力者に許された特権だからだ。

　商人としての都合は、そこに勘かん案あんされていなかった。ただ怒いかりが、ノルトークにそうさせていた。

「小生意気な小こ娘むすめごときが、儂わしの思おも惑わくから勝手に外れるなど、許せん！　いずれ破産寸前のところで銀器を買かい叩たたき、その体も屈くつ服ぷくさせてやろうとしていたのに！」

　手近な物に当たり散らしながら、ノルトークは怒いかりも露あらわに怒ど鳴なり散ちらしていた。
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　順調に資金を調達したボクは、次の商売を始めようとしていた。

「よっし、元手もあるし、そろそろ次の売り物に取りかかろっか」

「おいこら。預かっただけの銀を、元手として使うつもりなのか？」

　ダリオスが驚おどろいてくれる。なんか楽しくなってきた。むはは。

「あの預かり証は、五年後から有効って書いておいたじゃん？　つまり、五年後までに元の銀があればいいわけだよ」

「……まあ、そうかもしれないが。大だい丈じよう夫ぶか？」

「心配しすーぎー。いまなら！　この金は、自由に使えるんだ！　よ！」

「自由には使っちゃダメだろう。増やさないと、いずれ酷ひどいことになるんだから」

　あっはっは、悩なやんでてウケる。

「まあまあ。なんならあの預かり証、たぶん取引に使われるよ。そうすれば商人の間で〝銀と同じ価値の紙〟がくるくる回り続けるじゃん？　そうなったら──この銀が綺き麗れいさっぱり消えちゃってても、問題無いよ？」

「ん？　なんでそうなるんだ？　俺たちのところに銀が無いと……存在しない銀ができてしまうだろう、それ」

「だから言ってるだろー？　銀だの金だの、金属程度にこだわるんじゃあないよ！　つまりこれは──信しん仰こうだよ！　『これには価値がある』っていう信しん仰こうを造ればいいんだ！　よ！」

　金きん匠しようが発行する預かり証が、金と同じ価値を持つ。預かり証は手形と同じ、渡わたす相手に金を約束する紙切れだ。

　たとえば一年後に銀貨一〇〇枚に相当する金の預かり証を発行する。この預かり証を、銀行でいますぐ銀貨九〇枚の引ひき換かえ券けんと交こう換かんしてもらう。この交こう換かんを割引という。割り引かれた分の差額銀貨一〇枚は、一年の利息に相当する。一年後じゃないと預かり証の振ふり出だし先さきで銀貨一〇〇枚と交こう換かんしてもらえないからだ。ただし引ひき換かえ券けんは、いつでも銀貨と交こう換かんしてもらえる。

　さて、ここで必ず持っておかないといけない銀貨は、最大でも九〇枚だ。一〇枚は一年間どこへやってもいい。だって一年後に一〇〇枚が揃そろってれば、文句は言われないし。

　同じ操作を一〇回やると、なんと銀貨一〇〇枚が自由になる。わーお。

　そして引ひき換かえ券けんが銀行券と名付けられた。しかし、銀貨が動かないままに、銀行券だけは動き続ける。やがて人々は思う──この銀行券とかいう紙、実質銀貨なのでは？　それが通貨だ。

「……アイシアと話してると、俺がなにか、巨きよ大だいな噓うそに巻き込まれていく気がする」

「でゅふふ」

　巨きよ大だいな噓うそ、とは本質を突ついてくる。

　いかにも、ボクがやろうとしてるのはバブルを起こすこと──泡ほう沫まつを膨ふくらませて、人々を浮うかれさせることだし。

「ねえねえ、ダリオス。町で麦とか釘くぎとかさー、普ふ段だんなら不足する物が、そろそろ余ってるんじゃない？　じゃない？」

「なんでそんなこと分かるんだ？」

「市し壁へきで税を徴ちよう収しゆうしてるよね。物納させてるから、持ち込んだ量は簡単に分かる。全体に流通してる量は、過去の帳ちよう簿ぼも漁あさって、妖よう精せい占うらないにかけるだけだよ」

「妖よう精せい占うらないか……」

「めっちゃ便利だよね。自分で筆算する必要が無いって」

　妖よう精せいとは、物に宿る形の無い何かのことだ。意志の群体。純じゆん粋すいな無形の何か。その正体はあまりよく分かっていない。

　魔ま法ほうを使えば交信はできるものの、彼らは常に群れていて、とりとめのない意志だけがある。

　ある意味では、この世界で最も強い種族だとも言われている。まあね、なんにでも宿るうえ形が無いから触さわれないし、魔ま法ほうで散らされたところで、ふわふわ霧む散さんするだけ。

　魔ま法ほうに反応するので、交信はできる。そんな存在に、どこかのエルフが数十年ほど付き合った（暇ひまかよ）ことで、あることが分かった。

　彼らは、計算が得意。というより、娯ご楽らくか生態として計算式を解く。エルフはそれを利用して、計算を任せていた。

　妖よう精せいが宿ったインクを交信の魔ま法ほうを施ほどこした魔法銀ミスリル製せいのペンにつけて、計算式を書く。すると、インクが勝手に動いて、計算結果へと形を変えるのだ。まあ、計算式が消えるので、それは別の紙に普ふ通つうのペンとインクで書いておいた方がいい。

　つまり、妖よう精せい占うらないとは計算のこと。

　滑なめらかなエルフ製の紙だと、調子が良いいのか計算も早いし複雑な式も一いつ瞬しゆんで解いてくれる。ただ、たまに「ながい」「ぶさいく」「うつくしくない」「しんぷるいずべすと」「かわき」「ねことわかいせよ」みたいな文句もついでに書いてくる。

　まあとにかく、長い間研究されたものの、妖よう精せいが何者なのかは、エルフにも分かってない。

「そういえば、アイシアの妖よう精せい占うらないはレイドラ師し匠しようにも負けないって、リリステラさんが言ってたっけ」

「へっ、ボクだってこれだけは一〇〇年くらいやってるもんね」

「エルフ単位で言うなよ……」

「いやガチガチのガチだよ」

　天体の軌き道どうや回転流体の表面の形など、様々な自し然ぜん哲てつ学がくを数学的に力学の体系として読み解くことや、流率法はニュートンボクが確立させたのだ。

　ライプニッツは盗とう作さく！　盗とう作さくだからな！　ボクが先だったから！　思いついてたのはボクが先だったのに出版がライプニッツが先だっただけで！　微び分ぶん積せき分ぶん学がくって言ってもボクの流率法の原げん稿こうをアイツが盗ぬすみ見みたんだ！　パクリじゃ！　あいつはワシのパクリじゃあ！

　いやまあ、妖よう精せいとかいうワケ分からん連中が、級数の展開を書いたらあっさり答えを出してきたのはほんとアレだけど。おかしいけど。「ほう」「うける」「ありよりのおあり」「ていらーてんかい」「おもち」「もふもふにしてやる」「いいね！」ってお前らそんなあっさりか。テイラーってブルック・テイラーのことかな？　なんで知ってるんだこいつら。

「とにかく、物が余ればようやくカネの出番が来るんだ。チャンスを逃のがさずがっつりいこうよ」

「どうして物が余ると、カネの出番なんだ？」

　ダリオスが首を傾かしげる。

「簡単な話だよ？　ある年に畑が豊作でやったー！　ってなるじゃん？　でもそれが一人じゃ食べきれないやってなる。んで、それを不作の年まで取っておきたーい！　って、どうする？」

「不作の年まで？　それは……まあ、無理だよ。いつ不作になるのかも分からないし、作物はどうやったって腐くさる。何年も保存することはできない」

「そだね。だから、友だちのお腹に保存するのはどうよ？」

　ぺしん、とお腹なかを叩たたきながら言う。幼おさな馴な染じみは思案顔でお腹なかに視線を飛ばしてきた。

「友だちの、お腹なか……？」

「今年はあんまり畑ダメだったなーって友だちに、余った麦をあげるんだよ。ボクが困った時は助けてねーって約束して。それがお腹なか保ほ存ぞん法ほう」

「なるほど」

「でも、口約束だとどれだけあげたのか、証しよう拠こが無いよね？　だから、契けい約やく書しよを作るんだ。このくらいの量をあげましたよー、ってね。紙に書いたらお互たがい安心。

　それを、友だちだけじゃなくて、ぜんぜん見知らぬ人まで通用する契けい約やく書しよにする。──それが、お金の生まれ方だよ。だから、物が余るとお金が必要になる」

「…………ああ、そこに繫つながるのか！　なんの話かと思った」

「最初っからその話しかしてない！　よ！」

　いー、って歯を食いしばって威い嚇かくする。ちゃんと話聞いてんのか？　ああ？

「余った分の作物を売って金にする。足りなくなった時に誰だれかから買う。ってことだな？　見ず知らずの他人にまで通用する契けい約やく書しよが通貨であり、それを人が求める理由だって」

「いやいまボクがそれ言ったじゃん」

「いまの言い方で分かるのは、エルフ社会だけだ」

　……そうかな？　エルフの話は分かりにくいってよく言われるから、そうなのかも。

「人間ってほんと短気だなー」

「アイシアも半分人間だろ」

「ボクは育ちがエルフだもんねー！　らぶりー、ぴゅありー、えるふりー！☆」

　きゅぴんっ。とびきり可か愛わいい顔芸で言うと、ダリオスが半目でため息を吐ついた。ちっ、ノリが悪い男だぜー。

「とにかくとにかく？　いまは町で貨か幣へい不ぶ足そくが起きてるはず。供給するならいまがちゃーんす……だけど、それやると貯ため込こむだけなんだよね、このタイミング」

「アイシアの説明を聞けば……みんな貯ため込こむだろうな、というのは思う。あの商人たちが来たせいで、一時的に麦が増えた、というだけなんだから」

　降ふって湧わいた幸運に景気良く遊んじゃおうという考えは、貧しい生活を続けていた者ほど持ちにくい。

「ま……貯ため込こむのが好きな人でも遊びたくなる遊びが、世の中にはあるもんね。でゅふふ」

「無茶はするんじゃないぞ？　いや、してもいいけれど、俺の手の届く範はん囲いにいてくれ」

　一いつ緒しよに川で遊んでる時から、言われることが変わってない気がする。ま、いっか☆　だったら言い返すことも同じだ。

「そっちがちゃんとついてこい！　よ！」
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「エルフフェアー商会？」

「ほだ。領主様の肝きもいりで新しくできた商会だがや」

　漁師たちの屯たむろする酒場で、うろんな話が出回っていた。

「ほいで、聞いたことあるやろ？　領主様はエルフの里から嫁よめを取ろうとしとるって。そいでできたんだと思うわ」

「そんなことあらすか？　噂うわさやろ？」

「狭せまい町だもんで、砦とりでに出入りしとる奴やつからすぐ聞けるわ。あれだら、この前エルフ連れて来とったし」

　微び妙みように違ちがうが、当たらずとも遠からずというところだった。

　連れて来たのは半人間で前世の記き憶おくがあって自じ称しよう一〇〇歳の元ジジイ少女というのは、さすがに噂うわさとして出回らない。複雑すぎる。

「で、その商会で売っとったんか、それが」

「まあな。知っとるか？　宝くじ」

　手元にある紙の束をこれ見よがしに広げて、ぐふふと笑う。

「まー、うん。聞いたことはあるわ」

「決まった量の麦か銀だけやけど、この番号の書いてある札と交こう換かんしてくれるんだわ。で、一等が当たったら……なんと、土地がもらえるんやって！」

「土地ぃ？　噓うそやろ？」

「土地そのものやないけど、なんかな、土地が買える紙し幣へいっちゅーのがもらえるんよ」

「いやいや土地が買えるて……そんなん、領主様の特権やろ。ないない」

「あるんやって！　領主様が認めとったわ！　なんでも、耕すなら独立農民として税は取るけど、土地は自分のもんにできるって！」

「ほんまに？　でも、土地なんて買うかぁ？」

「土地以外も買わしてくれるって。食い物とか。エルフフェアー商会が仲ちゆう介かいできるならなんでもって」

「ほお、領主様が仲ちゆう介かいできるなら、っちゅうことか？　それならええかもしれんけど……なんでそんなもんが急に」

「そらエルフが来たからやろ」

「……まあ、エルフが来たからやろな」

「最近、商人が山ほど来とったし、いよいよ開かい拓たくが進むんやろ。そしたら、その土地なんて耕すこともせんでえーわ。そのまま商人に売ったればええんや！」

　漁師がどんどんヒートアップしていくと、そこへ別の漁師が割り込んだ。

「お前それ、あの商会で聞いたことやろが！　なにを偉えらそうに、自分で思いついたみたいに」

「ええやろが！　とにかく、この宝くじの一等が当たったら俺は新しい船を買うで！」

「当たるわけないやろ！」

「お前も買っとったくせに！」

「だから俺が当てるんや！　俺はその土地で酒場建てるわ！　お前らから搾しぼり取とったる！」

「お前みたいなやつの店に誰だれが行くか！」

「一等が当たったら俺はとっとくで」「俺は息むす子こにやるわ。そんで耕して畑にしたら、魚が取れん時でも安心やろが」「俺はもっと宝くじ買う」「俺は──」「俺は──」「俺は──」

　宝くじ。

　突とつ然ぜん作られたＥＦＣエルフフエアー商会の刻印が打たれたそのくじ札は、当たれば一いつ攫かく千せん金きんの夢の架かけ橋はし。

　偶然にも麦が容易に手に入る幸運が訪おとずれたばかりの町に現れたその商品は、瞬またたく間まに町民たちの注目を集めていた。

　もらえるのが土地ではなく、それを買う為ための〝紙し幣へい〟であるという違い和わ感かんはある。しかし、彼らは〝経験〟に学ぶ。

　麦を紙でできたくじと換かえたのだから、紙を土地にも交こう換かんできる。できるのだろうという経験で、上うわ塗ぬりされていた。

　一等が当たらなくても、二等や三等でもそれなりに紙し幣へいはもらえる。土地は買えないくらいの枚数だけど、払はらった麦よりは多い。

　なんでも、宝くじは一回だけでは終わらないらしいし、次は紙し幣へいでもくじを買えると言われた。なら、もっと紙幣を集めよう。




　──紙し幣へいと土地という価値が、ウッドフェローズの住民たちに刷すり込こまれていた。
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　土と地ち兌だ換かん紙し幣へい。それはジョン・ローがスコットランドで提唱したものに、よく似ていた。

　しかしジョン・ローばかりが稀き代たいの詐さ欺ぎ師しではない。国こつ家か的てき詐さ欺ぎ師しはさらにもうひとり、ニュートンのいた時代に生まれていた。

　投機資金が国外へ流れることを危き惧ぐしたイングランド政府に働きかけ、政府側の協力者と共に「南海会社」を設立した男がいる。

　それがジョン・ブラントである。

　一七一一年、ブラントは政府から植民地との貿ぼう易えき独どく占せん権けんを与あたえられた南海会社を設立し、株式を発行する。

　しかし、会社は貿易では収益が上げられず、すぐに破は綻たんしかけた。そこでブラントが国民に売りつけたのが、富くじ──今で言う宝くじだ。

　南海会社は富くじによって金きん融ゆう機き関かんとして成功を収め、一七一九年に総額一七〇万ポンドの年ねん金きん型がた国こく債さいを引き受け、自社株式に転てん換かんした。

　そして国こく債さいを引き受けた会社が破は綻たんした時、株式を持っていたイングランド国民はすべて大損した。それが『南なん海かい泡ほう沫まつ事じ件けん』。──泡沫バブル経けい済ざいの語源である。

　それはジョン・ブラントには破は滅めつへの下り坂であったが、イングランド政府にとっては国こく債さいの借金を大いに減らす一手だったという。

　南なん海かい泡ほう沫まつ事じ件けんではグレートブリテン王国イギリスすべてが大損した。その中で、アイザック・ニュートンもまたすさまじい損害を受けたひとりであった。

　ニュートンの損害額は、二万ポンド以上にもなる。それは当時の日ひ雇やとい労働者の平均年収が一五ポンドの時代に、である。自営農民でも五〇ポンド。高こう級きゆう官かん僚りようでも二八〇ポンド。貿易商ですら、年収四〇〇ポンド。

　つまりニュートンは──貿易商の収入五〇年分以上の資産が吹ふっ飛とんだのだ。株で。
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　ティンダリオスにとって、アイシアは生意気な妹みたいなものである。生意気の上に〝くそ〟をつけてもいい。

「でゅふふふ、田舎いなか者ものほどギャンブルへの耐たい性せいが低いんだ。前世で二万ポンド溶とかしたボクが言うんだから間ま違ちがいないんだよ!!!!　絶対当たると思ってたぜひゃっはー！」

「俺はだんだん、自分が悪徳領主になってる気がする……」

　麦の袋ふくろを積み上げた倉庫で高笑いする上じよう機き嫌げんなアイシアの姿は、異母妹サフイヤフアテイと比べればもう雲うん泥でいの差さと言っていい。ただ、その笑い声はちょっと悲痛で泣いてるのか笑ってるのか怪あやしくもあった。

　町の住民たちを宝くじという公営ギャンブルに熱中させて、麦や鉄など大商人たちが町に持ち込んだ物や、偶ぐう然ぜん獲とれた大物の毛皮などを回収。同時に、宝くじで当たった紙し幣へいでそれを再分配させる。

　紙し幣へいという新しい通貨を知らしめると同時に、他の商人を介かいさずに物流の中間点という商会の役割を得てしまったということだ。

「よーし、今日は店じまいするか。ダリオス、また明日ねー」

「ああ」

　うなずいて見送ろうとして、ふと偽にせエルフが手に持っているものに気付く。

「アイシア」

「んあ？　なに？」

「もうあの子たちのところに食べ物を送らなくていいぞ。様子を見に行ったら仕事も食べ物もちゃんとあったし、子どもだけで森に行かないって改めて約束してくれたから」

　ぴたり、と動きを止めたアイシアの手には、麦の袋ふくろがある。

「……いやこれはべつに。あの子たちってだれ。これ自分で食べようかなって思っただけだし」

「ノルトークたちに捕つかまってた町の子どもたちだよ。分かってるだろ」

「あ、あー、あの子たちねー。ほーん、見に行ったんだ」

　目をそらして気のない返事をするアイシアに、ダリオスは続ける。

「ああ、見に行った。そしたら、謎なぞの誰だれかが食べ物を届けてくれるって言っててな。……最近ずっと眠ねむそうにしてたの、町を抜ぬけ出だして森で収しゆう穫かくしてたせいだろ。昼の仕事終わってからじゃ、大変だっただろ？」

　腹を空かせた子どもが、森に立ち入るのを止められない。──なら、腹が空かなければいい。シンプルな解決策ではある。それはたとえば森で狩かりや採集をするエルフならできるし、人知れず家の中に放り投げるとかも、まあやれないことはない。

「自分のぶんのついでだし。どうせすぐボクの事業が成功するから短い間って思ってたし」

　ぽいっと麦の袋ふくろを手放すアイシア。それはもう認めたようなものだ。たとえ、顔は不ふ機き嫌げんそうにしていても。

「ありがとう」

「ふん、うるさいなママなら放っておかないよなって思っちゃっただけだよ！」

　ずかずかと立ち去っていくアイシアの後ろ姿に、ダリオスはやれやれと首を振ふる。ジジイを名乗るだけあって、自分の思いどおりにいかなかったらすぐ拗すねる。困ったやつだ。

「詐さ欺ぎでもなんでも、相棒がアイシアなら悪いことにはならないと思ってる！　兄としてなー」

「姉あね弟で子しのプライバシー探さぐるなへんたい弟おとうと弟で子しー！」

　ティンダリオスにとっては生意気な妹みたいなもので、生意気の上に〝くそ〟をつけてもいい。──けど、良いいところもある。そう思っている。











第六章　フェアな売り物









　エルフフェアー商会の設立は、かなり急きゆう拵ごしらえのものだった。使われなくなっていた商会の建物はそのままで、看板をすげ替かえただけである。

　一階部分の脇わきには馬車が停とめられるスペースがあり、その奥に倉庫がある。荷に揚あげ場ばがあるような大きな店だったのだ。かつてそれだけの資力がある商人が投資をして、そして見切りをつけて立ち去った。その遺物だ。

　ひとまず通りに面した一階の前面だけを取とり繕つくろって看板を掲かかげ、露ろ店てんみたいな露ろ台だいでくじを売っていたのが、つい最近のことだ。

「景観がいまいち。そう思わない、マイラさん？」

「え、はあ」

　そんな建物を外から見上げる少女と、私は一いつ緒しよに立っている。私がスヴァーラング家に仕える祖父を持っていて、このアイシアという少女が人手を求めたからだ。

「レイドラ師し匠しようはぎりぎり黙だまっててくれそう。でも普ふ通つうのエルフが見たら噴ふん飯ぱんものだね。いますぐ火をつけて建て直した方がマシ、とか言いそう」

「そ、そうなんですか？」

　エルフ流のジョークなのか、それとも本気なのか、いまひとつ判別できずに曖あい昧まいにうなずく。壁かべや扉とびらに穴がちらほらと見えているとはいえ、塞ふさげば風雨をしのぐには十分だし、なにより倉庫つきの商店ほど大きな建物は、この町に数えるほどしかないのに。

「せめてレンガ造りなら、最低限くらいの見み栄ばえになったんだけどなー。これじゃあ、まだママに見せらんないよ」

「あはは」

「あれ、ボクなんか変なこと言った？　マイラさん」

「す、すみません」

　今度こそジョークだと思って笑ったら、本気だった。頭を抱かかえたい気分をぐっと堪こらえる。

　この自分よりも小さなエルフ育ちの半人間の少女が、商人を何十年もやってようやく叶かなうかどうかという商会長を名乗るのは、人間流に言えば──悪い冗じよう談だんだ。

　エルフの里にいる、領主様と同じ年とし頃ごろの女の子の話は聞いたことがある。しかし、実物を見るのは初めてだった。こんなにも綺き麗れいで、そして不可解な生き物だとは思っていなかった。

　エルフというのは、みんなこういうものなのだろうか。

　スヴァーラング家がエルフの里と姻いん戚せきを結ぼうとしているのは、噂うわさで広まっていた。小さな町だ。そういう話は数人の家臣団からでも、容易に漏もれてしまう。

　だから当初は、このエルフ然とした少女が花はな嫁よめなのかと噂うわさされた。

　しかし、領主様の説明によると花はな嫁よめは別にいて、この少女は里に出かけると遊び相手になってくれた幼おさな馴な染じみで、エルフの文化に慣れる為ために迎むかえたという。

　そんなことが必要なのだろうか、と思いつつも家臣団は話を受うけ容いれた。

　結論から言って、必要だったと思う。人間の言葉で喋しやべっているのに、アイシアの言っていることが半分くらい分からない。エルフがみんなこうで、花はな嫁よめがいきなり来てあれこれ言い出したら、使用人は大パニックになったことだろう。

「レンガ造りなんて、もっと大きな町の公会堂とかの話ですよね。ウッドフェローズでは、石造りの領主様の砦とりでが、いちばん立派ですよ」

「あれはダメ。見た目がばっちい」

「ま、まあ古いですからね……」

　こんな物言いをする女主人を戴いただくことを想像すると、正直なところ、ぞっとする。

　これがただの我わが儘ままな愚ぐ痴ちであれば、はいはいとうなずいているだけでいい。でも、このアイシアというエルフは違ちがう。

「ふぅむ、やっぱ次はインフラかなー。早いかな？　建築は人が集まりやすいけどなー」

　ひとり言を言いながらなにかをメモして、商会の中に入っていった。

　マイラはその姿を見送って、ふっと息を吐はく。あの半人間エルフは、まだまだなにかをやるつもりらしい。

　アイシアというエルフは……なにかを不満に思って口にしたら、それを改革するために動く。それが怖こわい。

「マイラ、マイラ。どうだ、エルフ様は？」

　そっと駆かけ寄よってきてそう聞いてくるのは、マイラの父だ。スヴァーラング家の直じき臣しんの一人。そんな父に振ふり向むいて、首を横に振ふるしかない。

「まだまだ、ぜんぜんいろいろやる気みたい。今度は建物に納なつ得とくがいかないみたいで。……はあ、お祖じ父い様さま、大だい丈じよう夫ぶかしら」

「父のことも心配してくれ、マイラよ」

「もう心配しないといけないほど、歳としを取ったの？」

「心臓はまだ無事だが、近ちか頃ごろは胃が痛くなりそうなのだ」

　アイシアが来てから、領内は変化の連続だ。ひとつひとつ、年に一回なら、自分も戸と惑まどいつつ喜んだかもしれない。

　しかし、現実は玉たま突つき事故のように連れん鎖さして起きている。

　家臣団たちは目まぐるしく巻き起こる町の変化に、寄り合いに行くたびに説明を求められて困こん惑わくしている。

　なにしろ、家臣団にもなにが起きているのか分からないのだ。

　次期当主たるダリオス様は、こう説明している。「エルフの知ち恵えで領内に恵めぐみをもたらしている」と。恵めぐみとは、こんなにも忙せわしないものだったのか。

「とにかく、目を離はなさないようにするのだぞ。なにか危ない儀ぎ式しきや魔ま法ほうを使いそうだったら、すぐに報しらせるように」

「はいはい、お父様」

「頼たのんだぞ。頼たのんだからな」

　言い置いて、父は去っていった。

　祖父や父の気持ちは分かる。長年ずっと、同じような日々のくり返しをしていた。昨日のような明日が来ると思っていた。

　なのに、あの半人間エルフが来てからというもの、人が足りない、物が足りない、かと思えば手も足りない。今度は紙し幣へい？　なにそれ？

　あちらこちらで、去年と同じような仕事ではまったく間に合わないことが増えている。

　次はいったい何が起きるのだろうか。戦せん々せん恐きよう々きようとするのは、まあ分からなくもない。

　ただ、

（「麦が足りない」って言う人はいなくなったのよね）

　麦ばかりではない。鉄てつ釘くぎや鍋なべ釜かま、石を切り出す道具。それら辺境の町に必要な様々な品を、訪おとずれる商人たちはきっちり見み抜ぬいて持ってきた。

　道ばたを元気に走る子どもたちがいる。いつもなら、空腹に耐たえかねて森の中を走っていた子たちだ。狼おおかみや魔ま獣じゆうがいる危険な森で、少しでも口に入るものを探す為ために。

　マイラは改めて建物を見た。エルフフェアー商会、の看板がそこにある。壁かべや扉とびらの穴が油紙で塞ふさいであるだけの、ボロボロの佇たたずまいを。

　この中にあの美しいエルフがいるかと思うと、

「……うーん、壁かべ板いたの張はり替かえくらい、した方が良さそうよね」

　なんだか、これはエルフらしくない。

　自分の中でも、そんな思いがこみ上げてくるのだった。
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「インフラ工事がしたいと思わない？」

「また無茶を言い始める」

　ボクの提案に、ダリオスが肩かたをすくめた。

「そんな金があると思うか？」

「金は作れるようにしたでしょ」

「ぜんぜん足りないだろ。木材も無いし」

　漁船しかいない桟さん橋ばしを、交易船の停とまれる港へ。穴だらけの市し壁へきを、頑がん丈じように。街かい道どうをもっと歩きやすく大きなものに。

　そういった社会基盤インフラストラクチヤー設せつ備びの工事は、領主にとっては税を取るための公共事業だ。

　橋を作れば通行税を取り、市し壁へきを作れば関税を取る。街かい道どうの警備は安全税を徴ちよう収しゆうするし、町民には当然のことながら住民税を徴ちよう収しゆうする。

　そしてもちろんながら、最初は赤字だ。何年もかけて使用税を徴ちよう収しゆうし続けて、ようやく黒字になる。やつもある。

　木材や石材は森から切り出せばいいと思うじゃん？　だけど木って選別して乾かん燥そうさせる時間が必要だから、切っていきなり使えるわけでもないし、切り出し用の人手まで同時に集めるとなると、自給自足でやってたウッドフェローズに新しい物流が必要になる。

　そして、その物流には紙し幣へいが使えない。銀貨を使うことになる。だって外から買い物をするには、領地内で通用するだけの紙し幣へいではいけないからだ。要するに外貨がいる。

　外貨は足りていない。だから、ダリオスが渋しぶい顔をするのは正しい。

「いまはとにかく倉庫を食料やら特産品やらでいっぱいにするのを優先して、それが終わって農作業も一段落ついてから、手の空いてる時間だけ工事をする。それじゃダメなのか？」

　とても悠ゆう長ちようなことを提案してくる弟おとうと弟で子しに、ボクは首を横に振ふった。

「ダメだね。ダメダメだね。ボクらには時間が足りない」

「なんの時間？」

「銀の払はらい戻もどしまでの時間」

　ダリオスは苦しげに天を仰あおいだ。

「……それがあったな」

「ボクの計算だと、まっとうに町の拡張工事してたら間に合わないかなって」

「そうだった。この町に余よ裕ゆうができたのは、詐さ欺ぎのおかげだった」

「ボク以外に聞かれたら怒おこられるぞ☆」

　やーい、って指を差したらため息吐つかれた。

「選せん択たく肢しは無いわけだ。それで？」

「大通りをざっと見てきた。建物がボロい。あと数が足りない。商店とか工こう房ぼうとかもっとほしい。設備は後付けで買った人にやってもらうとして──物件たくさん作ろ？」

「なにをするために？」

「えあ？　売るためだよダリオス。ボクたちが作ってる金が、なにと交こう換かんできるってふれこみしたか忘れたの？　だめじゃん？　土地建物と交こう換かんでしょ。だったら売り物がないとね」

「ああ、町の人たちが働いてるのと基本は同じなのか」

　商売の基本はいつだってシンプルだ。物を作る。そして売る。

「……もし、工事のために大工を集めるとして、なにが足りないんだ？」

「あ？　ボクが調べるの？」

「こっちは傭よう兵へいあがりのスヴァーラングだ。商人みたいな算術なんて、できるわけないだろう。うちの懐ふところ事じ情じように詳くわしいのは家臣団のオーギス。で、そのオーギスの娘むすめマイラを手伝いによこせって言ったのは、アイシアだ。

　とっくにうちの倉を覗のぞき見みしたんじゃあないのか？」

「むー。まだちょっとしか覗のぞいてないよう」

　ダリオスも頭が悪いわけじゃないんだよなー。大学に行ってないだけで。

　マイラさんにはいくらか帳面を見せてもらった。イギリスでもそうだったが、実務上の細かな計算を貴族はしない。当主は方針を決定する。それを回すのは執しつ事じたちだった。しかも、そんな帳面が存在していることすら知らない貴族までいた。

「アイシアが考えるインフラ工事をやるとして、いちばん足りないのはなんだ？」

「ま、やっぱり食べ物かな」

「……いま、町にいっぱいあるのに？」

　大商人たちの置おき土産みやげこそ、いま町でいちばん増えた資源だ。その中でも割合としては大麦や野菜など、食料が最多である。

「それは間ま違ちがってない。でも工事となれば作業員は外からたくさん集めないといけないから。町が自給自足してるぶんじゃ、足りないね。それでも一年くらいもつだろうけど、生産力っていう下支えが無いと、不安になってみんな手持ちを隠かくし始はじめるでしょ。それがまずい」

「なるほど、不安か」

　将来的な不安のある中で、人に分わけ与あたえたり売ったりすることができなくなって値ねが吊つり上あがる。需じゆ要ようと供給。貨か幣へいと同じだ。

「畑の大きさに比べて収しゆう穫かく量りようがいまひとつなんだよね。麦が向いてない土地なのか、向いてない麦を育ててるとかかな？」

「まず、小麦は借金の返済で売るためだけの作物だからな……住民の食料にはならない。他の大麦やライ麦とかは、いろいろ試ためしたが、結局どれもそれほど実らない。いちばん多いのは蕎そ麦ばだけど、パンに混ぜて食べるのにも限度がある」

　小麦だけで作られるパンは希少だ。庶しよ民みんや貧しい貴族が毎食食べていいものじゃない。

　たいてい、小麦の他に大麦や燕えん麦ばくや蕎そ麦ばなどなど、粉にして食べられるものはたいてい混ぜて焼いて食べる。この町なら森の中で自生している猫ねこじゃらしみたいなやつとかも食べる。

「知ってる知ってる。蕎そ麦ばはエルフの里でもよく生えてるよ。なんかみんな団子にして食べてたよね。作り方知らないけど」

「お願いだ。絶対作ろうとしないでくれよ」

「……なんかみんなボクにはそう言うんだよねー」

　蕎そ麦ばにはパンの他に、粥かゆにするという方法もある。麦のミルク煮ポリツジみたいなね。その昔、ママのために作ったら涙なみだ目めで食べてくれた。

　ボクの作ったポリッジを師し匠しようは家か畜ちくの餌えさと言い放ち、実際家か畜ちくの餌えさにしたうえ、ボクが二度と竈かまどの前に立てなくなる呪のろいを開発してやると言いながら、髪かみを一ひと房ふさほど刈かり取とっていった。

　ボクの前世イギリスではずっと食べてたんだけど。おかしいな？

「ま、いいや。話戻もどすけどさ、麦は向いてないからもうやめようぜってこと」

「簡単に言ってくれるな。この町で食べる麦を全部外から買ってたら、それこそ金が足りない。外から麦を買うなら、銀貨が必要だろ？」

「まー、そうなんだけどねー」

　ボクは肩かたをすくめる。今はまだ、紙し幣へいは他の土地で流通してない。麦を輸入しようと思ったら特産品との物ぶつ々ぶつ交こう換かんとか、銀貨で払はらえと言われるに決まってる。手元にあるお金は、これから集める作業員を食べさせていけるほど多くない。

「でもさ、ダリオス。ボクは前世では農園主の子どもだったんだ。それでいろいろ、知ったこともあるんだよ」

「土ど豪ごうだったのか？」

「あー、まー、そのへんの説明すると長くなるから置いておくけど」

　ニュートンボクの実家は、農園主だった。

　一六五七年に母の再さい婚こん相手が死去したとき、母はボクに農園を継つがせるために通っていたグランサム・スクールを退学させた。勉学より農業を優先させるために。

　まあそれは失敗して、ニュートンボクは水車を作ったり精せい巧こうな日時計の作製はしたが、農作業はほったらかした。

　誰だれがあんな──いや、それはもういいとして。

「大事なのは、ボクが〝怠なまけ者ものでも育てられる作物〟を知ってるってこと」

「怠なまけ者ものの作物？」

「そ。持ってきてるよ」

　ボクはポケットに入れていた野菜を、ダリオスに向けて投げる。

「おっと、これは……」

　麦が育たない土地でもよく育ち、そして主食となった作物。

　簡単に、そして早く育つので、アイルランド人はそんなものばかり食べるから怠なまけ者ものになったのだ、と言われた。

「芋いもだよ。これなら、どこでもすぐに育つ」

　聖カル籠ルムの森には芋いもの群生地が点在している。現状では、その群生地で採集する野草みたいな扱あつかいだ。

「森に生えてるものを、わざわざ畑で作るのか？」

　たとえすぐそばにあっても、人は固定観念や伝統に縛しばられたままでは、作物でさえ切きり替かえることなどできないのだ。

「森を拓ひらいて作った畑なんだ。森に生えてるものを育てるのがいちばん土と作物の相あい性しようが良いいでしょ？　めちゃめちゃ簡単に育つのは分かってるし」

「怠なまけ者ものでも作れる作物か……畑が簡単に収しゆう穫かくを得られるなら、工事に人手を割さけるかもな」

　思案げに芋いもを見つめるダリオスに、ボクはひとつだけ忠告をした。

「ただし、もしもこの町で文学好きなやつがいたら、食べさせないほうがいい。アイルランド人ジヨナサン・スウイフトみたいになったらたまんないよ」




　　　　　　　▽




　ジョナサン・スウィフト。アイルランド人の司祭で風ふう刺し作さつ家か。『ガリバー旅行記』などの著者である。アイルランドの自由と独立をかき立てるために『ドレイピア公開状』を出版したりもした。

　アイルランドに悪貨が流入しているという申し立てがあり、造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんだったニュートンは銅貨の鑑かん定ていをした。鑑かん定てい結けつ果かは『提出された銅貨はイギリスの定めた正しい銅の含がん有ゆう量りようである』という答えであった。彼が主張するアイルランドに悪貨が流入しているという説は、ニュートンによって否定されたのだ。

　これに腹を立てて、ジョナサン・スウィフトはちょうど執しつ筆ぴつしていたガリバー旅行記の中で、ニュートンをさんざんに風ふう刺しして描えがく。

　ガリバー旅行記の第三篇は『ラピュータ、バルニバービ、ラグナグ、グラブダブドリッブ、そして日本への渡と航こう記き』だ。そのうち日本以外はだいたいニュートンとニュートンが会長を務めた王立協会への皮肉だ。

　ラピュータ帝てい国こくは全市民が科学者で、科学者たちはいつも物思いにふけっていて上の空。まともに話をするには、ひっぱたいてやらねばならない。伝統的な農法をやめて実験的な農法を実現するために、肥ひ沃よくな田園地帯を更さら地ちにして、国土を荒あらしてしまう。などなど。そんな調子で書かれている。

　ちなみに、アイルランドのように収しゆう穫かくが少ない土地こそ、伝統的な農法をいち早く捨てて芋いもの栽さい培ばいに着手していた。それは必要に迫せまられた結果であり、恥はじることではないが。




　　　　　　　○




「あとは、この町にたくさんあるものを売りにして、町の外から人を集めよう」

「この町に、売るほどのなにがある？」

　ダリオスは首を傾かしげる。ボクはへらりと笑えみをこぼした。

「〝自由〟だよ、ダリオス。人が命を賭として勝ち取りたいと願うほどの自由が、この土地には転がってる」




　　　　　　　◯




「ぜんぜん音を上げないではないか！　なぜだ!?　なぜエルフなぞが開いた商会が、まだのさばっておるのだぁ!!」

　ガンガンガン、とノルトークはもはや当たり散らされすぎて傷いたんできた家具をさらに痛めつけていた。

　本来、痛めつけたい相手は口にしたエルフのアイシアという相手なのだが、いまのところノルトークの目もく論ろ見みはすべて失敗していた。

　他の商会に圧力をかけて仕入れを制限し、商売を干ひ上あがらせてから救いの手を差さし伸のべてやる。そういう手はずだった。

　だが、部下の報告はまったく見当外れの策だったことを知らせてくる。

「住民たちが宝くじ目当てに直接エルフの商会に産物を持ち込んで、持ち込まれた産物を紙し幣へいで売りさばいておりまして……。大商人たちがエルフフェアー商会に訪問して取引をしたのは、誰だれにも明白ですから、みな紙し幣へいの価値を疑いませんし……」

　町を賑にぎわせた大商人たちともっとも大口の取引をしたエルフフェアー商会の金庫に、この町のどこよりも銀貨が詰つまっているという想像は誰だれにでもできた。

　おまけに領主様のお墨すみ付つきで、土地の売買に使える紙し幣へいを刷って流通させる。これまでお金のかわりに布や糸など、生せい活かつ必ひつ需じゆ品ひんで取引をやり取りしていた住民たちには、その紙し幣へいは十分に貨か幣へいとして使えるものだった。

　そうした数々の〝信用〟を背景に、エルフフェアー商会の商あきないは順調に増えていた。

「そもそも、なぜ他の商会の奴やつらまで紙し幣へいを取引に使っておるのだ!?」

　エルフの発行する〝紙し幣へい〟は、もはやエルフフェアー商会と住民の間だけでなく、他の商会同士の売り買いにも使われていた。

「の、ノルトーク様の意向はきっちりと周知しております。ですが『物を売るなとは言われたが、買うなとは言われてなかった』とエルフフェアー商会から産物を購こう入にゆうした商会や、エルフフェアー商会ではなくスヴァーラング家から紙し幣へいでのやり取りがあったとかで……」

「な、なななんと卑ひ劣れつな奴やつらだ！　領主一族を抱だき込こんで特権を振ふりかざしおるとは！　商人同士の仁義というものがなっておらんぞ!!」

　ディエナ夫人から買い取った徴ちよう税ぜい権けんを振ふりかざして森を荒あらし回まわっていたことなど、ノルトークの頭には浮うかんでいない。

「では奴やつらはいつになったら儂わしに頭を下げに来るのだ!?」

「その、町の商会からは『もうエルフフェアー商会との取引無しというのは無理そうだ』という話がちらほらと上がっているので、このままではいつまで待っても無理かと……」

「ふふふふざけるなぁ！　儂わしがいったいどれほど便べん宜ぎを図はかってやったと思っておるか！　恩知らずどもめぇ!!」

　これまでなんだかんだ長い付き合いと、手形決済だけでウッドフェローズに取引をもたらしてくれた実績で、ノルトークへの義理立てをしていた商人たちだ。だが、すでにエルフフェアー商会との取引の間口を開きたくてうずうずしているらしい。

　それはノルトークの築いた地位が揺ゆらぎ始はじめているということでもあった。

「どどどうにかしてやらねばならん……！　もはや手段を選んでおる場合ではない……？　手下どもにエルフの寝ねているところを襲おそわせてしまえば!!」

「の、ノルトーク様、そのようなことをすれば、スヴァーラングを敵に回すことになります！」

「うるさい！　そうだ、ディエナ様だ！　あれの娘むすめが世話役として送り込んであるのだろう！　鍵かぎの一つや二つ開けておくようにして──」

「ウガウッ!!」「「ひいいっ!?」」

　唐とう突とつな猟りよう犬けんの声に、商人と手下が縮み上がる。

「あらあら、お話が穏おだやかではありませんわね？　ノックも聞こえていらっしゃらなかったようですから、勝手にお邪じや魔まいたしましたわ」

　艶つやめいた笑えみを浮うかべるディエナ夫人が、戸口にしゃなりともたれかかっていた。その足あし下もとに控ひかえる猟りよう犬けんが、じっと狩人かりゆうどの目で商人たちを見つめている。

「お、おお、来てくださいましたかディエナ様！　エルフどもめが、だんだんとこの町にのさばり始めており申してな！　そこで、少々乱暴だが新たな策に移りたく」

「あらあ、ノルトーク様は、もう地位をお捨てになってどこかへ逃にげ出だしますの？」

「へ？　ど、どういう意味ですかな？」

「乱暴な手立てを取れば、すべてを捨ててこの土地から逃にげるしかない、という意味ですわ。ただ、彼らスヴァーラング家は傭よう兵へい。どこまでも追いかけるでしょうけれども」

「しかしディエナ様！　エルフのやつらを放っておくわけには！　魔ま界かいには我らとつながりのある盗とう賊ぞく団だんが潜ひそんでおるのです！　あやつらが森を拓ひらき続つづければ、奴ど隷れいを売うり渡わたしていた賊ぞくたちが見つかってしまうやもしれぬ！」

　ノルトークの頭にあるのは、これまで綿密に作り上げた自分だけが儲もうかる仕組みと、自分の思おもい描えがいていた大都市での暮らしだけだ。

「心配なさらないでくださいな、ノルトーク様。エルフを始末することなど、いつでも簡単にできますわ」

「お、おおっ！　さすがディエナ様ですなぁ！　ではさっそく──」

「だからこそ、それは最後の手段ですわ。領主様ご不在のいま、次期当主のティンダリオス殿でん下かが事業を行い、失敗する。──それがもっとも上策なのは、ご説明いたしましたとおり」

「そ、それはまあ……。しかしですなあ……」

「万が一にも、ノルトーク様の関かん与よを疑われてはなりませんもの。大だい丈じよう夫ぶ、いずれあのおふたりは、自ら危険に飛び込みますわ。

　その時こそが、私わたくしたちが動く時。まだもう少しだけ、好きにさせましょう」

「ぬぬぬ……なにか秘策がおありなのですな？」

　ノルトークの問いに、ディエナは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「はい、もちろん」

「し、仕方ありますまい。自分から危険な橋を渡わたることもありませぬからな！」

　ノルトークはそう言って自分を納なつ得とくさせた。いまは雌し伏ふくの時。いずれ来る好機を待って、裏からあのエルフを──いや、あの若造の殿でん下かごと、抹まつ殺さつしてやる。

　そう決意したのだった。

　そんな彼に、部下がおずおずと話しかける。

「あ、あの、ノルトーク様。それでは商人たちは……」

「あちらから言ってきたということは、もう抑えが利きかんということなのだ。エルフと商売していても、見て見ぬフリをしてやる他あるまい。ぐぬぅ……！」

　口くち惜おしげにうなりながらも、静観を決意したノルトークにはそう答えるしかなかった。




　　　　　　　◯




　ウッドフェローズから戻もどってきた商人たちが広めた噂うわさが、ここ最近の居酒屋での話題だった。

「なんでもあの町はいま、開かい拓たくの為ために人手を集めててな……組合が無いんだとか」

「組合が無い？　ってことは……」

「ああ、組合への加上入納料金があらへんってことやし……徒と弟ていやらなんやら言われんでも、一人前の職人として働けるっちゅうことや……！」

「そんなんあるわけないやろ!?」

　同業者組合ギルドというのはある程度大きな町なら必ず存在する。

　たとえば鞄かばん職しよく人にん組くみ合あいがあれば、組合の親方にならなければ一人前の職人にはなれない。親方になるには、他のたくさんの親方の承しよう認にんが必要だ。

　ひとつの町の中で職人が増えれば、そのぶん自分の作った商品の売る先が減るからだ。要するにおパ客イの奪うばい合あいである。

　親方同士が結けつ託たくして、商しよう売ばい敵がたきが生まれないようにする。それが同業者組合ギルドの持つ役割である。

　それが無い。などと聞いて色めき立つのは、職人見習いなら当たり前だ。見習いたちにとっては、高くそびえる理り不ふ尽じんの壁かべに他ならないのだから。

「しかも、しかもやで。店を開いても、最初のうちは無税にしてくれるとかで」

「そんな美お味いしい話が!?」「お、おいそれほんまか!?」

　職人仲間たちがざわざわと色めき立って集まってくるほど、それは魅み力りよく的てきな話だった。

「いや、いやでも、ええか。あすこは昔も魔ま界かいを開かい拓たくしようとして、失敗してたやろ」

「魔ま界かい……ああ、魔ま族ぞくが住んでる森かや」

「せやな。そいがあったわ」

「いやでも、いまは町にエルフがいるらしいぜ」

「「「はあ？」」」

「だから、エルフ。すごい刺し繡しゆうの生き地じを売りに出したやつがいてな、そいつがどこから仕入れたのかって噂うわさになってな。それがウッドフェローズにエルフの商会ができたって言ってて」

「エルフが？　店を？」

「そんなんありえるんか!?」

「わからん。でも、生き地じはホンモノっぽかった」

　猫ねこがサーカスをしていた、と言われたような衝しよう撃げきが、男たちに走った。同業者組合ギルドがあるなら、異エ種ル族フに店など許すわけがない。

「ひょっとしたら逆やないんか？　エルフの協力ができたから、開かい拓たくの話が出てきたとか」

「それはあるなあ。魔ま界かいもエルフにとったら庭みたいなもんやろ」

「庭に人間が来て許すか？」

「荒あらされるよりは自分で拓ひらいたほうがええって思うたんかもしれん。ほら、あの辺の森に〝例の畑〟があるって噂うわさ、あるやん」

「あー、あるなあ……」

「なら、もしかして……本当の本当に、あの町でなら店が出せるんじゃないか？」

　人生を変えたいと望む人間がいるとして、その機会が転がっているのかもしれない。

　ウッドフェローズに。




　　　　　　　◯




「そろそろ桟さん橋ばしじゃ追いつかないと思うよ。港を作る計画を立てたほうがいいね」

　ウッドフェローズの桟さん橋ばしは、いまや住民たちの不満の温おん床しようだ。

　なにせ漁船が魚を引ひき揚あげる程度にしか使っていなかった桟さん橋ばしや浜はまに、無理矢理に乗りつけた交易船が来ていたりするのだから。

　監かん督とく役やくをスヴァーラング家から派は遣けんして、船同士の喧けん嘩かを収めさせてもいるが、たまに荒あらっぽい海の男たちは殴なぐり合あいになっているらしい。

　ウッドフェローズにはエルフでさえ店を構えている。大工を募ぼ集しゆうしつつ、そんな話を流して、しかも商人や職人に税の免めん除じよまで約束した。

　その結果、新規出店したいという商人や大工が次々と集まってきたのだ。そんな新しい住人たちはボクの──つまりエルフの姿を見ると、噂うわさが真実だったと喜ぶのがお決まりだ。

　いやまあボクはエルフ育ちの半はん人間ヒユーマンなんだけど。そういう細かいことはあんまり気にしないらしい。

　北の大国は豊かで人も多い。職人余りになっていて、遍へん歴れき職しよく人にんという名の流る浪ろう職しよく人にんがたくさんいた。工こう房ぼうに戻もどったところで親方になれるという保証も無く、かといって今さら別の職に就つくために徒と弟ていをやるには歳としを取り過ぎている。

　そういう職人たちが、こぞってウッドフェローズに押しかけてきた。ここでは誰だれもが一いつ端ぱしの職人を名乗り、仕事をすることができる。

　彼らが同じような境きよう遇ぐうの者に手紙を出し、知ち己きの商人たちに店を構えたと大いに広めていて、職人のみならず商人たちも次々やって来ている。

「いやー、うちの金きん融ゆう業ぎよう務むもじゃんじゃん借り入れが増えてるし。地元の商人たちが急に協力的になってくれたからどうにかなってるけど。

　町の人口が年内に倍くらいになるんじゃないかなって予想してる。もっと喜びなよ」

「治安は悪くなってるだろ！　そのせいで余計にスヴァーラング家は大おお忙いそがしなんだよ！」

　ダリオスが文句を言ってくる。

「いきなり往来が増えたせいで街かい道どうに盗とう賊ぞくがちらほら出るから、スヴァーラング家が職人の護衛に兵士を捻ねん出しゆつするはめになってるぞ。港にも町にも兵士をすでにやってるから、もう隠いん居きよしたはずの爺じいさんまで槍やりを持ち出して、それでもまだ人手不足ってあちこちから言われるんだ」

　全財産を抱かかえて、ウッドフェローズに店を構えようと移住してくる者がいる。

　住めそうな住居はとっくにいっぱいになり、景気の良さを聞きつけた大商人たちがまたも町へ訪おとずれて商店や工こう房ぼうを買いまくった。そのような状態だから、物件を買うために使える紙し幣へいはもはや町での主要通貨になっている。

　修しゆう繕ぜん、改築、増築、そして新建築の話はひっきりなし。

　人がいれば物が要いる。商人たちはあらゆるものをウッドフェローズに持ち込んで、すべて売りさばくことができる。

　が、街かい道どうに盗とう賊ぞくが出しゆつ没ぼつすると、それが途と絶だえてしまう。スヴァーラング家は巡じゆん回かいを増やして対応するしかない。が、兵士が足りてない。

「景気が良いいときはそういうものだよ、ダリオス。そのへんはがんばってもらうしか」

「景気が良いいって言っても、スヴァーラング家の倉庫は相変わらずギリギリだぞ」

「物と金が途と切ぎれないように、入ってくるそばから市中に放出しまくってるからねー」

　消費量と生産高がまだつり合わないのだ。投資が盛さかんに行われ、その成果物ができあがらないうちに次の投資が行われている。

　景気の良さはウッドフェローズに潤じゆん沢たくな資金と物資があって、ようやく叶かなう人と物の流れだ。関税として徴ちよう収しゆうした物や金を帳ちよう簿ぼ上じようの数字に変えて市場に放出することで、どうにか騙だまし騙だましにやりくりしているものの、スヴァーラング家の倉庫はほとんど空っぽのままである。

「いま借金取りが来たら、紙し幣へいしか……いや、紙し幣へいどころか帳ちよう簿ぼしか渡わたす物がないな」

　町の住民たちは活気づいているものの、金も物もよそから運はこび込こまれ続けているだけで、領地で生産しているわけではない。

　幸いにして、工事そのものは順調だ。次々とやってくる職人たちによって、毎日お祭まつり騒さわぎのようにあちこちでハンマーやらノミやらノコギリやらの音が響ひびき渡わたっている。

「まあ、このまま物を帳ちよう簿ぼに変えて幻まぼろしの資産を増やしつつ、町の中にお金をもっと呼びこむしかないと思う。将来に取り立てが来るけど、いまのボクらが支し払はらうものはどんどん減るはず！」

「景気は良いいのに、借金のほうが増えてる気分だ」

　この町でボクの計画をすべて聞いているダリオスだけが、毎日綱つな渡わたりを強しいられていることを実感していた。

　幼おさな馴な染じみは、だんだんと苦しい顔をすることが増えている。

「ダリオス……苦しい思いをしてるんだね……」

　そんな友人に、ボクは真しん摯しに向き合うことにする。

「ボクがやらかしたせいだよね。本当にごめんよう。ダリオスがそんなに気に病やむとは、思ってなかったんだ……」

「アイシア……」

「人と物が増えて忙いそがしかったら、そんなこと気にするほど頭良くないって思ってた」

「馬鹿にしたいのか励はげましたいのかどっちかにしろ」

　肩かたを落とす幼おさな馴な染じみの手を握にぎった。

「でも、感謝してるんだ。だから、ボクにできる、精せい一いつ杯ぱいのことをしてあげる……ね？」

　ボクはそっと、ダリオスの手を引き寄せて──

「こ、これをあげ、るよっ！　ううっ！」

　涙なみだながらに、小さな袋ふくろを乗せてあげた。

「なんだこれ？」

「里から持ってきたお菓か子し！　手作りのっ！　ママの味……！」

　里を出る時に持ってきた、ママの手作りお菓か子しだ。

　辛つらい！　本当はボクが自分で食べたい……！　リリステラママの愛情が詰つまった菓か子し！　天使の恵めぐみを……！

「う[image: う゛]っ、も、もったいないけど、ダリオスに譲ゆずってあげる……！」

「……………………あ、そう」

「なんだその反応もっとありがたがれよママの味だぞぶっころすぞ!!」

「もういいよお前食えよ」

「まじでいいの!?　いよっしゃーママみ補給だぜ！　なんてらぶりーな日だ！」

　後うしろ髪がみどころか頭皮まで引きちぎれる思いで手放したママの手作りお菓か子しが返ってきた！

　これは天てん恵けい！　天使の一ひと雫しずく！

　秒で奪うばい返かえして袋ふくろを開けて口に放り込むと、秋にだけ取れる風味の強い樹液の蜜みつで作られた蜂はち蜜みつとママの自家製香草の香りが美お味いしい[image: はーと]

「くそったれな人間の生活で汚よごれたボクが、浄じよう化かされりゅぅ……」

「いや人間の生活を操あやつってるこの町でいちばん悪い奴やつは、間ま違ちがいなく俺の目の前にいる奴やつだろ」

　ダリオスがなにか言ってるけど、ママの顔を思い出しているボクには聞こえない。

　忙いそがしいのはダリオスばかりではない。スヴァーラング家とエルフフェアー商会の両方の帳ちよう簿ぼと物資を操あやつってるのはボクだし。ヤだなー。このままだと人間の匂においが染しみつきそう。

　なんかエルフらしい工く夫ふうができないものか。そういう想おもいはわりと本気で抱かかえている。

　と、

「若様！　若様はおられますか！　おおマイラ、若様はどこだ!?」

　お菓か子しを頰ほお張ばって幸せを堪たん能のうしているボクの耳にも轟とどろく大だい音おん声じよう。慌あわただしく廊ろう下かを走ってくる足音が、一直線にこの部屋に到とう達たつして、

「若様！　エルフ殿どのも！　大変でございます！」

「どうした、オーギス」

　駆かけ込こんできた家臣団の老人は、ダリオスを見てこう言った。

「エルフが来ています！　それもたくさん！」

「……アイシア、心当たりあるか？」

「エルフは自由な人が多いから、里の人たちがふらっと来ることはあるかもだけど……大勢は、まず来ないと思う」

　ふるふると首を横に振ふると、ダリオスはうなずいて立ち上がった。

「よし、出で迎むかえよう。アイシア、同族に会う準備はいいか？」

「えっ、いますぐ？」

「当然だろ。エルフはそっちの管かん轄かつだ」

「ちょっと待って待って！　エルフに会うなら一回きっちり準備しないと！　わあー！」

　人間相手だとかなり油断しても平気だったのに。急いで身み繕づくろいをしないと。サフィちゃんも呼ぼう。











第七章　七人のエルフ（※ひとり偽にせ者もの）









「お初にお目にかかります。我らは〝青金の谷ラーシユラフユール・ヘルネー〟を故郷とする森精エルフ族ぞくデス。私は皆みなを代表してマス。ジルシエラ家のミルティラと申しマス」

　そう名乗ったのは、一五〇歳にもいってないくらいに見えるエルフの少女だった。

　目が隠かくれるほど前まえ髪がみを長く垂らして、片側だけ髪かみ留どめで前まえ髪がみを開いている。見えている方の目には奇き妙みように決意が漲みなぎっていた。

　人間で言うと一七歳くらいの子だ。いやまあボクの方が小さいのにこういう言い方はあれだけど、一族を引き連れてやってきた代表としては、若すぎる。

　町を訪おとずれたエルフたちは、市し壁へきの外で待たされていて不安げにしていた。

　門番役のスヴァーラング家の家臣は、見慣れないうえ知らされていないエルフの一団を町に素す通どおりさせていいものか悩なやんだ末、そこで待ったをかけて用件を聞き出したのだ。

　すると、この町でエルフが商会を開いたと聞いて訪ねてきたのだという。

　聖カル籠ルムの森のエルフたちと関係がこじれたりしないだろうか。門衛がそう思ったのはまあ、当然かもしれない。

　いろいろ考えて、とりあえず待たせておいてダリオスに判断を仰あおいだ、というわけだ。

　エルフの感覚では門もん前ぜん払ばらいもいいところな扱あつかいなので、このまま日が暮れる寸前まで待たされてから「今日はちょっと都合悪かったみたいだ」とか言われたりしないかとヒヤヒヤしたに違ちがいない。

　エルフフェアー商会の二階に通した六人のエルフは、端たん的てきに言ってエルフらしくはなかった。

　着の身着のまま、着き替がえも覚おぼ束つかないままに森で一夜を明かし、冷たい水で体を拭ふいても縮こまった髪かみに油すら塗ぬれない。作りこそエルフの服でも、土つち汚よごれが染しみついて取れなくなってしまっている。

　それを旅の埃ほこりと言うなら、もうずっと、何年も何年も旅をしたままどこにも腰こしを落ち着けられないでいる。そんな様相だった。

　ダリオスと一いつ緒しよに挨あい拶さつをして飲み物を出すと、少女たちはあからさまにほっとしていた。

　そして、ミルティラの綺き麗れいな紫むらさきの瞳ひとみがボクを向く。あーなんだかママを思い出すなー。ちっちゃいのにキリッとしてて。ボクを𠮟しかる時はいつもすっごい決意したみたいな目をしてた。

「あの、アイシア様──」

「やめて！」

「へっ？」

　それは耐たえきれない！

「〝様〟とか何様だよボクは！　さっちゃんはいいよなんか誰だれにでも様つけてる感じあるし誰だれにでも先生つけて呼んどけばええやろみたいな学生のノリとカチコチに緊きん張ちようした〝先生〟は別物感あるじゃんそういうのエルフに求めてないんだ！　よ！

　ぶっちゃけママに他た人にん行ぎよう儀ぎにされてる感じがして嫌いや～っ！」

「えええ～……え、う」

「あ、うざい!?　うざいかな!?」

「アー、いやいや、そんなまさか。それでじゃあなんて呼べばいいんデスか？」

「アイシアって──あ、い、いきなり名前呼び要求とか、なんかボクがほしがりみたいで距きよ離り感かんナオキですかふひひゴメンナサイ好きに呼んでもろてふへへぶばっ！」

　なになに!?　いきなり世界が真っ暗い！

「すまない。たまに発ほつ作さを起こすんだ。エルフの前だと」

「はあ……なんか大変デスね」

「え、あ、こらダリオス！　いま汚きたないものを隠かくすノリでボクを布で覆おおったな!?」

　ボクはしばらく隠かくされた。










「じゃあ結局、アイシアさんはエルフじゃないけど、エルフっぽい扱あつかいでいいんデスね？」

「そーそー。ボクのママがパーフェクトエルフオブエルフだったからそれでいいんだー。ボクもエルフになるべき瞬しゆん間かんではすっごくエルフになってる」

「さっきジブンと挨あい拶さつしてる瞬しゆん間かんがそうだったんデスけど」

「なってたでしょ？」

「最初だけデスね。あとエルフとしてはおっぱいが大きすぎデス」

「勝手に揉もむなようタダじゃないぞ！」

「お金なんてありまセンって。だから助けてもらいに来たんデスから。うっわ、おっも」

　エルフに揉もまれつつ助けをせがまれるボク。どういうことだ。

　とりあえずボクたちはお互たがいの身の上話を交こう換かんした。ミルティラたちは見立てどおり流る浪ろうのエルフらしい。

　ボクがそんなに気位の高い生きつ粋すいの三〇〇年エルフとかではなく、ただの養子でエルフの中ではわりと若いミルティラたちと砕くだけた調子で話せると分かって、ミルティラ以外の五人は安心して立ち去った。六人が勢せい揃ぞろいでいると話がとりとめなくなっちゃうので。

　ダリオスの案内で、ボクの住んでいる家に向かっている。領主様がエルフ同士で話してくれという感じで放置してくれる点も、ミルティラたちには安心感につながったらしい。

　胸きよう襟きんを開いて事情を話してくれた。

「北の国は豊かなのに、なんでこっちに？」

「いや人間の職人が余ってるのに、エルフなんて入る隙すき無いんデスよ」

「生まれ故郷って言ってた青金の谷ラーシユラフユール・ヘルネーは？」

「……人間が鉱山掘ほってるデス」

「あー。人間は金に汚きたないからね。最低だよね」

「いや聖カル籠ルムの森が恵めぐまれすぎデス。魔法銀ミスリルをあんまり使わなくても土地の魔ま力りよくが濃こくて平気って、なんデスかそれ。始ハ祖イ森エ精ル種フの直系っぽいデスね」

「そうなの？」

「知らないんデスか？」

「ボクまだ一五歳なんだよね」

「あー、まだ赤ちゃんなんデスか。じゃあ仕方ないデスね」

　あ、エルフ感覚が一発で通じるの気持ちいー。

　女の子同士エルフ同士なので、お菓か子しと白さ湯ゆがあれば、話をするには十分だった。歳とし感かん覚かくも近いし。

「それで、どうデスか？　ジブンたちのこと、助けてもらえませんか？」

「助けるってどこから？　谷のことから？　さすがに北の大国にある鉱山を攻せめ落おとすのは、ダリオスでも難しいと思うけど」

「いやそんな壮そう大だいな国取り持ちかけるやついないデスよ!?　ひとまずジブンたち六人を定住させてくれれば、ってとこなんデスけど」

「なぁんだ、そんなこと。もちろん！　いっぱい貢みつぐ！　よ！」

「いや働かせろデス」

　力強く言うと、軽いチョップをくらった。

「えっ、働きたいの？」

「エルフなら当たり前デス。ここの森のエルフは違ちがいマスか？」

「リリステラママが怠なまけ者ものなわけないだろ！」

「だからウチらもおんなじってことデスよ」

　ジト目で言われてしまう。うーん確かに。

　エルフは長命で何百年と生きる。だからこそ手に職をつけるし弟で子しをとるし、身の回りのことも自分で全部やってしまう。やれるように育てる。

　なぜか？　──そうでもしないと、退たい屈くつで死ぬからだ。なにせ寿じゆ命みようが長い長い。手を動かすことを覚えなければ、いずれ植物にでもなってしまうと言われている。

「もう働ける歳としだから、旅をしてたというのもありますケドね」

　口減らしに出された、ということだ。ひとりで生きていける、とまではいかなくても、六人でなんとか生きていける程度の女で子どもだ。

　困こん窮きゆうした環かん境きようでは働き手になる男や大人の女より、子どもは冷れい遇ぐうされがちだ。同じ理由で奴ど隷れいも人気があるのは大おお柄がらな男から順番になる。

「あれ？　じゃあ追い出されたの？」

「ひどい……」

「ああいやごめんそうじゃなくてええっとあのそのボク喋しやべりヘタクソナメクジでうわごめん！」

「冗じよう談だんデス」

「ひっどいなあ!!」

　振ふり回まわされたボクを見て、ミルティラはニッと笑う。

「自分で決めたんデスよ。出て行こうって。八人もいればなんとかなるって、思ってたし」

「八人？　あとの二人は？　どっかで待ってる？」

「……ルールーとリリゼっていう、いちばん年長の二人がいたんデスよ。旅の途と中ちゆうで、大地に還かえりました」

　死んだ。っていうことだ。

　若いエルフが。エルフは子どもを大事にするのに、それが難しい土地で育てられて、自分から故郷を離はなれるほどには賢かしこく気高く愛されて育てられた、エルフの女の子が。

「残った六人でジブンは年長じゃなかったけど、リリゼに頼たのまれたんデス。だから代表になって、でも、みんな大変で。人間の町にいるより山で暮らしてるほうが楽だったんで、聖カル籠ルムの森から北にある山脈で、自給自足してマシタよ」

「…………」

「たまに薬を作って町に降りてて、その時にここの話を聞いて……ってどうしたんデスかその顔。うっわ、ぐしゃぐしゃ。ウケる」

「だ[image: っ゛]で[image: ぇ゛]……!!」

　泣くじゃんそんなのぉ！

　女の子になってからなんか涙るい腺せん緩ゆるいんだよお！　あと人間も三〇越こえてからだんだん涙るい腺せん緩ゆるむから、ボクは涙なみだが簡単に出る一〇〇歳児になってるぞ！

「しょうがないデスねぇ、赤ちゃんは」

　ミルティラが手ハン巾カチを取り出してボクの顔を拭ふく。いま話していたような暮らしぶりなら、手巾なんて持ってなくても不思議じゃないのに。

　身に着けている木や石を磨みがいて作ってる装そう飾しよく品ひんもそうだ。数百人もいる里を作って自給自足してる、聖カル籠ルムのエルフとは違ちがう。

　たった六人で山の中を生きながら、エルフらしい持ち物を忘れないでいたんだ。

「ううっ、分かった！　聖カル籠ルムの森にみんなが住めないかなって、ボク頼たのんでみるよ！」

　ボクは決意した。ミルティラたちの力になりたい！

「えっ、いやそんなこと難しいと思いますケド……」

「やだな～、みんなはボクと違ちがって生きつ粋すいのエルフなんだから、大だい丈じよう夫ぶでしょ！」










『できるわけがなかろう。たわけが』

「はァ!?　なんでさ師し匠しよう！」

　ボクは遠方にいるレイドラ師し匠しようと話していた。

　使っているのは思テ念レ魔パ法スだ。ボク自身は使えないけど、ミルティラみたいな生きつ粋すいのエルフには余よ裕ゆう。

　なので手を繫つないで力を借りて、術じゆつ符ふを貼はり付つけた魔法銀ミスリルの板に向かって喋しやべっている。自分の中で魔ま法ほうを構築するのは無理なので、交信のためにこういう魔ま法ほう具ぐを借りパもとい借りておいたのだ。

「ボクと違ちがってエルフだぞエルフ！　同どう胞ほう同どう士しの絆きずなとか無いのか！」

『ではぬしは、生国が同じであれば、自分の家に新しい家族として招くのか？』

「英国人なら〝サー〟の称しよう号ごうをもらってから来いよってなるに決まってるじゃんなに言ってんの師し匠しよう」

『……であるから、そういうことだ。この阿あ呆ほう弟で子し。目の前にいないからとあまり私を舐なめるなよ。呪のろいを飛ばしてぶちころすぞ半人間』

　こっわ！

『ともかく、ぬしと違ちがう、と言うのはまさにそこよ。ぬしの場合はたった一人の赤あか児ごを、里の生まれであるリリステラが懇こん願がんして、自分で世話を見た。

　同じ事をおぬしがやろうとすれば、私が手ずから叩たたき出だしておろうよ』

「あー、里に迎むかえるにしても、ボクじゃダメってこと？」

『というか、里をすでに追ほ──出しゆつ奔ぽんしておるおぬしに、里に迎むかえるエルフをどうして保証できる？』

「いま追放って言った？　追放って言おうとした？　マジで？　ボク里でそういう扱あつかい？」

『ほう？　ちょっと出で稼かせぎ、という心積もり程度で私の魔ま導どう具ぐごと里から出ていったわけか？　ぬしとの縁えんは深くも長くも無いが、師し弟ていの契ちぎりはある。一生に一度の命いのち懸がけの覚かく悟ごであったなら、まだ見過ごしてやろうかとも思っておったが……』

「やだなあ、そんなんしたらママに会えないじゃん」

『ぶちころすぞ半人間』

「オギャー!?」

　額にがっつん衝しよう撃げきが来た!?　なんでこんな遠くにいてボクをぶてるんだよう！

「バチンって！　いま額にバチンってなにかが!?」

「魔ま法ほうのパスを辿たどって届く幻げん痛つうの呪のろい？　マジぱなデスね……」

　ひっくり返った僕を見て、ミルティラが師し匠しようの暴力に慄おののいている。

『決めた。ぬしが世話をしろ。その地に来るエルフすべてだ。違たがえば儂わしの手でころす。わかったな？　ああいや、答えは聞いておらぬ。やれ』

「えっ、ちょっ、まっ、師し匠しよう!?」

　ぷつん、と思テ念レ魔パ法スが切れた。

「こ、ころされる……ボク、ころされる……？」

「えっと、災難デシタね？」

「ううっ、こわいよう……」

　なんだか同情してくれるミルティラに、ボクは抱だきついた。あひん。腰こしほっそい。女の子の感かん触しよくだ。ママを思い出すぜ。

「おねがい……ボクと一いつ緒しよにこの町で働いて？　でないと師し匠しようにころされるよう……」

「ひっ、く、くすぐった。わかりマシタって。ジブンたち、もともとそのつもりでしたから」

「ありがとう～～～～っ！　たすかるよ～～～～っ！」

　やっぱりエルフは天使！（師し匠しようを除く！）

「くんくん。……土つち臭くさい」

「離はなれろデス」

「オギャッ」

　抱だきついたボクの脳天に強めのチョップが来て、ボクは天使に見放された。ぴえん。

　ともあれこの日、エルフフェアー商会はその名のとおりエルフの商会になったのだった。

　偽にせ物ものじゃなくて本物のな！











第八章　プラトンは友、アリストテレスは友、でももっとマジの友もいた









　青金の谷ラーシユラフユール・ヘルネーから流る浪ろうの旅をしてウッドフェローズに来た六人のエルフたちは、とりあえずエルフフェアー商会の従業員になってもらうことになった。

　人間に囲まれすぎてエルフらしさを忘れかけていたので、ボクにとっては嬉うれしいことだった。

　ようやくマジモンのエルフ商会を名乗れるぜ！　人手不足だし働いてもらうけどね！

「谷エルフさんたちの得とく意い技わざは？」

「略りやく称しようが雑デス」

「ちなみにこちらはさっちゃんです」

「サフィヤファティです！　はじめましてです！　だいすらずーるぼるんのエルフさん！」

「谷エルフのミルティラでいいデスよー」

　そこで略りやく称しようが谷エルフになった。いやサフィちゃんの名めい誉よのために言うとなんか人間には発音が難しいらしい。会う人間全部に変な呼び方されるよりはマシかという妥だ協きようである。

　谷エルフさんたちは、だいたいみんなエルフの一いつ般ぱん的てきな魔ま法ほうと、あと彫ちよう刻こくと工作と金物などの細工とかが得意だった。

　いや彫ちよう刻こく！

「たすかるよー。ボクも必死こいて紙し幣へいの原版とか彫ほってたんだけど、ほら見てよこのデキ」

「ええっと……まだひとつ目の試ためし彫ぼりデスかこれ？」

「お恥はずかしい手前でごみん」

「赤ちゃんだから仕方ないデスね……」

「みっちゃんママ～～～～っ！」

「さっさと離はなれるデス」

　慰なぐさめられたのですかさず抱だきつくと、あっさり受け流された。うーん、このママみはちょっとうっすら塩いママみ。うすしおママあじ。

　ボクはリリステラママのしゃわしゃわな甘々ママみでいいんだけど。でゅふふ、ボクとリリステラママの相あい性しようが良いいことが証明されてしまったな……？

「にやにやしててこわっ！」

　まあそんな感じで、あれこれと業務を担当してもらうことにした。というか、ボクが構想している紙し幣へいについてのダメ出しを山ほど浴びせられた。

　紙し幣へいや宝くじの原版作製について。木版じゃ無理って言われて魔法銀ミスリルの板が必要とか言われる。いきなりは手に入らないのでとりあえず銅板で宝くじをお願いした。

　紙し幣へいの為ための特とく殊しゆ紙しを作る準備について。普ふ通つうの紙のままじゃダメだから、森の中を調べて良さそうな繊せん維いを持つ植物を調査してくると言って二人ほど森へ旅立った。

　耕作地の確保について。特とく殊しゆ紙しの量産を考えるなら持ち帰った植物をたくさん育てたほうがいいのでそれも。

　インクの調合について。魔法銀ミスリルと薬品をたくさん要求された。錬れん金きん術じゆつで劣れつ化かが少なくて滲にじまないような顔料を作らないとねって言ってる。妖よう精せい入いりインクでどうにかしていたけどやめなさいって言われた。まあたしかに、やつらたまに気まぐれを起こしてフラクタルとか作るしな。

　エルフの里から魔法銀ミスリルを買うためにもう一度師し匠しように連れん絡らくして、みんなを紹しよう介かいして「リリステラが騒さわぐのでお前は帰ってくるな」とマジで追放じみたことを言われたりもした。

　なんだよう。いいもん。いまは忙いそがしいけど一段落したら絶対会いに行くし。

　ちなみにミルティラが得意なのは錬れん金きん術じゆつだった。片目を隠かくすヘアスタイルなのは、薬品が顔に飛んでももう片方の目と顔は無事でいられるようにしてるとか。おいおい。

　ニュートンボクも前世では錬れん金きん術じゆつにのめり込んだので、なかなか面おも白しろい話が聞けたね。

「[image: え゛]っ、水銀とか舐なめてた？　えっ、前世の人間だったころに!?　錬れん金きん術じゆつで作った金属を!?」

「うん、みんなやってたよ」

「重金属は体に毒デスよ!?　マジぱなデスね……」

「ボクの精神が不安定になったのそれかなぁ」




　　　　　　　▽




　ニュートンの遺体の毛もう髪はつからは、水銀が検出されている。また、当時の科学者は合成した物質を舐なめてみたりしていたのである。




　　　　　　　▽




　あと谷エルフさんたちのおかげで、放置していたボクの借宿の庭が綺き麗れいな庭園になっていた。

　いやボクも手を付けようとは思ってたんだよ時間が無かっただけで！　マジで！

　人手不足だったのは、町だけじゃなくてボク自身もそうだったんだと気付いたのは、その庭で咲さく花をミルティラと一いつ緒しよに見てる時のことだった。

　エルフを求める心が引き寄せたのか、エルフフェアー商会はエルフを大たい量りよう雇こ用ようしてバージョンアップされた。

　これが真のエルフフェアー商会……半人間エルフのボクだけでは到とう底てい不可能だった、エルフのエルフによるエルフらしいクオリティが備わっていく。










　さて、そんなこんなで商会に加入した新しい谷エルフさんたち。

　旅の埃ほこりを払はらって綺き麗れいになった彼女たちのおかげで、エルフフェアー商会は一気に華はなやいだ。

　用事も無いのに商会の前を通る職人や、わざわざ遠回りして商会の前を横切る町民の男たちがいるのは、町の主婦たちの巷こう間かんに上のぼるお決まりの話題になっている。

　商会長であるボクは、そんなエルフたちに囲まれてうふふ幸せ、ってなってると言えばなってる。でも、ひとつだけ問題があった。

「固定費が高い！」

　エルフフェアー商会の人件費や六人分の生活費とかその他た諸もろ々もろ。全部の費用が爆ばく上あげします。ピンチです。人の面めん倒どうを見るとはそういうことで、人を雇やとうというのはそういうことと覚かく悟ごしていたところを余よ裕ゆうで上回ってお金かかる。

「スミマセン。なんならジブンたち、森で暮らしマスか？」

「そんなことしたら師し匠しようにぶちころされるよう。それに天使を追い出したらボクはどうやってエルフ文明らしいエルフ文化的な生活をすればいいの!?」

「いや自分でやればいいんデスよ」

「そういう非現実的な話はしないで！」

「おい」

　エルフフェアー商会も一いつ緒しよに暮らす館やかたもなんかあっという間にあちこち補修されて、全面改築の時やればいいやって思ってたところが次々に直されてる。

　すごいよね谷エルフさん。壁かべとか床ゆかをちょっとくらい自分で直すわーって毎日どこかに手を入れてる。

　そういう個人的な諸もろ々もろ差し置いてもそんな扱あつかいしたくない。ひとりで未熟な紙し幣へいや宝くじを作ってるより、万倍クオリティ上がってるし。紙し幣へいの試作品なんてもう芸術の領域。透すかし彫ぼりってなんだこれ。

「もっと貢みつがないと。業務拡大が急務だね」

　ここへ来てバブルと同じ構造が商会に発生した。業務拡大のアテがあって人を増やしたのではなく、人が増えたから仕事を作るという逆転構造。

　さて、エルフフェアー商会は本格的に紙し幣へいを作り出している。

　森の中から変わった麻あさを見つけ出してきた谷エルフによって、その繊せん維いで紙の製作をすることにした。

　麻あさは繊せん維いレベルで解きほぐして漂ひよう白はくして紙にする。紙料にするための薬品や漂ひよう白はく剤ざいが必要。

　いちばん身近にある薬品としては、海水を汲くみ上あげて塩素と水酸化ナトリウムを取り出すことだ。海が近いので海水はいくらでもある。とすると錬れん金きん術じゆつで取り出した薬品を保存する為ために、ガラスが必要。

　ガラス細工は幸い谷エルフが身に付けていた。けど、ガラスを作るための炉ろが必要になる。となればガラスの融ゆう点てんを超こえる熱に耐たえる耐たい熱ねつ炉ろ。それを作るレンガ。

　あとは……山ほど必要な物がいくらでもある。硫い黄おうと硝しよう石せきがほしいな。ミルティラが硫りゆう酸さんを作りたいって言ってた。硝しよう石せきは家か畜ちく小ご屋やで作るのもいいけど、石炭とかどっかに埋うまってないか。

　畑。麻あさの栽さい培ばいと収しゆう穫かく。加工に製造。鉄があれば便利な道具が作れる。幸い、そっちはボクの頭に知識がある。農園にいたころは農作業より水車や農具の設計と作製に興味があったし。

　つまりだ、職人とか必要な知識はボクら全部備わっているのでは？　足りないものって結局それを揃そろえる金で──あれ？　これって金を造るための金が必要な状態……？

「ぐぬぬ……」

　借金はもうできない。というかすでにしてる。というかボクが貸し出してる側だ。

　いや本当にもうできないだろうか？

　借金をしている状態でさらに借金をしたい時、どこを頼たよるべきだと思う？　これにすぐ答えられたらあなたも造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かん。

　正解は、すでに借りている相手に増額をお願いする。

　少しずつでも返済してる実績があると良いい。それも無い？　無かったらこうだ。










「もう少しで返済のメドが立つんだよう！　逆にこのままだと返せないよう！　いいの？　ボクの商会が潰つぶれても回収するものなんて無いよ？　いいの？　貸し損だよ？

　だからね？　あとちょっとだけ貸して？　ちょっとだけでいいから。すぐ終わらせるから。ね？　大だい丈じよう夫ぶボクのこと信じて？　ね？」

「幼なじみの足あし下もとを見るんじゃない」

　ダリオスがボクのことをクズを見るような目で見つめてくる。こんなにもお願いしてるのになんでだろ。

「スヴァーラング家の財さい布ふは、俺より把は握あくしてるだろう？　うちに貸せる金があるか？　アイシア自身から、そんなものが無いって聞いたばかりだよ」

「埋まい蔵ぞう金きんとか無いの？　金持ちはみんな金を隠かくし持もつもんなんだけど」

「庭に埋うめた金まで毟むしるつもりだったか」

「あるんだ！」

「無いって」

　ため息を吐つかれた。

「もっと別の手を考えろよ、アイシア。うちに金があるならともかく」

「あったら貸してくれる？」

「それはもちろん──」

「よし、言ったな！」

「えっ？」

　言げん質ちは取った。

「ダリオスが忘れてる埋まい蔵ぞう金きんを掘ほりに行こう。森に」

「森に？」

「うん。谷エルフがいくつかすでに見つけてるよ。──町の近くにある魔ま族ぞくの集落」

　ボクが言うと、ダリオスは目を瞠みはる。

「まさかアイシア」

「うん。そのまさかだと思う」

　ボクはにへっと顔が歪ゆがむのを止められなかった。指で作った輪っかをダリオスに見せながら、宣言する。

「徴ちよう税ぜいしに行こうぜ。魔ま族ぞくたちから」

　魔ま族ぞく。

　人ならざる姿をした、魔ま力りよくを取り込む異種族たち。それが魔ま族ぞくと呼ばれる人種だ。人里と交流があるとはいえ、エルフもまた分類するなら魔ま族ぞくと言える。

　エルフたちが〝聖カル籠ルムの森〟と呼ぶ土地を、人間たちが〝魔ま界かい〟と呼ぶのは、魔ま族ぞくは魔ま力りよくの多い土地を好み、そこに魔ま獣じゆうも多く棲すんでいるからに他ならない。

　ただ、その寿じゆ命みようの長さや積み重ねた知見や、一個体としての研けん鑽さんを積んだ武人の強さ。それらから、エルフは人間からも魔ま族ぞくからも、尊敬を得る要素を持ちあわせていた。

　だからこそ、エルフに魔ま族ぞくとの仲立ち的な存在になってもらうべく、スヴァーラング家は姻いん戚せきを結ぼうとしていた。

「魔ま族ぞくたちは現状、たまーに街かい道どうの宿近くで現れて行商人に森で採集したものを売ってるとかだよね。地代も税も払はらわずに、森で勝手に集落を作ってるわけだ。町に帰属してもらわないとね。さもなきゃ流民っていうか、賊ぞく扱あつかいされる日も近いね」

　町に近ければ追おい払はらうこともされただろうけれど、森の奥まったところで生活する魔ま族ぞくたちをわざわざ追おい払はらうほどの開かい拓たくがされてなかった。

　いまは状じよう況きようが変わった。ウッドフェローズは日に日に拡張されている。となれば、そこに住む魔ま族ぞくたちとは二つの道しかない。

「いまならまだ間に合う。共存か、衝しよう突とつか。近いところにいる別々の集団には、その二つしかない。いまは町民たちも新入りを歓かん迎げいしてるからね。流れが途と切ぎれないうちに、魔ま族ぞくたちも仲間にしたい」

「ふぅむ……うう～ん……」

「……なに困ってるの？」

　ダリオスが口元を隠かくしながら困った風に言うので、仕方ないから聞いてやる。おうおうタダでサービスさせるんじゃあないよ。

「いちおう俺と家臣団も、そういう動きはしてた。ただ、森の魔ま族ぞくたちの徴ちよう税ぜいというか検地とかは、ディエナさんに任せきりだったからな。エルフと姻いん戚せきを結んで魔ま族ぞくたちを取り込もうっていう案が出た時も、継まま母はは殿どのは反対していた。もちろん、徴ちよう税ぜい吏りのノルトークもだ。

　だから、もしもやるなら、あそこと全面対決が起きると思う」

「管かん轄かつの話かぁ。めんど」

　やっぱりめんどくさいこと言い出すなあ、人間は。

　いやでもニュートンボクもそういうめんどくさい社会で生きてたか。魔ま族ぞくは新要素だけど、似たような縄張り問題しょっちゅうあったわ。

　そう、あれは造ぞう幣へい局きよくで働き出した頃ころだった。

　慣例として造ぞう幣へい局きよく監かん事じには贋にせ金がね造づくりの犯はん罪ざい捜そう査さ権けん限げんが持たされていた。丁てい重ちようにそんなもん持たせるなという訴うつたえを議員に出したけど、それは受うけ容いれられなかった。

　しかし凝こり性しようなのが災わざわいした。造ぞう幣へい局きよくに巣くった無む駄だを排はい除じよするため、贋にせ金がね師しを捕つかまえた。捕つかまえた犯人を有罪にするには、治安判事の腕うでも関わってくる。ニュートンボクが、せっかく捕つかまえた犯人が逃にげるのを黙だまって見ていられるわけもない。

　尻尾しつぽを捕つかまえられた犯人は、ロンドンから逃にげ出だした。であるから、ロンドンと隣りん接せつする七つの州の治安判事を兼けん任にんし、他の州でも犯罪者を捕とらえて裁判にかける権限を獲かく得とくしてやったのだ。

　ま、それはともかく。管かん轄かつの話となるとけっこうややこしい。

「ディエナ夫人の権利を軽々に侵おかすわけにもいかないからな。難しい問題だ」

「頭を使ってるふりしちゃってぇ」

「権力者に気を使ってるんだ。アイシアが苦手なことだろ？　そのぶん、好き勝手やらせてる俺が気を配らないといけなくなってるんだ」

「恩着せがましいぜ。ボクとダリオスの仲じゃん！」

「普ふ通つうは迷めい惑わくかけられてるほうが言うんだよそれは」

　微び分ぶん法ほうどころか単純な二次関数も理解しないわりに、利害関係のことをあれこれ言い合うのが人間は好きなんだよなー。

「ふんだ。ジョンが好きそうな話だね」

「また〝ジョン〟か。どんなジョンだよ？」

「前にも出てきたジョンだよ。ジョン・ロック」

　ジョン・ロック。あいつは法や労働について語る政治学者だった。

　通貨の切り下げに反対していたのも、すでに通貨をたっぷりと蓄たくわえている権力者たちに配はい慮りよをしたものだ。

　それはすなわち国王や貴族といった地主たちだ。通貨切り下げは地代から利益を得ている彼らの財産に、手を突つっ込こむことになる。貨か幣へいの永久不変の価値保証こそが、国王や臣民たちの生活の保障になり、社会の安定に繫つながると主張していた。

「ジョン・ロック……ええっと……」

「ほら、銀貨の価値の」

「ああ、言ってたなそういえば」

　視線を泳がせるダリオスにボクが言いい添そえると、ようやく思い出したようにうなずく。それから、首を傾かしげた。

「って、嫌きらいな奴やつじゃなかったっけ？」

「嫌きらいかどうかの話なんてしてないだろ！　数えるほどしかいない、ボクの友だちだったよ」

「友だち」

「うんそう」

「……珍めずらしいな。アイシアの口からはっきりそういう宣言が出るのは」

「そうかな？　まあ、そうかもね。ジョン・ロックは意見を違たがえても、そこにきちんと理由がある聡そう明めいな男だったし。それに勇ゆう敢かんな奴やつだったよ」

「ほう？」

　切り下げ案が採さい択たくされなかったのは、ジョン・ロックのせいと言うよりは、富ふ裕ゆう層そうの思おも惑わくかもしれないっていまはちょっと思う。

　具体的には、ニュートンボクの言うとおりにしてたら政府や富ふ裕ゆう層そうは二〇パーセントくらい利益を失っただろうから。

　そういうことで貨か幣へいの改正問題については争うことになったけれど、ジョン・ロックは同じケンブリッジの学者で、フックと違ちがって仇きゆう敵てきじゃあない。

　敬意を込めて『プリンキピア』を称しよう賛さんしてくれたし、第二版を贈おくった時も喜んでくれた。

　ロックの書いた『統治二論』はロバート・フィルマーの『家父長制論』への反論的なものではあったが、名めい誉よ革かく命めいの後押しになったほどだ。それほどの学者に褒ほめられて嬉うれしくないほど、ボクは偏へん屈くつじゃない。

「ボクが困ってる時には、援えん助じよもしてくれた。ボクが大都市ロンドンに行く為ために、わざわざ自分の社交性を生かして貴族のお偉えら方がたに援助スポンサーをお願いしてくれたりね。

　一七〇四年にジョン・ロックが死ぬまで……いや、自分が死んだあとのいまでも、彼は友だちだと思ってるよ」

「へえ……？」

　意見を対立させたその後もなお友人として付き合った男がいた、というのは、なかなかに得え難がたい人物だったと言える。

「まあ、あいつでもボクにロンドン行きを実行させるまでに五年かかったしな……。分かったよう、仕方ないなー。話し合いが終わるまで待つよ。夫人がなにか条件を出して、ボクに叶かなえられることだったら教えて」

「……いや、分かった」

「？」

　立ち去ろうとしたボクに、ダリオスが言った。

「森に行こう。魔ま族ぞくたちを味方につける。今日すぐは無理だけど、数日以内にでも。ただまあ、兵士は盗とう賊ぞくたちの警けい戒かいに街かい道どうを巡じゆん回かいするのにかかりきりだから、俺とお前のふたりだけになると思う。それでもいいか？」

「それはいいけど……なに。どういうこと？　なんでいきなり？」

　さっきとまったく反対のことを言い出したので、さすがにワケ分からない。

　首を傾かしげると、ダリオスははにかんでボクを見た。

「俺も、ジョン・ロックみたいになりたいからさ」

「え、そうなの？　いやまあ止めないけど」

　いいのか？　あいつ議会で国王を失しつ脚きやくさせる側に回った方だぞ。ホイッグ党と付き合いが深くて、国王暗殺未遂ライハウス陰謀事件に巻き込まれて、何年もオランダに政治亡命してたくらいだ。

　この土地で王様やる側のダリオスが目指していいのかな。

「……道はまだ険しそうだけどな」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ボク森が歩きやすくなる護ご符ふ持ってるし。谷エルフさんたちに目星は聞いてるし。森はエルフの味方だよ！」

　森の中は道とも言えない道を進むしかない。でもエルフが付いてれば問題無い！

「はぁー……そういうところだよな、アイシアってやつは」

　励はげましたのに、ダリオスの顔は明るくならなかった。なんで？

「まあまあ、魔ま族ぞくって言われてるけど、そんなに物ぶつ騒そうな相手じゃないよ！　たぶん！」

　そういうわけで、ボクたちは森の魔ま族ぞくたちへ接せつ触しよくを図はかることになった。
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　その夜。

「そう、魔ま族ぞくたちに接せつ触しよくするところまで来ていますの。……それでは、いよいよですわね」

　猟りよう犬けんの頭を撫なでながら、ディエナ夫人はそうつぶやいた。











第九章　みきわめるのがおしごとなんです









「起きて！　起きてください！」

　いつにも増して激しい揺ゆさぶりで、ボクは半ば叩たたき起おこされた。

「ふあい？　どうしたんだよう、さっちゃん。ボクに乱暴する気ぃ？」

「サフィヤファティです！　そっ、そんなえっちなことしません！」

「えっちなこととは言ってないけど」

「っ……！　～～～～!!」

　ぽすぽすぽす、と掛かけ布ふごしに殴なぐられた。あっはっは、こんな小さい子の拳こぶしなんて痛い痛い痛い!?

「そ、その技わざはボクに効くからやめて」

　名付けて力ちから技わざ。よく考えたらボクも一五の女の子だったね！

「はあ、はあ、ってそんなことより、早く起きてください！」

「ふあふ。どうしたの。慌あわててるね」

　あくび交じりに身を起こすと、さっちゃんはあわあわしながらボクに言った。

「お母様が、アイシア様をたずねて来てますから！」










「リリステラの子アイシアです。おはようございます」

　ボクの挨あい拶さつに、ディエナ夫人は長なが椅い子すに腰こし掛かけたまま、顎あごをそらして見つめ返してきた。

「……あら、魔ま族ぞくと人間の混血児と聞いていたのに、エルフのような挨あい拶さつをするものですわね」

　夫人の背後に控ひかえる番犬っぽい大型犬が、冷たくボクを見てる。人間の喉のどに嚙かみついたら、一いつ瞬しゆんで肉と気管を持っていけるサイズのやつだ。いや怖こわいな。

「はあ……エルフのこと、お詳くわしいんですね。もっと早く里でお会いしたかったです。ところで、こんなにも朝早くから、人間はずいぶんお元気なようで。もしかして、お忙いそがしいんですか？」

「あら、ごめんなさい。ずいぶんお怒いかりですのね？」

「……なるほど。エルフの言葉はよく分かってますね」

　ボクが言ったのは『エルフのこと知ってる風に言うけど、うちの里に来たことないじゃん。っていうか、そんな話いいから。朝っぱらからいきなりなんなの。よっぽど急ぎの用ならさっさと言えよ』って意味だ。エルフの長老たちはこういう感じで話すんだけど、一発でそれを理解する人間は少ない。

「ではディエナ夫人。ボクになにか、ご用でも？」

「……見に来ましたの。アナタを」

「？　ボクを？」

「ええ。……サフィヤファティが、櫛くしをもらったと聞きましたわ」

「あ、はい。あげました。喜んでくれるかなって」

「それだけのために？」

「まあ、はい」

　あ、もしかしてダメだったかな？　母親って人によって逆げき鱗りんの場所がちがうから難しいんだよなー。

「……お礼をしないと、と思いまして。けれど、うっかり忘れてしまって。……もし、必要になったら……いえ、アナタが、サフィヤファティに買いたい物があれば、私わたくしの家財は、ご自由になさってくださいまし」

「え？　は？」

「どうもごめんなさい。お騒さわがせしましたわ」

　すっと頭を下げて、ディエナ夫人は立ち去っていった。

　なんだったんだろ。










「さっちゃんは綺き麗れいな髪かみしてるよねえ」

「サフィヤファティです！　え、え、なんですか。これどういう編みかたしてるんですかー!?」

「ボクも昔はよくママに髪かみを編んでもらってたんだよね。懐なつかしいなあ」

「あのっ、頭の上に塔とうがあるんですけど！」

「あれ？　この土地の人間って、砦とりでみたいな家が好きなんじゃないの？」

「頭に乗せるのはいやです！」

　ほどいてください！　と何度も言われてしまったので、あちこちを固定していたピンや紐ひもを抜ぬいて崩くずしていく。

「お、お仕事のいきぬきって、言ったのに……！」

「ごめんごめん」

　良かれと思って髪かみを編んでみたんだけど、鏡を見たサフィちゃんはぷりぷり怒おこっている。期待を裏切ってしまったのかもしれない。怒おこっててもかわいい[image: はーと]

「わたしをいじめるヒマがあるんですか？」

「そんなに怒おこらないでよう！　たしかに忙いそがしいけど！」

　さらさらの髪かみに櫛くしを通して戻もどしながら答えると、サフィちゃんはうつむいて、自分の髪かみをくりくりとつまんでいじる。

「……あの、お母様に会ったんですよね？」

「うん？　うん」

　髪かみを元に戻もどしてから隣となりに座ると、サフィちゃんがおそるおそる、という感じで聞いてきた。普ふ段だんは生き真ま面じ目めにつり上がっている瞳ひとみが、おどおどと泳ぎながら見つめてくる。

「お、お母様は、わたしのこと、なにか言ってました……？」

「あ、えっと、ボクがサフィちゃんに櫛くしをあげたから。お礼に来たって」

「えっ、ほんとですかっ？　お母様、わたしのことでわざわざ……！」

　たったそれだけのことで、ぱあっとサフィちゃんの顔が輝かがやく。

「他には？　あの、あのっ」

「い、いやあちょっとした挨あい拶さつしかしてなかったからさ。そんなにいろいろ話してないんだよ。忙いそがしいみたいで」

「そうですか……。お母様は、いそがしいですから……」

　悲しげな愛あい想そ笑わらいで、サフィちゃんがそんなことを言う。いま仕事をサボってサフィちゃんの髪かみを編んでたボクが言うのはダメか！　裏目った！

[image: ]

「あ、あー、あー、そうだ！　あの、明日からボクちょっとここにいないかもしれない」

　話題を変えることにした。

「どうしてですか？」

「うん、そろそろボクも次の仕事を入れないといけないんだ。森に行ってくるよ」

「森に？　アイシア様が危ないところに行って、だいじょうぶなんですか？」

「そんなガチの不安そうに言わなくても。森はエルフの味方だからへーき。精せい霊れいが味方してくれる護ご符ふもあるから、危険な奴やつが近づいたらすぐ分かるんだ。森の中ならね」

「なにをしに行くんですか？」

「魔ま族ぞくに会いに行ってくる。開かい拓たくを、本格的に進めるためにね」

「……アイシア様は、なにがしたいのですか？」

　おっと、そこを聞いてくるか。

「とりあえずいまは……商会を綺き麗れいにしたい、かな？」

「なんのためですか？」

「もちろん、ママが来ても恥はずかしくないように！　エルフって名前つけてるのにこんなにばっちいと怒おこられちゃうよ！　師し匠しようとかに！」

　ってうわあ、反射的に答えちゃった！　ごめんさっちゃん！　ボクのママのこととかさっちゃんにはちょっとアレか？

「……もうっ、子どもみたいですね、アイシア様は」

　ビビったボクだけど、さっちゃんはクスクスと笑っていた。

「じゃあお家うちはわたしが、少しおそうじしておいてあげます」

「あ、そう？　ありがとう、さっちゃん」

「サフィヤファティです！　何回言わせるんですかっ！」

　怒おこられた。ちっちゃい女の子に𠮟しかられるとママを思い出してぞくぞくするなー。でゅふふ。
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「そういうことでね、魔ま族ぞくの人がうちの商会に来ることがあると思う。さっちゃんも魔ま族ぞくと顔を合わせることが増えると思うけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「サフィヤファティです！　子こども扱あつかいしないでください。そのくらい平気なんですから」

　わたしをいつも子どもみたいにいじり回したがる、困ったエルフ育ちのお姉さん。アイシア様。この人は、ずるい人です。

　領主様の幼なじみっていう立場を利用して、この町で好きなことをするつもりだそうです。

　そんなずるをさせないように、わたしは見はりをしています。お母様が、わたしに会ってそう言ってくれました。

　だから、毎日朝からずっと見はりをできるように、お世話係をしています。

　アイシア様は、寝ねぞうが悪いです。わたしが起こしに行くと、掛かけ布ふをぐちゃぐちゃにしながら寝ねています。すごいです。春でも朝は寒いのに、冬になったらしんじゃうかもしれなくてはらはらします。

　寝ねているのにどうしてそんなに元気なんですかって言ったら、うれしそうになでられました。意味がわかりません。

　アイシア様は、ずるいです。起き上がるまではぐずぐずしてるのに、起き上がったらすごく素す早ばやいです。

　タライにいっぱいの水を使って身を清めて、とってもきれいな絹で体を磨みがきあげます。木細工のくしでかみをきれいにするだけで、つやつやした頭になります。花の香りのする油を吸ったくしは、かみをいやしてくれるそうです。エルフの魔ま法ほうなのかなって思います。

　わたしにもやってくれました。なんだか、ちょっとお姉さんになれたきがします。

　わたしは見はり係です。お世話係もしていますけれど、それはアイシア様をだますためです。

　アイシア様はなにも知らないので、わたしがいつ部屋に行っても、商会に行っても、うれしそうに、おいでおいでと言います。

　わたしが聞いたら、なんでも答えてくれます。わたしが聞かなくても、これから行くところも、帰る時間も、教えてくれます。

　すぐ帰ってくるね、と言う時も、ちょっと遅おそくなるね、と言う時も、いつも頭をなで回されながら聞いています。

　アイシア様は、とてもむずかしいことを、平気な顔でやっています。いつもエルフの人たちならもっと上手にできるって言っています。谷エルフさんたちは、その言葉どおりとっても器用にあれこれやっています。

　でも、しへいをこの土地で作って、谷エルフさんたちにお仕事を渡わたして、なんでも準備してるのは、アイシア様です。

　こんなにきれいな人で、やわらかくて、やさしくて、なのに、気どらなくてむぼうびなところもあって、なんだかどきっとすることもあります。

　でも、わたしは見はり係なので、アイシア様にずるはさせません。

「これから、魔ま族ぞくの人たちが町にたくさん来るかもしれないです。アイシア様が言ってました。あと、えるふのごふ？　も、明日も持ってるそうです。お母様に、そう伝えてください」

「分かりました、サフィヤファティ様」

「……えっと、お母様は、つぎはいつ……会ってくれますか？」

　わたしが聞くと、お母様の使用人のかたはぺこりと頭を下げました。

「私どもには、分かりかねます」

「そうですか……ごめんなさい……」

　お母様はいそがしいので、あまり会えません。でも、きっとこのままがんばれば、また会ってくれると思います。

　アイシア様の見はり係は、とっても簡単です。その日あったことも、これからやることも、簡単に教えてくれます。

　なにをしているのかよく分からないけれど、いずれアイシア様も、ずるいことをやめてくれると思います。

　わたしは、ずっとまじめにがんばります。だからきっと、お母様もほめてくれると思います。そうしたら、こんどはウソのお世話係じゃなくて、ほんとうのお世話係をやってもいいです。

　アイシア様がお母様に怒おこられたら、わたしが仲直りさせてあげますから。

「さっちゃーん。ボク明日からまた森に行くけど、今度はちょっと遠くのほうなんだ。会えなくて寂さびしいかもだけど、お土産みやげ探してくるから許して～！」

「サフィヤファティです！　さびしくなんてないですから！」

　アイシア様は、ずるいです。わたしをぎゅってしながら、そういうことを言います。こんなにもぎゅってされてからだと、さびしいなんて言えないです。

「そうそう、サフィちゃん」

「なんですか？」

「ボクになにがあっても、サフィちゃんのせいじゃないからね」

「？　なんですかいきなり」

　急にへんなことを言われたりもします。よくわかりません。

　わたしが聞き返すと、アイシア様はにへらと笑ってわたしに抱だきついてきます。

「なにがあってもサフィちゃんのこと愛してるから、見捨てないでねってことだ！　よう！」

「な、なんなんですかいきなり！　もうっ！」

　アイシア様は、たまによく分からないことを口走ります。

　でも──きらいでは、ないです。

「みすてませんから、安心してください！」

　わたしがそういったら、アイシア様はへらりと笑ってうれしそうにしていました。しかたのないひとですね。











第十章　森の中の魔ま









「あのスヴァーラングの青二才が、森に立ち入る!?　それはまことですか、ディエナ様！」

　その日、ディエナが持ってきた情報にノルトークは激しく立ち上がった。

「ええ、たしかな情報ですわ。彼ら、ついに魔ま族ぞくたちを町に引き入れようとしていますわ。その手始めとして西側の集落をいくつも回る、と」

「いったいどうやってそれを知ったのですかな？」

「ノルトーク様のこれまでの努力は、殿でん下かとて見過ごせなかった、というだけですわ。私わたくしに任せきりだった魔ま族ぞくたちへの徴ちよう税ぜいを、今後はもっと違ちがう形でも行いたいと、私わたくしのところへ断りがありましたの」

「なっ、ももも森へ!?　いかん！　それはいかんですぞ！　魔ま族ぞくどもがもし告げ口するようなことをすれば、魔ま族ぞく狩がりのことがばれてしまう！　それに、森の徴ちよう税ぜいは我らの特権のはず！　ディエナ様、すぐにでも家臣団を交えてそれを主張していただかねば、儂わしらの評判が……!!」

　慌あわてふためく商人を、ディエナは赤あか児ごを諭さとすようにゆったりとなだめる。

「落ち着いてくださいまし、ノルトーク様。これは、逆にチャンスなのです」

「ちゃ、チャンス？　なにがですかな？」

「いま、街かい道どうのほうで、盗とう賊ぞくたちが騒さわがしいですわよね？　兵士たちは、引退戦士まで引っ張り出されているほどですわ。そのせいで、森に立ち入る殿でん下かにお供の兵士はおりません」

「んなっ!?　そ、それでは……」

「ええ、そうですわ。エルフと、殿でん下か。たったふたりだけで森へ入るようなのです。もしもノルトーク様が、あれらを実力で排はい除じよしたい、とお考えでしたら──」

「……ふたりまとめて、消してやるチャンスということですな？」

　ぎらり、とノルトークは悪あく辣らつな笑えみを浮うかべる。

「く、くははは、これがディエナ様が仰おつしやっていたチャンスですな!?　森の奥なら、なにをしようと魔ま族ぞくでも賊ぞくでも罪をなすりつけられる！　我々が疑われることはないですなあ！」

「辛しん抱ぼうが実を結びましたわね、ノルトーク様」

　ディエナ夫人の微笑ほほえみに、ノルトークは太った体を揺ゆらして機き嫌げん良よく語る。

「ううむ、そうですなあ！　最近は紙し幣へいを扱あつかわないというだけで行商人も寄らぬし、他の商会もよそよそしい態度を取りおって、なんとも腹立たしいかぎりでしたからな！　手下どもも何人かは我が商会から逃にげおる始末！　許しがたい!!」

　既き得とく権けん益えきの構造が役に立たないと悟さとるや、ノルトークに従っていた商会主たちは徐じよ々じよに態度を翻ひるがえしつつあった。

　紙し幣へいを扱あつかい、新しい大工たち向けの商売を始め、エルフフェアー商会に開かい拓たくの予定を問い合わせ、商売の便乗を模も索さくしていたのである。

　いまや紙し幣へいを使えないノルトーク商会にまだ従っているのは、彼と付き合いを深めすぎて離はなれられない一部の商人と、手下たちだけである。

「それもこれも、あのエルフの仕し業わざに違ちがいない……分かっていながら手出しをしないことの、なんと歯がゆかったことか!!」

「ええ、ええ。それでは、森の奥でことを起こすのですわね？　ですが、いったいどのように？　従業員が減っていては、あの殿でん下かには勝てませんわよ」

　心配げに体をかき抱いだくディエナ夫人の、腕うでの中で歪ゆがむ大きな双そう丘きゆう。それに目を奪うばわれながら、ノルトークは自信満々に腹を叩たたいた。

「く、くくく、儂わしもただ手をこまねいておったわけではありませんでな……！　盗とう賊ぞくたちに利を説いて金を払はらい、協力をお願いしてあり申すのでな！」

「まあ、そのようなことを？」

「グフフフフ、我が商会に盗とう賊ぞくの連れん絡らく員いんを招いておりまする。彼から盗とう賊ぞく団だんへエルフどもが森を巡じゆん回かいすることをお教えし、若造を奇き襲しゆうするのに絶好の機会と知らせていただきましょうぞ」

「あらあら、ノルトーク様はもうそれほどに盗とう賊ぞくたちとお近づきになられたのですわね？　もはや盗とう賊ぞくたちの一員のようですわ」

「町が広がれば、いずれ盗とう賊ぞくたちも支配している魔ま族ぞくの集落や自分たちの砦とりでを、スヴァーラングに勘かんづかれる。ちと高くつきましたが、奴やつらとは利害が一いつ致ちすることに気付きまして！　たったふたりで森を探たん索さくするなどという好機、逃のがす手はありませぬ！　さっそく人をやらねば！」

「ええ、いずれ気付かれてしまうなら、早く手を打つに越こしたことはありませんわね。さすが敏びん腕わんの商人様ですわ……。それでは、そちらはお任せいたします。私わたくしは、彼らに森での徴ちよう税ぜいを許すと答えますけれど、構いませんわね？」

「無論、無論ですとも！」

「うふふ、頼たのもしい……。よろしくお願いしますわ、ノルトーク様」

　ディエナ夫人は芳かんばしい香こう水すいの匂においだけを残して、立ち去った。ノルトークは上じよう機き嫌げんに部下へと指示を出す。

「盗とう賊ぞくどもへ使いをやって教えてやれ！　若造と小こ娘むすめが西側の集落を回るつもりだとな！　犯おかすも殺すも徹てつ底てい的てきにやってもらう！　ハッ、生かしておるフリで、身みの代しろ金きんを出させるのも良いいかもしれぬな。その時は儂わしが家臣団や商人どもから徹てつ底てい的てきに巻き上げてやる！」

　しかし、言われた部下は不安げに身を揺ゆらした。

「ノッ、ノルトーク様、本当によろしいのですか……!?　貴族の殺しに関われば、極きよつ刑けいを免まぬがれません。それに、この地はスヴァーラングでもっているようなもの、彼らの跡あと継つぎを失えば、これまでどおりのこともできるかどうか……」

「うるさい！　バレなければ良いのだ！　スヴァーラングが瓦が解かいするならば、ディエナ様や他の貴族がこの土地を買かい叩たたくように仕向けるだけのこと！　ディエナ様も、それを目当てにしておるに決まっておる！」

「で、ですが、盗とう賊ぞくどもは？　スヴァーラングが共通の脅きよう威いだからこそ賊ぞくに道理が通じますが、奴やつらは邪じや魔ま者ものがいなくなれば行商人や我々を襲おそうのでは……」

「ふん、不安に思うことなどあるか！　奴やつらには十分な額の賄わい賂ろを払はらってやっておる！　金が惜おしくないわけがない。エルフの商会さえいなくなれば、いままでどおりうまくいくようになる！」

「失敗すれば、賊ぞくとの繫つながりも我々の魔ま族ぞく狩がりも露ろ見けんしてしまうかもしれませんが……」

「そんなもの、もはや時間の問題であろうが！　どうせこのまま町が広がれば、同じことになる！　それくらい考えろバカが!!」

　ノルトークはまだ食い下がる部下を殴なぐりつけた。鼻血を出してよろめく部下の血で汚よごした手で、改めて指を差して指図する。

「さっさと賊ぞくに使いをやれ！　この愚ぐ図ずが！」

　実際、ノルトークの言い分は正しい。

　魔ま族ぞく狩がりがスヴァーラングにばれるだけなら、徴ちよう税ぜい吏りとして足りないぶんを補ったという言い訳も通るかもしれない。売った相手を奴ど隷れい商しように偽ぎ装そうすることもできる。

　だが盗とう賊ぞくたちは買った奴ど隷れいを自分で使し役えきしているという。賊ぞくが討とう伐ばつされれば、その奴ど隷れいの仕入れ先は当然のように判明してしまう。都合良く奴ど隷れいが全部死んでくれていても、魔ま族ぞくの集落側からばれるに決まっている。そうなれば、賊ぞくの協力者として処断されてしまうのだ。

　だから、その場においてはむしろ商人として先を読む力があるだけ、ノルトークの言い分は正しいことではあった。

「グッフッフッフ、儂わしをよく追いつめおったな、エルフめ。だがおめおめと引き下がると思ったら大おお間ま違ちがいだ。その森の中でくたばるがいい！」
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「ギギ──ッ!!」

　鬱うつ蒼そうとした森の中で、獣けものみたいな声が轟とどろいた。でもそれは獣けものの声じゃない。二足で走る小こ柄がらだが人型の種族。小鬼人ゴブリン族ぞくのものだ。

　浅黒い肌はだと小さな角を持つ彼らは、成長しても人間で言えば子どもていどの大きさしかない。

「オギャー！　食われる！　食われるようダリオスー!!　へーるぷ！　救助してよう！」

「……『魔ま族ぞくは言うほど物ぶつ騒そうじゃない』んじゃなかったのか？」

「ゴブリンなんて遠目にしか見たことないっつーの！」

「よくそれであんな自信満々に言ったな？」

　網あみにかかって吊つり上あげられたボクを、ダリオスは呆ぼう然ぜんと見上げている。

「なにぼーっと見てるんだ見世物じゃないぞさっさと助けろ！　よ！」

　ボクたちは小鬼人ゴブリン族ぞくに会うために、森の奥へと足を踏ふみ入いれていた。ゴブリンの集落を見つけるために、街かい道どうから離はなれて森に分け入り、足あし跡あとっぽい痕こん跡せきを（ダリオスが）見つけて辿たどっていった。

　でもって炭の匂においがしたので、あー完かん璧ぺきにこっちだわと歩いていったら、いきなり地面から網あみがばさーって！　罠わなが！　宙ちゆう吊づりに！

「高いよう！　怖こわいよう！　よ、寄るな！　寄ってくんなー!!」

　ゴブリンが森の中からぞろぞろ出てきた！　うぎゃー！

「……エルフ、子ども？」「やばい」「おろせおろせ」「人間いる、どうする」

　顔を見合わせるゴブリンたち。

「俺はスヴァーラング家のダリオス・スヴァーラング。小鬼人ゴブリン族ぞくの者たちと見受けるが、この罠わなはそちらのものだろうか」

　ボクを見上げていたダリオスが大声で名乗って話しかけると、ゴブリンたちは慌あわてて手に持っていた棒を投げ捨て、目配せし合ってお前がお前がという雰ふん囲い気きで仲間を小こ突づく。

　最終的に、その中のひとりが全員の視線を集めて諦あきらめたように前に出た。

「人間の貴族、言うとおり。我らの罠わな。獣けもの用よう」

　小鬼人ゴブリン族ぞくは成長がとても早く、粗そ食しよくにも耐たえて生きるが、短命で体の成長に経験がついていかないせいか、言葉が拙つたない傾けい向こうがある。

　ダリオスはうなずいた。

「俺の連れを、下ろしてもらいたい」

「下ろす、すぐに。申し訳ない」

　重りに使っていた丸太にゴブリンたちがとりついて、網あみと繫つながるロープを解く。

　ボクは落ちた。

「オギャー！」

「はいはい」

　地面まで落ちる前に、ダリオスがキャッチしてくれた。あ、あぶねー。

「止めたのに先に行くからこうなるんだ」

「うるさいな！」

　網あみから解放されて地面に下ろされて、ようやくボクはひと心ここ地ちつく。ふへえ。

「エルフ、様？」「おかしい」「ないない」「偽にせ者もの？」

　すんすんと鼻をかぎ鳴らしてゴブリンたちがボクを見ている。

「ギギ、そちら、エルフか？」

　言葉の発音も身に着ける服や装そう飾しよく品ひんもエルフの魔ま力りよくがたっぷり染しみついているので、種族によってはエルフと見分けがつかないんだろう。

　ボクは肩かたをすくめた。

「エルフの養子だよ。半分人間の。もしくは、半分魔ま族ぞくの」

「そうか、ですか」

　納なつ得とくした風にうなずくゴブリン。後ろのやつらはほっと胸を撫なで下おろしていた。まあ、エルフって身内が攻こう撃げきされるとすぐ怒おこるからね。純じゆん粋すいなエルフなら、罠わなにかかるような恥はじをかいたら怒おこり出だすだろうし。

「貴族様と、エルフ似た半分魔ま族ぞく、なにがあってここに来た？」

「単純な用事だよ、ゴブリンの人。きみらの集落は税を納めてないよね？　何年も。それは人間的には犯罪だぞ犯罪」

　ボクが言うと、ゴブリンたちは「うっ」と後ずさりした。自分たちが住み着いている場所は、人間の領地であることは分かっているのだ。

「……人間たち、後から森に来たくせに」

「はー？　お前たちだって、後から流れ着いてきたゴブリンだろー？」

「そ、そんなことどうして分かる」

「あ？　ボクが育ったのはエルフの里だぞ？　そのくらい分かるんだ！　よ！」

「ギギ……」

　顔をそらして黙だまるゴブリン。そうなのだ、ここは〝魔ま界かい〟と呼ばれる僻へき地ちだ。北の大国から、人間のみならず魔ま族ぞくの流れ者も流れてくる。

　ウッドフェローズからそう離はなれていない程度の場所に住み着いているのは、新参の流れ者だ。長く森に住んでるようなゴブリンの雰ふん囲い気きじゃない。

　なんとなくだけど、地元民ぽくないやつって分かるじゃん？

「流りゆう民みん扱あつかいでお目こぼしされてただけだよ。森で炭焼いてるようなマネが、ずっと無税で見過ごされると思ってた？　おおん？」

　切きり倒たおされた木の切り株と、こんもりとした土の山がある。窯かまを使わない、稚ち拙せつな炭焼きだ。切った木材を集めて土をかぶせて、その中で炭を作るのだ。非効率的だけど、道具や設備がいらないので安上がり。

　こういうことが見て見ぬフリをされてたのが、ウッドフェローズの限界だったのだ。

　いままでは。

「年ねん貢ぐの納め時なんだよ、森で隠かくし畑ばたとか作ってるやつらの。優やさしく言ってるうちに払はらった方が得だぞ？」

「脅おどす、嫌きらい。お前エルフ様、似ない」

「ふん、いまさら言われるまでもない。師し匠しようにはよく不ふ肖しようの弟で子しって言われてるもんね！」

　ゴブリンがボクを見ながら鼻に皺しわを寄せる。ボクも同じ顔をしてついでに中指まで立ててやる。おお？　負けないぞコラ？

「まあまあまあ、魔ま族ぞくの人たちも、いろいろあると思うから」

「……ふん、次期領主様が言うから引き下がってやる」

　ダリオスが割って入ってくる。渋しぶ々しぶ、という体ていでボクはゴブリンを睨にらみつけるのをやめた。

　ゴブリンはそれで、ボクよりダリオスと話す方を選んだようだ。

「人間……徴ちよう税ぜい、する気か？」

「ええまあ。我らスヴァーラング家も、さすがに腹を空かしてはこの地を守り続けられない」

「人間が満腹なら、お前らなんてパーンだぞパーン！」

「アイシア」

　じろりと睨にらまれたので、目を逸そらして黙だまる。ボク荒あら事ごときらい。

「パーン、嫌きらい」

「そうじゃなくて……いまスヴァーラング家は町を大きくしつつある。小鬼人ゴブリンの集落に案内してもらいます。この辺の顔役になるような集落だ」

　怯ひるんだ顔をするゴブリンに、ボクはダリオスの後ろから言った。

「ここで断ったら今度は傭よう兵へいが来るぞー」

「アイシア！」

　また睨にらまれたので黙だまった。まあ睨にらまれようがなんだろうが、ゴブリンのほうには効果があったのでよしだ。










「税なんて、無理。我らは、飢うえてしまう」

　小鬼人ゴブリン族ぞくの呪い士シヤーマンは、重々しくそう言った。おそらく集落で最年長で、長老のようなまとめ役なのだろう。なぜ分かるって？　小鬼人ゴブリンが魔ま法ほうを使うのは、種族的には老人と呼ばれるくらい歳としを重ねないと無理だから。

　ゴブリンたちが森の中に作っていた集落は、主に土と木と草でできた小屋が散在する、簡易な野営地といった風ふ情ぜいだった。

　集落の広場で立ち話になってしまっているのは、たぶん来らい賓ひんという存在を想定してない建物ばかりだからかな。まあ、人間が快適に入れるサイズの小屋がそもそも見当たらないし。集落のゴブリンたちは、こちらを不安げに見ている。

「それについては、こちらでもいろいろと考えています。あなたたちには飢うえずに、この領地でまともに、暮らしてほしい。あなたたちだって、鉄の鍋なべや斧おのを使ったほうが暮らしはずっと楽になるはずです」

　ダリオスが真しん摯しな態度でそう言うと、呪い士シヤーマンの張りつめた態度が少しゆるむ。

　石せき斧ふで木を切きり倒たおせても、のこぎりが無ければ平らな板すら作れないのだ。人里から離はなれるだけ、暮らしぶりは辛つらくなる。ゴブリンたちだって、まともな暮らしができるならそのほうが嬉うれしいはずだ。

　まあでも、

「話を進めるのもいいけどー。ボクとしては、先に炭の取引相手の居場所が知りたいな」

「……なんの、ことだ」

　まあでも、集落を観察すればべつの疑問が湧わいてくる。

「炭焼場で炭をたくさん焼いてたけど、この集落に製せい鉄てつ炉ろとかが無いんだよね。だけどちらほら鉄製の槍やりがある。まあ石器じゃ魔ま獣じゆうに勝てないから当たり前だけど。炭とか食べ物を、武器と交こう換かんする必要がある。でも、行商人たちから魔ま族ぞくと武具を売り買いした話は聞かないし」

　魔ま族ぞくが町に姿を現せない以上、街かい道どうで行商人とこっそりやり取りするくらいしかできないはず。けれど行商人たちは魔ま族ぞくを怖こわがっている。武器を買いたいと言われてはいどうぞと言う人はいない。

　ということは、彼らには真っ当ではない別の取引相手がいるはず。そういうことだ。

「……なんの、ことだ」

「ごまかす語ご彙い少ないな！　隠かくす気か？　こっちはエルフに頼たのんで探してもらってもいいんだぞ！　森の精せい霊れいがどっちに味方するか、賭かけてみるかー？」

　呪い士シヤーマンはボクのハッタリに困り果てた様子で身を小さくした。ゴブリンたちが息を吞のむ。

「アイシア、彼らだって分かってるよ。でも相手への義理もあるだろうし」

「そのとおり、そのとおり領主様。我ら、裏切れない」

　ゴブリンを庇かばうダリオスに、呪い士シヤーマンが同意する。

「……分かりました。近いうちにまた来るので、今度は良いいお話ができると信じてます」

　ダリオスが呪い士シヤーマンにそう言って肩かたを叩たたいたところで、ゴブリンたちはほっと胸を撫なで下おろしていた。今回はここまでで引き上げるしかないか。










　町に帰る道すがら、ボクはダリオスに向けて言う。

「ほーらね、後ろにもっと大きい組織がいるんだよやっぱり」

「こんな辺境にいる後ろ暗い組織と言えば……まあ、盗とう賊ぞくたちだな。奴やつらのせいで行商も滞とどこおって兵士も狩かり出だされてるのに、魔ま族ぞくたちにまで影えい響きようがあるとはなぁ……。思ったより組織立ってる奴やつらだったんだな。くそ、見み逃のがしてた」

　ゴブリンの呪い士シヤーマンは『そのとおり』と言っていた。取引相手がいる、と自白したようなものだ。ひとりが責め立てて、もうひとりが庇かばうようにして相手から情報を引き出したり、口を滑すべらせるように誘ゆう導どうする。この程度の小こ芝しば居いは、尋じん問もんの基き本ほん技わざである。

「ところで、アイシアはなんでそういうの分かるんだ？」

「ニュートンボクって造ぞう幣へい局きよくで働いてたからね。貨か幣へい偽ぎ造ぞう犯罪組織シンジケートがあってさあ、壊かい滅めつするまで犯罪者どもを山ほど捕つかまえたんだ。

　くくく、犯罪者の頭で、ボクを謀はかれると思うなよ？」

「……造ぞう幣へい局きよくってそういうところだっけ？」




　　　　　　　▽




　アイザック・ニュートンが造ぞう幣へい局きよくの監かん事じとして就任し、監かん事じの捜そう査さ権けん限げんを振ふるうようになると、次々と贋にせ金がね師しが摘てき発はつされるようになった。贋にせ金がねや違い法ほうな改かい鋳ちゆうの摘てき発はつのために、監かん事じみずからしょっちゅう尋じん問もんに出向いている。たいていの犯罪者は、死し刑けいの延期や劣れつ悪あくな環かん境きようのニューゲート監かん獄ごくで優ゆう遇ぐうされるために治安判事でもあったニュートンに仲間の情報を売っている。

　また、ニュートンは通つう貨か偽ぎ造ぞう犯はんを摘てき発はつするために、頻ひん繁ぱんに居酒屋や貧ひん民みん街がいに出かけていった。

　犯罪組織シンジケートの内通者に酒をふるまって内情を聞きだし、偽ぎ造ぞうに関わった者たちにいくばくかの金を与あたえてまで証言を集めて記録した。驚おどろくべきことに、それは警察という組織が誕生する以前の時代の話である。ニュートンは私費を投じて元犯罪者たちを自分の諜ちよう報ほう員いんに仕立てあげ、贋にせ金がね師したちを次々と処しよ刑けい台だいへ送り込んだ。

　当時の贋にせ金がね師しの証言に「あの野や郎ろうがいなければ、うまくいっていたのに」とニュートンを呪じゆ詛そする調書があるほどだ。
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「まあ、このまま魔ま族ぞくの集落を回れば、盗とう賊ぞくたちの手がかりは摑つかめるかもよ。魔ま族ぞくは小鬼人ゴブリンだけじゃないし、獣じゆう人じん族ぞくなんかは森に暮らして長い。盗とう賊ぞく団だんよりスヴァーラング家と、付き合いのあるエルフの方を信じて賊ぞくのこと話してくれそう」

「……ずっと手をつけられなかった、ウッドフェローズの長年の課題だな。魔ま界かいに潜ひそむ盗とう賊ぞくどもは。武力ならスヴァーラング家の得意分野だけど……奴やつらの拠きよ点てんがどこにあるか……」

　賊ぞくの砦とりでは当然ながら森の深い場所で、傍はた目めに見ても自然に溶とけ込こむように偽ぎ装そうされ、罠わなも張はり巡めぐらされた要よう塞さいにしてあるものだ。

　並みの探たん索さくでは見つからないし、相手も警けい戒かいして魔ま族ぞくたちからも居場所が分からないように工く夫ふうしているはず。

「まさかあっちから居場所が分かるようなことをしてくれるわけもないしな……」

「うーん、本当に森の精せい霊れいに頼たよろうか。谷エルフさんたちに探してもらうとか……。でも手がかりゼロからだとね……。せめて賊ぞくのひとりも捕つかまえられればな……。

　ボクがもっと魔ま法ほうとかもいっぱい使えたりしたらふぎゃっ！」

「おっとごめん」

　ボクの前を歩いて道を開いてくれていたダリオスがいきなり立ち止まって、その背中に思い切りぶつかってしまった。

　鎧よろいを着た男の背中とかもう壁かべだよ！　いてえよ！

　なのに鼻を押さえてうめくボクに、ダリオスは振ふり返かえりもしない。

「なんなんだよう」

「うん、ちょっと。少し戻もどって」

　早く早く、と手ぶりで急せかされるのでボクは仕方なく後ろ向きに歩いた。一〇メートルくらい戻もどったところで、バシン、と音が立つ。弓鳴り!?

　慌あわてて伏ふせたボクのすぐそばに矢が突つき立たった。当たる位置じゃなかったけど怖こわいものは怖こわいわ！

「オギャー！　あぶねー!!」

「古参兵並みに反応早い」

「森でぼけっとしてたら師し匠しようにころされるもん。っていうか敵てき襲しゆうだよこれ！　うっわ出たー!!」

　意外そうにボクを見るダリオスは、すでに剣けんを抜ぬいてるけど敵を見てなかった。前を見ろ前を！　ほらあれ！　噂うわさの盗とう賊ぞく団だんだろこれ！

　指差した先に、獣じゆう人じんらしき人ひと影かげが現れてる。それも、十数人はいる。待まち伏ぶせだ。射しや手しゆは樹上。でも全員がボクたちの前にいるので包囲はされてない。

　たぶんダリオスは、これに気付いてボクを下がらせたのだ。

「カンが鋭するどいな！　ガキにしちゃ大したもんだ」

　相手がだみ声でボクたちに叫さけんでくる。

「獣じゆう人じんか？」

　ダリオスが目を細めて言う。が、ボクはその言葉に逆の確信を得た。

「違ちがうよ。これ獣じゆう人じんの訛なまりと声じゃないし。たぶん人間」

「じゃあなんで耳が頭に生えてるんだ？」

「そんなの知らないし。そういう趣しゆ味みなんじゃない？」

　目を凝こらすと、たしかに獣けものの顔じみた獣じゆう人じんの頭部がそこにあって……うげ！

「うっぷ、最悪だ……！」

「アイシア、どうした？」

「あ、あいつらの帽ぼう子しと服、獣じゆう人じんの頭ず蓋がいと皮で作ってる……！」

　吐はきそう。シルエットが獣じゆう人じんっぽい理由が判明した。剝はく製せいにした獣じゆう人じんの頭ず蓋がいから下した顎あごを外して、それを頭に乗せてるのだ。なるほど、魔ま族ぞくが裏切れないって言った意味分かったわ。

「……分かった。もう見なくていい。後ろで大人しくしててくれ」

　ダリオスは前に歩いた。

「お前たち、どこから来た！」

「へっ、知ってどうするってんだお貴族様が！　のこのことこんなところを歩いてんのが悪いんだよ！　楽に殺されたきゃ、剣けんを捨てな！　でなけりゃ、生きたまま皮を剝はいでやるぜえ？」

　おええ……。人間の皮も着るの、あいつら？　気持ち悪すぎる。

「貴族様、と言ったな？　俺の名前を知っているのか？」

「へへへ、スヴァーラングだろ。ここいらの、辺境の領主ふぜいに、北の大国で暴れる俺たちが、ビビると思ってんのかぁ？」

「……だったら、傭よう兵へいじゃあないな。ただの暴力バカどもか」

「あ？　なに言ってやがるガキが。いいから今すぐ剣けんを捨てろ！」

　ダリオスは相手の威い嚇かくを聞いて、ため息を吐つく。もちろん、剣けんを持ったまま。

　ボクはそそくさと木の裏に隠かくれた。あんま腕うでは良くなさそうだけど、弓で狙ねらわれるのは気持ちいいことじゃない。

「おうおうお嬢じようちゃん！　逃にげないでくれよ？　走って捕つかまえんのはめんどくせえ！　そんなことされたら、捕つかまえた時に膝ひざを割っちまうぞお！」

　射しや手しゆがそんなことを叫さけんできた。

「うるさい！　やめろばか！　かえれー！　帰ったほうが身のためだぞー！」

「身のため？　げっひゃひゃひゃ、エルフのあそこはトゲでも生えてんのかぁ？」

　盗とう賊ぞくたちが、一いつ斉せいに下品な笑い声をあげた。ひい、きもい。

「アイシア、会話なんてしなくていい。こいつらは、言葉を知ってるだけの豚ぶただ。戦場でよく見かけた手合いだ。傭よう兵へいのフリをして掠りやく奪だつをする、ダニ以下の寄生虫に似てるなにかだよ」

「……んだとぉ？　ガキが」

　ダリオスの言葉に、笑い声が止まった。盗とう賊ぞくたちの気配が、不ふ穏おんさを増す。

「おい！　これが最後だ！　剣けんを捨てろ！　でねえと、テメエの目の前で連れの女を──」

「おい」

　ダリオスが、剣けんを持ち上げた。相手を睨にらんで、喋しやべっていた男に剣けん先さきを向ける。

「貴様から殺す」

　宣言した。

　盗とう賊ぞくは息を吞のんで、ダリオスを見る。そこにどんな顔をした男がいるのか、まあ、背中が粟あわ立だつくらい殺気に満ちた声で、なんとなくだけど分かる。こわ。

「──や、やれぇ!!」

　矢が飛んだ。四本。樹上からと別方向から。

　どれも空むなしく地面に刺ささった。身を低くして走り出したダリオスにはかすりもしない。

　突とつ撃げきするダリオスに、横合いから何本もの槍やりが突つき出だされた。あえて姿を現した盗とう賊ぞくは囮おとりで、反はん撃げきに備えた伏ふく兵へいがいた。

　轟ごう音おんが連なって激音となる。

　ダリオスは突つき出だされた槍やりに向けて剣けんを一いつ閃せん。柄えも鉄の穂ほ先さきも区別せずに、すべて両断した。そして、いちばん手近な賊ぞくに反はん撃げきの一いち撃げき。見た目には麦むぎ藁わらよりも軽く、賊ぞくふたりの腕うでと胸が鎧よろいごとまとめてはじけ飛んだ。

「ぶ」「え」

　驚おどろきに目を見開いて、男たちが崩くずれ落おちる。

　伏ふく兵へいはさらにひとり。ひときわ体のでかい盗とう賊ぞくが、ぶっとい棍こん棒ぼうを持ってダリオスに飛びかかってきている。おそらくこれが本命トドメだ。相手が普ふ通つうだったら。

　ダリオスは振ふり下おろされる棍こん棒ぼうを下から殴って大男の手からぶっ飛ばした。岩でも割れそうな鈍どん器きの一いち撃げきを、拳こぶしで正面から打ち返すとか意味分からん。

　ボクと同じ思いをしているだろう大男の盗とう賊ぞくが、革かわ鎧よろいごと腹を横よこ薙なぎにされて木の人形みたいに吹ふっ飛とぶ。牛みたいに太い体を持っていたので、両断はされなかった。半断くらいだ。

　まあ人間って内臓を半分断たたれたら死ぬけど。

　ダリオスが手を伸のばすと、ちょうどそこに落ちてきた棍こん棒ぼうが手に収まる。

　身を回しながら、投とう擲てき。

　旋せん回かいする棍こん棒ぼうが、樹上の射しや手しゆを薙なぎ払はらう。二の矢を番つがえようとしていた男が、両りよう膝ひざを砕くだかれて地面に落ちた。その頃ころには、奇き襲しゆうをかけた槍やり手てが全ぜん滅めつしている。

　ダリオスは剣けんを払はらって血ち糊のりを地面に吸わせてから、大立ち回りに息を荒あららげる様子すらなく、盗とう賊ぞくたちに向き直る。

「順番が狂くるったな？　……もう一度行く。お前から向かってこい。手間が省ける」

　貴人らしい傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを発揮して、ダリオスは改めて盗とう賊ぞくたちに向かって走り出した。

「ばっ、化ばけ物もんかよぉ！」「話が違ちがう！」「ひいいいっ！」

　男たちの悲鳴をよそに、ボクはそっと木に背中を預けて目を閉じる。いやーもうどっちが勝つかとか見るまでもなく。

　スヴァーラング家の持つ唯ゆい一いつの財産を、彼らは知らなかったらしい。いまの時代では領主が持っていても金に換かえにくいもの。

　つまり、武力である。

　いやまあ、普ふ通つうは二〇人以上の待まち伏ぶせで勝てないとは思わないよね。傭よう兵へいじゃない、とダリオスが言い切ったのはそのせい。

「傭よう兵へいなら、戦場で暴れた〈巨人スヴアーラング〉に、この人数で近寄らない。うん、確かに」

　巨きよ人じんの末まつ裔えいに違ちがいない。そう言われてついた二つ名を、そのまま家名にしたのがスヴァーラング家の初代なのだ。

　ずしん、とまさに巨きよ人じんの足音じみた剣けん戟げきで森が震ふるえるのを聞きながら、ボクは哀あわれな獣じゆう人じんたちのために、黙もく禱とうした。











第十一章　滅ほろびは連れん鎖さする









　盗とう賊ぞくの襲しゆう撃げきを受けて、その場で返かえり討うちにした。

　次期当主から聞かされた内容に、家臣団はどうにか小言をひねり出した。「だから森は危ないと言ったのに」「いつかやられると思いましたぞ。賊ぞくの一党すべて返かえり討うちとはさすが」「もっと慎しん重ちようになっていただかねば。悪漢が死んだのは喜ばしい」「危ないことはおやめくだされ。だが敵はスヴァーラングを知らんな」そんな調子で。

　渋しぶい顔を作りながらも、敵を全員血祭りにあげた当主の手しゆ腕わんには、どこか誇ほこらしげである。傭よう兵へい上あがりのスヴァーラング家家臣団は、もとより傭よう兵へい団だんの郎ろう党どうがそのままついてきただけなのだ。つまりは全員が戦士である。

　もしもこの場にアイシアがいたら「小言どころか褒ほめてるだろお前ら」と率そつ直ちよくな感想を述べたにちがいない。

「脅おどしながら戦ったのに、残念なことに盗とう賊ぞくたちは最後のひとりまで抵てい抗こうしたから、殺すしかなかった。どうも怖おそろしい頭目がいるらしい。尋じん問もんはできなかった」

　ティンダリオスが言ったことに、家臣団は唸うなる。盗とう賊ぞく団だんにありがちだが、手下まで恐きよう怖ふで支配するタイプの輩やからだ。投降して口を割れば拷ごう問もんしながら殺されるという恐きよう怖ふ。

　ならば、それなりの規模の賊ぞくがいることになる。少数では見せしめに使う手下すらいない。

　少し落らく胆たんの気配が漂ただよう。せっかく姿を見せた盗とう賊ぞくだ。捕つかまえて砦とりでの場所を吐はかせることができていれば……とは傭よう兵へいたちの共きよう通つう認にん識しきだった。

　そんな家臣団に向けて、ティンダリオスは続ける。

「けど、アイシアを筆頭にしたエルフたちがいろいろと調べてくれた。なんでも身についた花粉やなんかで、どちらの方から来たかが分かるとか」

「おおっ、なんと！」「たかが花粉で？」「森の精せい霊れいの力ですかな」「エルフと森の中で戦うな、とはよく言ったものだ」「ということは……まさか……」

　傭よう兵へいたちが次期当主の言葉を待っている。その先にある、結論を予感して。

　そして、ティンダリオスは告げた。

「盗とう賊ぞくたちの拠きよ点てんは、ほぼ見当がついた。征せい伐ばつ隊たいを編成して出しゆつ撃げきし──賊ぞくの砦とりでを陥おとす。ウッドフェローズが長年抱かかえていた負ふ債さいに、一気にケリをつけるぞ！」

「「「オオオオオオオオオオオオオ────!!!!」」」

　血を滾たぎらせて、傭よう兵へいたちが吠ほえた。

　それはスヴァーラング家が、まさに待ち望んだ戦い。傭よう兵へいとしてではなく、自らの領民のため、家名のための戦い。

　臆おくする男など、ひとりもいなかった。




　　　　　　　〇




　その時ノルトークは、赤ら顔でワインを飲み干していた。

「盗とう賊ぞくごときがぁ、待たせおってぇ。しかし、グフッ、今日こそ、エルフの最後じゃあ。まったく気分が良いいのう。アレが、いなくなればこの町はまた儂わしのモノに……ひっく。タダ殺すのはちぃともったいないが、エルフは増えた。残りの六人を捕とらえて……グフフ……！」

　すっかり酔よっ払ぱらいながら、ティンダリオスとエルフが死んだという報告を待つ。殺したあとのことを夢想しながら酒を呷あおるのが、ここ数日のノルトークの日課だった。

　そんな彼のところに違ちがう報告をすると激げき怒どするので、部下たちは酔よっ払ぱらったノルトークに寄りつかなくなっている。

　彼自ら「いらんことは報告するな」と部下に言い置いているため、血相を変えた部下が走り込んできた時、ノルトークは酒精に満たされた頭で有う頂ちよう天てんになった。

　きっとすべて好転しているにちがいない。

　エルフも次期領主も賊ぞくに殺され、それを生きてるように見せかけて身みの代しろ金きんをせしめる。町に残っているエルフたちは、その身みの代しろ金きんを払はらうためと言って奴ど隷れいにする。領主は意い気き消しよう沈ちんして、ディエナがスヴァーラング家の実権を握にぎり、自分は好き放題にできる。そしてすぐに大都市へ引ひっ越こして、奴ど隷れいにしたエルフを侍はべらせながら大商人へと出世するだけ。

「ノルトーク様！」

「おおおっ、ついにやったか!?」

　しかし、部下が詳しよう細さいを話すにつれ、その赤ら顔はみるみると青ざめていった。酒の気配は完全に陽から陰いんに転てん換かんし、顔色はいっそどす黒くなっている。

「バカなっ……！　バッババッババカな……!?　そそそそんな、なぜ!?　なぜ若造が生きておる！　なぜエルフが帰ってくる!?　盗とう賊ぞくどもは何を!?　わ、儂わしの身みの代しろ金きんは!?　征せい伐ばつ隊たい!?　砦とりでの場所が割れたのか!?　なにがおおお起きたらそんなこことになる!!」

　彼の脳内では、酒を飲みながら待っているだけですっかり自分に都合の良いい状じよう況きようができあがっているはずだった。その妄もう想そうは、完かん璧ぺきに砕くだかれた。

　盗とう賊ぞくたちはすべて返かえり討うちに遭あい、領主とエルフは凱がい旋せん。しかも賊ぞくの残した手がかりから隠かくしていた砦とりでの場所もおおよそ見当がついたという。その情報を受け取ったスヴァーラング家は、すぐに砦とりでと盗とう賊ぞく団だんの制圧を決定。獣じゆう人じんたちの皮から、魔ま族ぞく狩がりの疑いも視野に入れている。征せい伐ばつ隊たいの編成は家臣団によって迅じん速そくに進められている。

　つまりノルトークの悪事が露ろ見けんするのは、もはや時間の問題だ。いや、次期当主と接せつ触しよくした魔ま族ぞくどもがいる。そちらの線からいますぐ密告されても不思議ではない。

　うろたえ回った挙げ句に、ノルトークは自分の親指を血が出るほど嚙かみしめた。

「いいいいいかん！　賊ぞくの砦とりでがスヴァーラング家の手で陥おとされれば、取って返してきた兵隊どもは儂わしの首を槍やりに刺さすに決まっている！　全財産をまとめて逃にげねば、逃にげねば殺されてしまう！　おいお前！　船を手配せよ！　家財を積つみ込こんで北に逃にげるぞ！　早く！」

「し、しかし船はいま交易でどれも予約と船主がいっぱいで、陸路で逃にげるしか……」

「荷車に積つみ込こめる家財など、たかが知れておるだろうが！　どうしても船が必要なのだ！　盗ぬすんででも奪うばってでも用意せぬか！」

「無理です！　船回りは揉もめ事ごとが多くて、兵隊がうろうろしているんですよノルトーク様！　家財は必要不可欠な分だけで諦あきらめないと！」

「なんのためにこれまで儂わしが働いたと思っておる！　金のためにここまでしたのに、無む駄だになどできぬわ！　ああっ、あああっ、どどどどどうすればいいのだ！」

　部下と言い争うノルトークだが、それで問題が解決するわけではない。

　ついには頭をかきむしって悶もん絶ぜつする。

「ノルトーク様！　お気をたしかに！」

「いますぐ！　いますぐ知ち恵えが、権力が必要だ！　ディエナ様のところへ行くぞ！　あれは〝裏切りのエステ家〟だ！　いざという時の備えはしておるはず。我らも便乗する！」

　がばりと勢い良く立ち上がって、ノルトークは砦とりでの中にあるディエナの邸やしきへ向かった。

　砦とりでの兵は酔よって憔しよう悴すいした商人をいったんは引き止めたものの、ディエナへの面会希望を取り次ぐと領主夫人はそれを許した。

　そうしてノルトークを迎むかえたディエナ夫人は、相変わらず優ゆう雅がな佇たたずまいを崩くずしもせずに、ゆったりと女主人らしい口ぶりで商人に挨あい拶さつした。

「こんばんは、ノルトーク様。お顔色が優すぐれませんわ。お体にお気をつけくださいな」

「かかか体など！　いいまそんなことを言っている場合ではないのだ、ディエナ様！　知らないのか！」

「ふふ、まさか。とんでもありませんわ。もちろん知っております。せっかくノルトーク様が与あたえた好機も、盗とう賊ぞくたちは失敗してしまったようですわね」

「そっ、そうです！　せっかくの儂わしの計画を、盗とう賊ぞくどもが台無しにしてしままいしてな！」

「落ち着いてくださいな、ノルトーク様。ここに来るまでに、兵たちがあなたを咎とがめ立たてもしておりませんのよ。まだノルトーク様には、猶ゆう予よがありますわ。あなたはまだ大だい丈じよう夫ぶ……大だい丈じよう夫ぶですのよ……？」

「はっ……はぁっ……」

　優やさしく語りかけるディエナの口調に、動どう揺ようしきっていたノルトークが落ち着いてくる。

「か、家財を持って逃にげようにも、船がありませんでな。しかしディエナ様は落ち着いていらっしゃる。策がおありのようですな？　なにか、こういう時の秘策をお持ちなのですな？」

「もちろんあります、ノルトーク様。私わたくしは、座っているだけでいいのですから」

「な、なに？　座って？」

　ノルトークが困こん惑わくしたその時、ガチャリと部屋の扉とびらが開いた。

「なっ、いったい──」

「座れ！　動くな！」

　慌あわてて振ふり返かえった商人に、ドカドカと押し入ってきた兵隊たちが鋭するどく命令する。壁かべ際ぎわに控ひかえていたノルトークの部下も、すぐに兵隊に床ゆかへ押おし倒たおされた。

「こ、これはいったい……！　なんだ、なんだ貴様らら!?」

「ノルトーク、お前の徴ちよう税ぜいには以前から疑わしい動きがある」

「テテイティティンダリオス、殿でん下か!?」

　悠ゆう然ぜんと部屋に押し入ってきた次期当主の青年は、商人を見み据すえて告げた。

「いまは有事だ。我々が出しゆつ征せいする間は、軟なん禁きんさせてもらう。賊ぞくとの関連が無いと分かれば解放してやる」

「そんな、バカな！　待ってくだされ！　で殿でん下か！　儂わしはその悪女に誑たぶらかされただけで──」

「黙だまらせろ。連れて行け」

　ティンダリオスに命じられた兵が、ノルトークをがっしりと摑つかんで引きずっていく。そして、ティンダリオスは継まま母ははへと視線を移した。

「……義母はは上うえ殿どの、貴方あなたにもノルトークと結けつ託たくの疑いが」

　その言葉に、ディエナ夫人はおかしげに微び笑しようした。

「ことに及およんで〝疑い〟だなんて。殿でん下か、それは事実ですわ。でなければどうして、この部屋にわざわざあれが来ますの？」

　あっさりと罪を認めるその態度に、兵士たちがどよめいた。ざし、と夫人へ近づく兵隊に、常に女主人に付き従う猟りよう犬けんが立ち上がって唸うなり声ごえを鳴らす。

「〝待て〟。〝待て〟よ？　ダメよ、ベル？」

　猟りよう犬けんの頭をぽんと叩たたいて諫いさめると、ディエナ夫人はティンダリオスに目を転じた。

「そちらの棚たなに、口くち枷かせと首縄がありますの。取っていただけます？　ゆっくり近づいてお渡わたしいただければ、私わたくしがこの子に着けますから」

「……いや、それより、いいのですか義母はは上うえ殿どの。ノルトークにかけられた嫌けん疑ぎがすべて事実なら、いくら義母はは上うえ殿どのでも……」

「いいのですわ、殿でん下か。私わたくし、無実ではありませんから。出しゆつ征せいして兵がこの町を空ける間は、ノルトークの一味を拘こう束そくしておきたいのでしょう？　私わたくしも、それは賢かしこいと思いますわ。ただ、牢ろうに繫つなぐのはいいので、手て荒あらなことはしないでくださいな」

「義母はは上うえ殿どのに縄を打つのは、ちょっと。精々この部屋で軟なん禁きんくらいでいいかと思ってますが」

　大人しすぎるディエナの反応に、思わず威い圧あつ感かんを捨てて素で答えてしまうティンダリオス。

「あら、お優やさしいのですわね。では、この犬こだけお引ひき渡わたしする程度でいいのかしら？　いじめないでくださいね」

「……はあ」

　ティンダリオスが口くち枷かせと縄を手て渡わたすと、猟りよう犬けんに手早く取り付けて縄を預けてくるディエナ夫人。ノルトークのように暴れるでもなく、罪を否定するでもない。そんな相手にどう対応すべきなのか、ティンダリオスは判断つきかねていた。

「義母はは上うえ殿どの、いまは時間が無いので、罪への調べや詳くわしい処分はまた出しゆつ征せいが終わってからになります。それまでこの部屋から一歩も出せません。よろしいですか？」

「ええ。ああでも、一つだけ」

「なにか？」

「サフィヤファティ。あの子はなにも関かん与よしておりませんし、私わたくしもいま関わりたくありませんわ。どこかに閉じ込めるにしても、ここには近づけないでいただけますかしら」

　いっそ猟りよう犬けんに対するよりも冷ややかな実の子への言い分に、ティンダリオスはもはやわけが分からない。

　そんな青年の顔を見て、ディエナ夫人はむっと厳しい顔つきで言った。

「殿でん下か、世の中にはことが露ろ見けんすれば仲間を売って命いのち乞ごいをする罪人もいるのですわ。ノルトークを差し出して、暴れるより大人しく縛ばくについたほうが痛い思いをしない。だから私わたくしはこうして大人しく従って、あなたに都合良くしているだけ。人を見る目に自信がおありでも、態度に絆ほだされていては為い政せい者しやらしくはありませんわよ」

「……理り屈くつは、分かります。まあ、言われたとおり、絆ほだされずに部屋にいてもらいます。詳くわしい沙さ汰たはいろいろ終わって調べてからで」

　とディエナ夫人の意見にうなずいてから、ティンダリオスはつけ加えた。

「ただ、人を言いくるめる時のアイシアとそっくりな顔してるので。なんの裏があるのかなと思いました」

「……失礼ですわよ」

　いままででいちばん不ふ機き嫌げんそうなその反応に気け圧おされつつ、ティンダリオスは肩かたをすくめた。

「扉とびらの前に見張りを立てます」

　義理の息むす子こはそう言ってから、兵士たちと一いつ緒しよに部屋を立ち去った。残されたディエナは、ため息を吐ついて座りこむ。

「まったく……。まあ、これでもう大おお詰づめですわね……」

　眼鏡を外して机に置くと、ディエナは長なが椅い子すに寝ねそべって力を抜ぬいた。

「後は……滅ほろぶのを待つばかり、ですわ」
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　スヴァーラング家の征せい伐ばつ隊たいは迅じん速そくに編成され、盗とう賊ぞくたちへの攻こう撃げき計けい画かくは素す早ばやく立てられた。

　ウッドフェローズから西北の方向。そこに山脈があり山には黄色い小さな花がある。その花はちょうどいまが花粉を吐はき出だす頃ころ合あいいで、盗とう賊ぞくの体に着いていた花粉の中からそれを見つけた。森の花とは違ちがうものだから、賊ぞくが花粉を運んできたとしか思えない。

　方角の見当がついて、一〇人もの盗とう賊ぞくが残した痕こん跡せきがあれば、森の中で精せい霊れいの助けを借りられるエルフの戦士はそれを追トレ跡ースして砦とりでを見つけ出すことができる。

　というわけで、スヴァーラング家の征せい伐ばつ隊たいはエルフの協力を要よう請せいしてきた。

　もちろん、エルフ側は大反対だ。

「マァ、仕方ないデスね。定住するってそういうものデスから」

「人間なんかの汚きたない戦いにボクのうすしおママを参加させるかー！」

「うすしお……？」

「バカかダリオス！　戦いくらい人間だけでやれ！　くっそこんなことなら賊ぞくの砦とりでくらい見つけられるとかマウント取るんじゃなかった！　あれはナシ！　うそうそ！　解散！　砦とりでなんて分かりませんー!!」

　エルフ側は猛もう反はん発ぱつだ。

「アイシア、わざわざ要よう塞さいの外に出てきた賊ぞくを壊かい滅めつさせたばかりだ。いまがいちばん奴やつらの戦力が少ない時のはず。相手は防ぼう衛えい陣じん地ちを築いてるはずだ。要よう塞さいを攻こう撃げきするのは攻せめ手てのこっちが不利だ。いますぐ、一日でも早く攻こう撃げきしないとならない」

「うるせー！　軍事のことは専門外だ！　ボクの専門はエルフだ！」

「いや専門は光学って前に言ってただろ」

「うるせー！」

　ボクの反対に、ダリオスはあきれ顔をしている。なんだその顔は。

「それにな、アイシア。義母はは上うえ殿どのから聞き出した情報では、盗とう賊ぞくの首領は魔ま法ほう使つかいらしい。それも、凄すご腕うでのな。魔ま法ほう使つかいは、たいてい初見殺しだ。凄すご腕うでなら隊たい伍ごを組んでいても、急に現れたら大きく被ひ害がいが出るかもしれない。魔ま力りよくを鋭えい敏びんに感じ取れるエルフに警けい戒かいを頼たのみたいんだよ」

「そんなの余計に危険じゃん！」

「見つけたら必ず俺が一いつ騎き討うちで戦うから」

「……マァ、この赤ちゃんはほっといてデス。どうせならワタシたちにきちんと報ほう酬しゆうをデスね」

「傭よう兵へいの基準だと……弓兵ならひと月あたり槍そう兵へいの三倍で、一いつ般ぱん市し民みんの給料半年ぶんくらいだ。作戦はひと月もかからない予定だけど、ひと月ぶん払はらう。どうかな？」

「そういうのじゃなくて、工こう房ぼうがほしいデス。ガラス細工ができれば、試験管とか道具も揃そろうし、もっと複雑な薬がいっぱい作れるんで」

「ミルティラ!?　えっ、妖よう精せいが見える薬とかパキるタイプ!?　ダークエルフだったの!?」

「いやこれから要いるでしょ。商会のお仕事にも必要だし、うちには大きい赤ちゃんがいマスし。半人間に効く薬も作っておかないとデスよ」

「ボクのこと心配してくれるの!?　ミルティラママ～～～～!!!!」

「あー……じゃあエルフの工こう房ぼうを優先するよう約束する、ということでいいか？」

「いいデスよ。この赤ちゃんが倒たおれたらウチらお金無くなりますカラ」

「えへへ……ボクお金稼かせげて良かったよぉ……！　ってダメだって行かせないってー！」

「まーまー、戦いくらい慣れてるデスって。野山で泥どろを啜すする生活をしてて、殺せつ生しようと無む縁えんな生活でもなかったデスよ」

「ヤーだー！　エルフがいないとママみが減るからヤだー！」

　エ総ル勢フ一側名の激しい抗こう議ぎも空むなしく、エルフは全員スヴァーラング家の征せい伐ばつ隊たいに徴ちよう兵へいされてしまった。ただし、精せい霊れいの声も弓の腕うでも魔ま法ほうも凡ぼん人エルフ以下の半エルフだけは町で留守番です。

「アイシアは、サフィのことを頼たのむよ。すごく落ち込んでる」

　そんなことを言われる。

　征せい伐ばつ隊たいが出しゆつ陣じんして町から兵がほとんどいなくなるため、ノルトークとその一党を牢ろうにでもしまっておこうという運びになった。それはディエナ夫人も例外ではない。

　そして、夫人はノルトークの悪事を認め、それに協力したと自白した。ただし態度がとても大人しいので、牢ろうではなく自宅で軟なん禁きんしておくという措そ置ちに留とどまった。

　しかし自分の母が犯罪に加担し、部屋に閉じ込められたという事態に、サフィちゃんはすっかり落ち込んでしまった。茫ぼう然ぜん自じ失しつになったかと思えば、部屋で塞ふさぎ込こんでいる。

「話しさせてあげなよ。本人と」

「いや、それが義母はは上うえ殿どのの方から誰だれとも会いたくないって断られてて……」

　なんとまあ。

「……たぶん心配無いと思うけど、いちおう砦とりでの領主館に連れて行きなよ。ディエナ夫人の係けい累るいだからって石でも投げられることとか、あるかも」

「そうだな……」

　ボクの家に寝ね泊とまりしてるのは周知の事実だし、谷エルフさんたちがいなくなったらボクひとり。どころか、昼間のエルフフェアー商会の業務をしてたらさっちゃんが家にひとりきりだ。寂さびしいし危ないしでは、かわいそう。

「ところで、砦とりで攻せめして勝てる自信があるの？」

「盗とう賊ぞくたちは傭よう兵へいくずれで、スヴァーラング家は傭兵あがりだ。おまけにエルフの長弓兵がいるとなれば、相手の数が三倍でもまず勝てるだろ」

「そういうもん？」

「そういうもんだ。そもそも、もしスヴァーラングが勝てないなら隠かくれて住んだりしてないだろ。もっと町のすぐそば、畑まで掠りやく奪だつしに来てるさ」

　戦場の理り屈くつだけど、たしかにそのとおりだ。自衛もできない領主が治める土地とか、まず荒あらされてるわ。

　そしてわずか二日後。スヴァーラング家の征せい伐ばつ隊たいは賊ぞくの砦とりでに向けて進発した。

　長年ずっと領地に燻くすぶっていた課題が、これでようやく解消できる。軍勢の士気は高かった。その雰ふん囲い気きは町民たちにも知れていて、鎧よろい兜かぶとを身に着けて出発する戦士たちを住民は応おう援えん付つきで見送った。










「さっちゃーん。やほー」

　小さな天使をお見み舞まいに行くと、ボクの顔を見てびくっとした。えっ、傷つく。

　サフィちゃんはまるで石を飲み込んだみたいに息をしにくそうにしていて、見ているだけでじわじわ焦あせっているのが感じられた。

「ど、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　あ、お水飲む？」

「……ひう、うっ～～～」

　隣となりに座ってあれこれ言ったら、泣いちゃった。

「うわあこれボクどうしたらいいやつ!?　ボクのせい？　どっか痛い？　わあ、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ！　元気になーれっ、元気になーれっ！　いやプレッシャーか！　ダメかこれは！」

　背中を撫なでまくってなだめようとするボクだが、それ以上が思いつかない。いや待て、ボクはもう生まれ変わっているのだ。いい考えがある。

「ほーらおいでおいで、おっぱいだよ～。よーしよーし、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ～」

「ぶっ…………」

　サフィちゃんの頭をボクの胸に引き寄せて埋うめた。子ども相手ならこれで泣なき止やむでしょ。ボクは泣なき止やむ。

「…………ふぐっ、ふふぉどふぉむもまま！」

「えっ、ママ？　ボクが？」

「ぶふぁっ！　い、いきができません！　なにするんですか！」

「わあごめんよさっちゃん！」

「さっ……サフィヤファティです！」

　顔を真っ赤にしたサフィちゃんにぜーはーしながら怒おこられた。いやごめんて。

「で、なんで泣いてたの？」

「……わ、わたしはお母様に言われて、アイシア様をだましてたんです！」

「えっ、ほんと？　ほんとは男の子だったとか？　ちんちんついてる？」

「ついてません！　スカートをめくらないでください！　へんたいさんなんですか!?」

　距きよ離りを取られてしまった。冗じよう談だんなのに。

「お、お母様は、アイシア様がずるをしてお店を開いてて……みはりをしなさいって、言われました。だけど、ほんとうはお母様が……わ、わるいひとで……わたしは、アイシア様をだましてて……だから、もうこういうこと、しちゃだめで……」

　言いながら、じわじわまた涙なみだを目に溜ため始はじめた女の子に、ボクはもう一回近くに寄って頭を撫なでる。

「まあまあ、いいよそんなこと。それよりボクのお世話してよ。前みたいに」

「そ、そんなこと、だめです！　アイシア様だって、わたしにおこらないとだめです！」

　サフィちゃんは怒おこった顔で言う。真ま面じ目めな女の子なのだ。その真ま面じ目めさを他人だけじゃなく自分にも向けてる。普ふ通つうの子どもなら自分だけは特別に許しちゃうのに。

　えらい。

「ボクはエルフだからさ、約束を守らないとママに怒おこられちゃうんだ。だから、ボクはさっちゃんを怒おこらない」

「や、約束……？」

「言ったじゃん。『なにがあってもサフィちゃんのせいじゃない』って。だから、ボクはサフィちゃんのこと怒おこらない。──サフィちゃんのせいなんて、思わないよ」

　びっくりした顔で、サフィちゃんが目を見開いた。そして、その目が涙なみだを流して歪ゆがむ。

「だっ、だったらどうして……お母様は、つかまったんですか。どうしてお母様は……わたしに、会ってくれないんですか……！

　わたしが、お母様が、わるいひとだから、なるんじゃないですか……？」

「ボクには、なんでこうなったかは、ぜんぜん分かんない。分かんないけど……大人になるまで、誰だれが悪いか決めるのは置いとこうよ。もっともっと大人になるまで、サフィちゃんも、サフィちゃんママも、悪いか悪くないか決めるのは待とう。

　大だい丈じよう夫ぶ。そういうの、エルフは三〇年くらいは待ってくれるから」

「なんですかそれ！　エルフさんたちはへんです！」

「あはは。そうかも」

　善悪は歴史が決める、なんて言葉があるけど、エルフたちは歴史と同じくらい生きるので。

「ボクは半分だけだけど、エルフだから。サフィちゃんたちのこと、悪い人って決めるのはまだ待ちたいな。だから、またお世話に来てよ。気が向いたときでいいから。どうかな？」

　サフィちゃんを引き寄せて言うと、今度こそ泣いてる女の子はいなくなった。

「……分かりました。また、アイシアさまのことおこしてあげます」

「ありがとうさっちゃん！」

「サフィヤファティです！」

　また抱だき着ついたけど、今度は抵てい抗こうされなかった。おっぱいが効いたな。やっぱりおっぱいを使おう。
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「こんな……こんなことで儂わしが終わるはずはない……！」

　ウッドフェローズの砦とりでには、あまり使われない石造りの牢ろうがある。館やかたや他の建物から離はなれたところに、上から見れば円形で背の低い塔とうのようなものが建っているのだ。砦とりでにはよくある捕ほ虜りよを入れておくための場所で、扉とびらは分厚く、壁かべには窓ひとつ無い。天てん井じよう近ちかくにいくつか、明かり取り用の隙すき間まがあるだけだ。中はほぼがらんどうと言っていい。

　いちおう、寝しん台だいがひとつある。その寝しん台だいに座って、ノルトークはたった一日で激変した自分の身上を呪のろっていた。

「ノルトーク様……もはや諦あきらめて命だけでも助けてもらうしかないかと……」

　ぐったりと壁かべにもたれて地べたに座らされた部下が言うと、ノルトークはくわっと目を見開いて言い返す。

「この儂わしが！　あんなエルフだの若造だの、怪あやしげな奴やつらに！　命いのち乞ごいなどできるかぁ！」

「しかし、もう無理ですよ……」

「無理ではない！　傭よう兵へいどもが負けるかもしれん！　そうすれば盗とう賊ぞく団だんと渡わたりをつけるために、儂わしが必要になるはず！　そうだ！　不安だからまだ儂わしを捕とらえているだけで処しよ罰ばつしないのだ！　そうにちがいない！」

　実際のところ、裁判も処しよ刑けいも手間がかかるから忙いそがしいいまは放置しておこうという措そ置ちにすぎない。というのは、部下にも簡単に想像できることなのだが、ノルトークが興奮するので反論はしなかった。

「儂わしはこの目で見たのだ！　あの怖おそろしい盗とう賊ぞくの首領を！　魔ま法ほうを使って獣じゆう人じんを切り刻む姿をな！　獣じゆう人じん奴ど隷れいどもも、賊ぞくの手下どもも、あの男に逆らうことなどできそうにもなかった！」

「それは……すごいと思いますが、ティンダリオス殿でん下かも〝巨きよ人じんのスヴァーラング〟ですよ。しかも森の奥でエルフの戦士に鍛きたえ上あげられたお方。言うほど、勝ち目ありますかね……？」

「お前は儂わしを疑うのか？　この痴しれ者ものめ！」

　寝しん台だいの上でばたばた暴れ始めたノルトークを、部下はもはや疲つかれた目で見る。

「見ろ、この牢ろうには儂わしと儂わしの手勢しかおらん。盗とう賊ぞく団だんと連れん絡らくを取るためにいたはずの、あの連れん絡らく役やくがおらんのだ。きっといまごろ町の外に逃にげおおせて、儂わしの窮きゆう地ちを盗とう賊ぞく団だんに伝えておるはずだ！　そうだ！　なんのことはない、儂わしは助けを待っているだけで良いいのだ！」

「だと、いいですな……」

　相手をするのもそろそろ限界。とばかりに、部下はこの牢ろうで残った唯ゆい一いつの財産である薄うすい掛かけ布ふを体に巻き付けて、身を縮めた。

「早く来い……早く……早くせんか……早く……」

　ブツブツとくり返しながら体を揺ゆらし続つづけるノルトーク。軋きしむ寝しん台だいの音がずっと鳴なり止やまないのは、部下にとってこれまでの人生最大の苦痛だった。











第十二章　魔ま法ほうとか卑ひ怯きようとか









　兵隊たちが出しゆつ征せいしている間にやることは？　もちろん、凱がい旋せんのためにお祝いの宴うたげを準備しておくことだ。

「だからさあ、まず小麦のパン。それに蜂はち蜜みつをたっぷりかけて焼いたやつ。あとお肉とお魚。野草がたっぷりほしい。香草もあるだけ揃そろえて。質の良いいやつでね」

「難しいことを言ってくれるねえ。領主様の館やかたでも山ほど食い物を買い付けてるのに、そっちでもなにか宴うたげかい？　まとめてやってくれればいいじゃないか」

「エルフにはエルフの内輪でやりたいことがあるものなのです」

　海沿いの通りで店を構える女主人に、ボクはあれこれと注文を伝えていた。谷エルフたちが帰って来た時に、たっぷりの労ねぎらいをするためだ。

　ここは漁師や船員を目当てに開いた食堂で、交易船まで乗りつけるようになったウッドフェローズでは、いくらでも儲もうかる商売だった。

　それをいち早く察して大きな融ゆう資しを申し出てきた女主人も、厨ちゆう房ぼうに引ひき籠こもったまま出てこないという旦だん那なさんも、ボクはとても高く評価している。その場で融ゆう資しを了りよう承しようした。

　ダリオスの凱がい旋せんに備えて、領主の使用人たちは祝しゆく宴えんのために食べ物を買い付けまくってる。小こ僧ぞうたちも森の中に分け入って収しゆう穫かくをすることに余念が無い。

　つまりボクと同じ準備で忙いそがしい人は、他にもいるということだ。そんな彼らと豪ごう華かな食材の奪うばい合あいをするには、専門家にお願いするのがいちばん早い。

　というわけで、食堂に足を運んで、谷エルフが帰って来たらすぐにでもお疲つかれ様さまの料理を届けてもらえるように頼たのみこんでいる。

「お願いですから。ミルティラをぷくぷくのつやつやにしたいんですよう。このお店の美お味いしい料理で、おなかいっぱいにしてあげないと」

　旦だん那なさんの料理を褒ほめつつお願いしてみた。

　外ヅラの仮面をちょっとだけかぶりつつも、同じくらいの歳としの子どもがいる女将おかみさんにはちょっとだけ甘えても許されるので甘えておく。

「仕方ないねえ。エルフさんたちは瘦やせすぎだ」

　気きっ風ぷの良いい笑え顔がおで、女将おかみさんは請うけ負おってくれた。

「ありがとう！　ボクが作るとボク以外はみんな黙だまって青い顔になるから、助かるよ！」

「商会長さんは、いったいなに作ってんだい？」

　半目で呆あきれられた。ボクは目をそらして肉とそば団子のスープを咀そ嚼しやくした。美お味いしい。

「あーっ！　エルフだ！」

「お？　なんだこのガキ」

「あ、やっぱりらんぼうなほうのエルフだ！」

「可か愛わいいほうのエルフって言え。美しいほうのエルフならいま出かけてるぞ」

　店に走って入ってきたボクを指差す無礼な子どもに言い返してから、気付く。

「あ、思い出した。腹減りの弟のほうじゃん。なんだまたお腹なか空いてるの？　パン食べる？」

　ノルトークに捕つかまっていた子どもだ。

「すいてない！　おかみさん、一三人ぶんください！」

「あいよー。待ってな」

　小こ坊ぼう主ずの言葉に、女将おかみが厨ちゆう房ぼうに手を振ふって旦だん那なさんに注文を伝える。どうやら昼食の配送をどこかで頼たのまれてるらしい。

「お姉ちゃんは元気？　お腹なか空いてない？」

「うん。人も仕事もいっぱいだから、森に入らないではたらけばいいって、お姉ちゃんが」

「いいお姉ちゃんだ」

　子どもが危ない目に遭あわなくても良くなったのは、ちょっと嬉うれしいな。誇ほこらしくなる。

「あやしいエルフが来てくれたおかげって、お母ちゃんが」

「お前のママはボクのママとしてふさわしくないな……」

「おらのお母ちゃんだからあたりまえだろ！　へんなエルフ！」

「なんだとこのガキ」

　がし、と小こ坊ぼう主ずの小さい頭をわしづかみにする。

「ダリオスたちが盗とう賊ぞく潰つぶして帰ってきたら、いよいよ開かい拓たくは本格化するぞ？　その時どうなるか分かってるか？　お前たち人間は、エルフ無しでは立ち行かなくなるのだ！　うはははは！」

　魔ま族ぞくと行商の障害になってた盗とう賊ぞくがいなくなってみろ、いよいよこの町の開かい拓たくは加速する。我が造ぞう幣へい局きよくは工こう房ぼうを開いて本格化する予定もある。

　北との往来が安全になれば、通商はさらに増加する。ともすれば紙し幣へいが北の大国ですら流通しかねない。

「その暁あかつきには、エルフ無しでは生きられない体になってるだろう。このボクのようにな！　人間どもは、ジェネリックエルフですら崇あがめずにはいられなくなるはず。ボクを崇あがめろ！　よ！　ふはははは──!!」

「は、はなせー！　わるいエルフー！」

「すっきりしたからいいよ」

　じたばたする小こ坊ぼう主ずの頭を放り捨てるように解放すると、少年はボクを睨にらんできた。

「お、おまえなんかこわくない！　ようへいにやっつけてもらうぞ！」

「傭よう兵へいはいないだろ、この町に。スヴァーラングが過か剰じような兵力持ってるんだから」

　むしゃりとパンを食べながら言う。傭よう兵へい団だんというのは基本的に兵力が足りないところにいるものだ。自前の戦力に事欠かないウッドフェローズでは、掠りやく奪だつ先さきも働き口も存在しない。しかし、少年はぶるんと首を横に振ふった。

「でも、おとうちゃんはいま宿にとまってるのはきっとようへいだって、いってた。す[image: う゛]ぁーらんぐのひとと、同じかんじがするって」

「…………なんだって？　え、宿に？」

　たとえば地元民ぽくない人は、なんとなく分かる。たとえ隠かくしていても、だ。

　普ふ段だんから傭よう兵へいあがりのスヴァーラング家と付き合っている地元民が、傭よう兵へいくさい人間を見つけたと。

　だが本当の傭よう兵へいなら、スヴァーラング家に挨あい拶さつしないわけがない。もと同業者だし、この土地の権力者だ。

　それが無い傭よう兵へいっぽい人間とは、誰だれだろう？　同じように傭よう兵へいあがりの人間、あるいは──

「ふーん、そっか。その宿ってどこ？」










　ボクは頭からすっぽりとローブを被かぶって顔と頭を隠かくし、小こ坊ぼう主ずが言っていた宿へ足を踏ふみ入いれた。大通りからじゃない。路地の裏口からだ。

　勝手口から侵しん入にゆうして、そこにいた小こ僧ぞうが驚おどろいた顔をして騒さわごうとするのを、口に指を当てて制した。

　美少女に微笑ほほえみながら『ナイショ』って囁ささやかれたら、バカな年下の小こ僧ぞうなんてでれでれで黙だまる。うん、だからそこにいろ動くな。よし。

　ボクは慎しん重ちように宿の気配を探さぐる。階段を上がって、二階に到とう達たつ。たぶんいるならこの階だ。三階だと外に飛び出すのが遅おくれるし、一階には客を泊とめる部屋は無い。

　……うわー。

　困ったことに、それ以上探さぐるまでもなく直感した。

　踵きびすを返かえす。こっそりと。

　ボクの指示どおり直立不動でいた小こ僧ぞうのところに戻もどって、訊きいてみる。

「二階の階段上がって左すぐの部屋。何人泊とまってる？　そいつらと連れの人たちはいる？」

「え？　えっと、たしか五人組です。連れはいないはずだけど……」

「そ。ありがと。ボクがここに来たのは、二人だけのヒミツでお願いね？」

　コクコクうなずく小こ僧ぞうを尻しり目めに、ボクは急いで家へと駆かけ出だした。

　さてもう一度問題だ。

　傭よう兵へいっぽいけど傭よう兵へいとは名乗らずに町に入った人間。それはどんなやつか？

　スヴァーラング家みたいに傭よう兵へいあがりの人間、あるいは、傭兵くずれの人間だろう。

　この地にいる傭よう兵へいくずれと言えば──盗とう賊ぞくども、だ。

　さらにもうひとつ。

　宿の部屋から感じたのは、人間にはとても稀き少しような力の気配だ。ボクが半分だけ魔ま族ぞくだからこそ感じ取れたもの。人間の中では、ほんの一部の者にしか無いもの。

　魔ま法ほう使つかいの、気配だった。

　ダリオスの言葉を思い出す。──『盗とう賊ぞく団だんの首領は凄すご腕うでの魔ま法ほう使つかいらしい』

「……いやいやいや、マジかよ」

　ウッドフェローズこつち来てんじゃん！










　家に駆かけ戻もどったボクは、急いで弓を取り出して弦つるを張る。

　弦つるを下に引っかけてから、体重をかけてしならせて上にも引っかける。これで見慣れた弓のできあがり。よし、ちゃんと覚えてたなボク。

　弓は弦つるを張りっぱなしにすると傷いたむので、戦いの直前に弦つるを張るのが普ふ通つうなのです。

　いまがまさに、そういうタイミングだ。

　ダリオスたち家臣団は盗とう賊ぞく征せい伐ばつに出かけた。谷エルフさんたちも雇やとわれて出かけた。

　兵力が大おお幅はばに減っているこの町にたとえば敵の傭よう兵へい隊たいがやって来たら、すぐにみんな戻もどってきて防衛してくれるだろう。

　だけど、少人数の刺し客かくがこっそり送り込まれたら？　ものすごくやばい。

　でもって、宿にいた物ぶつ騒そうなやつらはおそらくその類たぐいだと思う。傭よう兵へいっぽいやつと魔ま法ほう使つかいがこっそり来たのが単なる偶ぐう然ぜんなら、ボクは神を呪のろって幸せに取とり越こし苦ぐ労ろうをお祝いする。

　兵隊が砦とりでに押おし寄よせている間に、盗とう賊ぞくの魔ま法ほう使つかいが刺し客かくとして侵しん入にゆうしてきた。

　これが模も範はん解かい答とうだと思う。

「ええっと、考えろ考えろ」

　矢や筒づつと小しよう剣けんを揃そろえて布帯で腰こしと背中にくくりつけていく。それに腰こしにつけるポーチ。小さめの雑ざつ囊のう。ついでに短たん剣けん。薬くすり瓶びん。手を動かしつつ、頭は他のことに使う。敵の狙ねらいだ。

　この町で狙ねらわれるのは誰だれだ？　──いやボクだろ！　目立つエルフでお金をばらまいてるからね！　エルフフェアー商会の商会長とか、分かりやすくて狙ねらいがつけやすそうな役職だよ！

　商会にいるのはまずい。町の人たちが周囲にいるので、揉もめ事ごとを起こそうにも起こせないかもしれない。それだったらいい。でもそういうのにお構いなしで建物に火をつけるタイプなら？　逃にげ場ばが無い。外に出た途と端たんに待まち伏ぶせされて終わる。中にいたらそのまま丸焼き。どっちもいやだ。

　砦とりでの中の領主の館やかたに行くか？　居残りの兵と砦とりででなんとかする。これはなかなか名案。というか武力に頼たよるならって場所だ。

　だけどちょっと気になるのは魔ま法ほう使つかい。人間の魔ま法ほう使つかいには詳くわしくないけど、少ない兵だと対たい抗こうしきれないかもしれない。レイドラ師し匠しようみたいなのだとやばい。そのレベルじゃなくても、ダリオスが被ひ害がいを危き惧ぐするほどには魔ま法ほう使つかいに警けい戒かいしていた。

　で、森に逃にげる。これは安全策だ。森の中は慣れたものだし、まず人間相手に本気で隠かくれて見つかることはないはず。いざとなればエルフの里まで逃にげてやる。しばらく時間を置けばダリオスも帰ってくる。それからゆっくり、対応すればいい。

「よし、みんなにしばらくひとりで森に行くって伝えとこ。獲え物ものが他の場所にいるなら、向こうも町中でなにかしようとはしないでしょ」

　方針決定。さっそく森に行こう。さあ出発！

　玄げん関かんのドアを開けたボクは、一いつ瞬しゆんでそれを閉じる。あと閂かんぬきもかける。やれやれ。なんだろうね、なんだかすぐ外に物ぶつ騒そうな連中がいるように見えたんだ。たぶん気のせいだと思うけど。

　バガン！

「オギャァー!!!!」

　扉とびらから斧おのが生え散らかして、ボクの甘い考えは否定された。扉とびらの向こうにいるのは物ぶつ騒そうな連中で、たったいまからこの家は籠ろう城じよう戦せんが始まっている。玄げん関かんが斧おので攻こう撃げきされてます！　敵てき襲しゆうー！

「よりによってボクひとりの時に来るんじゃねえー!!」

「ひとりか！　おい、野や郎ろうども、さっさとやっちまうぞ！」

　あっ、やべ。バラしちゃった。ウワー、どうしよう！

　盾たてにするダリオスがいないのに、賊ぞくに襲おそわれている。二度目の人生で最大のピンチが、扉とびら一いち枚まい越ごしのところまで来ていた。




　　　　　　　◯




　ズドン、と建物が揺ゆれた。

「なっ、なんだ!?」

　ノルトークが入れられた牢ろうだ。分厚い石いし壁かべ全ぜん体たいから土つち埃ぼこりが舞まい落ちて、ノルトークと部下たちが咳せき込こんだ。

　そして二度目の轟ごう音おんと、震しん動どう。その発生源は牛が突とつ撃げきしても耐たえてしまえそうな、頑がん丈じような樫かしでできた扉とびらだった。

「おっ、おっ、おおおおお!?」

　牢ろうに入れられた男たちが慌あわてふためき、取りあえず寝しん台だいにぴったり集合した。

　そして、三度目。雷かみなりかと思うような轟ごう音おんと共に、牢ろうの扉とびらが吹ふっ飛とんで中に転がってきた。

「なっ、なんだ!?　なんである！　なにがあった！　おい！」

「わっ、わかりません！」

　部下を揺ゆさぶるノルトークの前に、壊こわれた牢ろうの入り口から長身の男がぬらりと現れた。

　奇き妙みような風ふう体ていの男だった。

　厚手の外がい套とうはずっしりと重々しく、濃こい長ちよう髪はつは顔すら覆おおって隠かくしてしまいそうなほど。ただその奥にある二つの双そう眸ぼうだけは、奇き妙みようなほどぽっかりと浮ういている。

　不気味な男を前にして、牢ろうの中にいた男たちは息を吞のんで縮み上がった。

　ただひとりを除いて。

「……お、おおお！　やはり！　やはり来てくれたのですな！　首しゆ領りよう殿どの！　儂わしは信じておりましたぞ！」

　ノルトークはやつれた頰ほおを喜色で歪ゆがめて立ち上がり、両手を広げた。

「お前たち、失礼だぞきちんと礼をせい！　この方こそ砦とりでにおられた盗とう賊ぞく団だんの首しゆ領りよう殿どのだ！　まさか！　自ら！　お越こしいただけるとは！」

　そして歓かん迎げいするように首領へと歩み寄る。男は、ぎょろりとした目でノルトークを見た。

「……俺の顔を知る捕ほ虜りよは、いてはならない」

「いやあ首領自ら助けに来てくださるとは案外──」

　男が外がい套とうを翻ひるがえした。

　次の瞬しゆん間かんには、ノルトークの部下は見えない巨きよ人じんに蹴けり飛とばされたように宙を飛んで、部屋の隅すみに転がった。──全員の体に、短たん剣けんが突つき立たっている。

　外がい套とうを持ち上げただけで、首領が体にくくりつけている何本もの短たん剣けんが、石いし弩ゆみの矢よりも速く宙を飛んだのだ。ありえないほどの、尋じん常じようではない威い力りよくで。

　牢ろうの扉とびらにも、柄つかまで埋うまった短たん剣けんが三本、突つき立たっている。たかが短たん剣けんが、牢ろうの扉とびらを打ち破ったのだ。それは条理の外、魔ま法ほうの力に他ならなかった。

　魔ま法ほうによって宙を飛んだ凶きよう刃じんが、男たちの命を刈かり取とっていた。

「ああ、あ相変わらずすごいま、魔ま法ほうですな……しししかし、なぜいきなり部下たちを」

　うろたえるノルトークの顔の前に、短たん剣けんが浮うかんでいた。悪徳商人が、目を見開いて黙だまり込こむ。首領が口を開いた。

「貴様の部下は、これで全部か？」

「そそそのとおりでございます。あの、なぜ、あの、これ……」

　ちらっ、ちらっ、と自分に向けられた短たん剣けんを強く目で示しながら言うノルトーク。

「捕ほ虜りよが、俺の顔を知っていてはならない」

　ふっ、と短たん剣けんが軽く横に動いて、ノルトークの目の前から刃はが外された。商人はぶしゅうと安あん堵どの息を吐はく。

「そそそ、そうですな、儂わしが迂う闊かつで──」

　その首に、首領の手に握にぎられた短たん剣けんが突つき刺ささった。

「ゥ、ボッ──」

　首領は先ほど宙に浮うかせていた短たん剣けんをふっと手に落とし、鞘さやに戻もどす。

「お前には、安物でいい」

　ノルトークの首に刺さした粗そ末まつな短たん剣けんの柄つかに、首領が改めて手をかざす。

　太った商人の体が、首の短たん剣けんを支点に吹ふっ飛とんだ。

　首領は静かになった部屋を歩いて、扉とびらに刺ささった短たん剣けんに触ふれる。バキバキと音を立てながら短たん剣けんは自おのずと扉とびらから抜ぬけて浮うかび上あがり、魔ま法ほう使つかいの手の中に戻もどった。

　そのまま牢ろうを出る。そこに捕つかまっていた者は、もう二度と喋しやべることも動くこともなかった。

「……あとふたり」

　確かく認にんするように独ひとり言ごちて、男は仕事の済んだ牢ろうを後にした。




　　　　　　　◯




　斧おのが扉とびらから生えてる！　いや向こう側から叩たたき破やぶられたんだけど!?　漏もらすかと思ったよ！

　しかし閂かんぬきが支えてくれた。いえーいボクのナイス判断！

「ちィッ！　手間取らせるんじゃ──」

「近いんだよばーか！」

　一歩下がって空いた穴に矢を撃うつと、扉とびらの向こうから叫さけび声ごえが聞こえた。

「エルフにはお触さわり禁止ですー！　どうしてもってなら握あく手しゆの権利券でも発行してやるから買い集めろ！　よ！　くっさい人間ども！」

　さて、どこに当たったか知らないけど矢と罵ば倒とうは食らわせた。ガラの悪そうな奴やつらがいきなり家の前に立ってるんだもんなー。こっわ。

　しっかしなんでいきなり来たかな？　もしかして宿に偵てい察さつに行ったのを気付かれてたか。仲間を外に置いて見張ってたとか？　ありうる。ヤバいな。ボクの迂う闊かつさが。

　賊ぞくは鎧よろいも剣けんも持ってない。そりゃそうだ。武装してたらさすがに門で止められる。町に入れるわけがない。

　いったん宿に泊とまって数日過ごしたのも、武器や情報を集めるためか。斧おのは大工道具の物。あとは棒とか鉈なたとか短たん剣けんとか。

　剣けんや鎧よろいはぽんと買えるものじゃないし盗ぬすむのも難しい。だったら弓もクロスボウも無いな。

　案外いけるかー？

　ドゴガン！

「ワギャァア──!?」

　扉とびらの向こうから殺意のある重さの石が飛び込んできた！　あっ、さては投石ですか!?　布があれば投石器なんてすぐ作れるもんね！

　どうすればいいか分かんないけどとりあえず撃うち返かえしまくるか！

「飛び道具とか卑ひ怯きようだぞチクショー!!」

「ふっざけんなぁこのクソ女ボケが＃＊＠｜＆!!!!!!」

　後半聞き取れないけどキレてるのは分かった！　なんでだろう！　さっき誰だれかに矢が当たったからかな？

　ゴガギャ！　という、なんかまた破は壊かい音おんが別のところで響ひびく。そっちに振ふり向むくと、木窓が割られていた。

　慌あわてて扉とびらからは身を隠かくしつつ弓を構えるけど、誰だれも入ってこない。あれれ？

　で、別の窓も割られた。

「あっ、ズルいぞお前ら！　バカのくせに頭を使うな！　ばーかーのくーせーにー!!」

　扉とびらがさっきからガンガン殴なぐられてる。そっちを割りつつ、窓も開けて、侵しん入にゆう口こうを増やして複数の方向から一気に攻せめる気だ。

「こっちに弓があるからビビったな!?　ひとりずつ順番に正面から歩いて来いよう！」

　悪口言ったらなんかすごいキレた叫さけびが来て、扉とびらを殴なぐる勢いが強くなった。やれやれ。広い心を持たないか諸君。

　ああもう師し匠しように追い回されてるときを思い出すなあ。あの人はこっちが死ぬギリギリ攻せめるから。ガチで。手足の二、三本はセーフとか思ってるんだもん。完全にアウトなんだよう。

　それはともかく。ヤバいな。摑つかみかかられたらボクは無力なんだ。踏ふみ込こまれたらもう終わり。対たい抗こうできない。

「どりゃぁ！　いくぞお前ら！　いち、にぃの──」

「さん！」

　って賊ぞくの叫さけびに合わせて、ボクも移動した。

「がっ、ごほっ！　なんだこりゃあ!?」

　飛び込んできた賊ぞくたちは、部屋の中に漂ただよう白く濃のう密みつな煙けむりに突つっ込こむことになった。

　相手が扉とびらと窓を割ってるうちに、ミルティラと一いつ緒しよに作った薬で煙けむりを充じゆう満まんさせた。畑の肥料や海水、そして輸入した薬品から数々の薬を調合するエルフの姿は、ニュートンボクに錬れん金きん術じゆつ師しとしての手て管くだを思い返させるには十分すぎた。

　硝しよう酸さんアンモニウム、それに紙。そのふたつがあれば発はつ煙えん筒とうは簡単に作れる。そしてエルフが魔ま法ほうをかければ、強力な魔ま法ほう薬やくの完成だ。狼煙のろしがわりに作ってたのが役に立った。火をつければたちまち白い煙けむりが大量に噴ふき出だしてくる。

「火事かっ!?」「逃にげないと──」「びびんな！　自分ごと家を焼くわけねえ！　探せっ!!」

　立ちこめる煙けむりに戸と惑まどいながらも、ぶんぶん得物を振ふり回まわして歩く音が聞こえる。窓から入った人は転んでるっぽい。そうこうしているうちに、煙けむりはどんどん勢いを増して家の中を覆おおい尽つくしていく。

　間取りを把は握あくしてるボクは、気配が無い方へこっそり移動。見えなくても、それくらいはできる程度に住んでるんでね。

　開いてる窓から庭に脱だつ出しゆつして、ほっと息を吐はいた。対たい抗こう手しゆ段だんが無いなら逃にげる。これ常識ね。

　でもって、次の薬をポーチから取り出す。ひとつは漂ひよう白はく剤ざい。もうひとつは溶よう剤ざいだ。どちらも紙を作るための薬だけど、ちょっとした注意点がある。──混ぜるな危険、だ。錬れん金きん術じゆつ師しとしてそれは推すい奨しようできない。

　だから混ぜた。

　二つの薬をひとつに混ぜ合わせてから、家の中にぶん投げた。

　ガチャン、と薬やく品ひん壺つぼが割れる音。そのまましばらく待てば、窓から噴ふき出でてくる煙けむりがさらに勢いを増した。そして、

「ぐっ、ごほっ、げぇほっ！」「おげえぇぇ！」「ぐほっ！」

　めちゃくちゃ苦しそうな咳せきが家の中で響ひびいた。ボクはすでに、窓から離はなれてる。

　二つの薬品を混ぜると、化学反応を起こして毒の気体が生まれるのだ。

　家の中で、人が倒たおれる音がした。十分に毒を吸ったらしい。玄げん関かんや窓から出てきたところを撃うってやろうと思ってたんだけど、それもいらなかったか。

　中で倒たおれちゃったら、たぶんもう助からないな。ボクが助けにも行けないし。

　今日は風も無いので、窓や扉とびらが全開でもちょっと換かん気きが不十分だったのかもしれない。もしくは、ミルティラが薬に込めた魔ま法ほうが強力だったか。

　なんにせよ、武装してたのが幸いした。これがいきなりなにも知らない時に襲おそわれてたら、ボクはなにもできずに死んでいただろう。

　運が良かった。

「なんだなんだ!?」「火事か!?」「エルフさんの家だぞ！」

　五、六人ほどの男の人たちが走ってくる。町民が煙けむりを見て駆かけつけてくれたらしい。

　ボクは庭から飛び出て彼らを出で迎むかえた。

「あー待って待って近づかないで！　火事じゃない！　煙けむりだけだから！　だけどあの煙けむり吸うと死んじゃうから、近づいたらダメだよう!!」

　忠告を聞いてくれたか弓を持って完全武装のボクに驚おどろいたのか、町民たちは思ったより素す直なおに足を止めてくれた。

　遠巻きにしてる彼らに近づいて、もう一度同じことを言いい含ふくめる。

「煙けむりが収まるまで近づかないで、収まってもボクが確かく認にんするまでは中に入っちゃダメ。他の人にも伝えて」

　毒の煙けむりというボクの言葉に慄おののいている町民たちは、怖こわ々ごわと家を見ながらうなずいた。賓ひん客きやく用ようのゲストハウスだから、周りに他の家が無いのが幸いだね。

　ボクがそんなことを思いながら家を振ふり返かえると、玄げん関かんあたりから点々と血の跡あとがあることに気付いた。

「ん？」

　滴したたる血を目で追うと、近くの木こ陰かげにもたれて座ってる男がいた。腹に矢が刺ささってる。

　あ、最初に矢を受けた人かな？

　弓を構えつつ近づいてみると、男は脂あぶら汗あせでびっしりの顔でボクを憎にく々にくしげに見つめながらも、腹を押さえたまま動かなかった。

「こんにちは。元気ですかー？」

「くたばりやがれ……！」

　元気だなー。

　しかしお腹なかに当たるとは運が無い人だ。ボクの弱弓なんて、当たり所が悪くなければそんなに怖こわくなかっただろうに。

　まあそんなことはどうでもいい。

「残りの人は？　魔ま法ほう使つかいはどこ？」

　家の中で倒たおれてるのは三人。この人で四人。宿しゆく泊はくしてるのは五人。一人足りない。そして、どいつからも魔ま力りよくを感じない。

「言う、かよ。クソボケが……！」

「手当てしてほしくないの？　言わないなら、楽にもしてあげない。死ぬまでずっと痛みに苦しみながら、地面とお話ししてたい？」

「…………」

「言えば、手当ては頼たのんであげる。教会の神父様は良いい人だよ。名前を聞いて手を握にぎってくれるかも。運良く助かったら、処しよ刑けいもしない。どうする？」

「っ…………」

　血の気が失うせた青い顔で、盗とう賊ぞくは目を泳がせた。けれど、ぷるぷる震ふるえる手を矢から外して、短たん剣けんを取り出して構えた。

「つかまれば、ころされる」

　自分の胸に当てて、心臓を刺さした。賊ぞくのくせに自決とは。

「……なにが起きてるんだ？」




　　　　　　　〇




　その男は、ふらりとそこへ現れた。まるでただの街路を訪おとずれるように。

　ディエナ・スヴァーラングの居室は、誰だれにも見み咎とがめられず近寄れる場所ではない。特にいまは軟なん禁きんされていて、見張りがいるはずだった。

　であるはずなのに、前まえ触ぶれも無く扉とびらを無作法に押おし開ひらいた男が、部屋へと足を踏ふみ入いれてきた。外がい套とうを着たその男は、ぎょろりとした目で長なが椅い子すに腰こし掛かけたディエナを見下ろす。

「待まち侘わびた終わりがこのように不ぶ粋すいなのは……少し、残念ですわね……」

　ぱたり、と読んでいた本を閉じて、ディエナは訊たずねる。

「……どちらさまかしら。あいにくと、私はご予定の無い方とはお会いしないのだけれど」

「ディエナ・エステ、だな？」

「……聞く耳を持たない方に答える意味、ありまして？」

　不快感も露あらわに眉まゆをひそめて言うディエナ。

　ドガン！　と、重い硬こう木ぼくのテーブルが吹ふっ飛とんだ。

　男が外がい套とうを持ち上げ、旋せん回かいして飛んだ短たん剣けんが重々しい家具を軽々と蹴け散ちらしたのだ。

「魔ま法ほう使つかい……！　あなたが話に聞く盗とう賊ぞくの首領、ですわね……!?」

　思わず身を庇かばうように手を構えたディエナを見ながら、魔ま法ほう使つかいは言った。

「たかが賊ぞく……と、思っていたか？　生あい憎にくだったな。見つかった砦とりでなど、いらん。だが足あし跡あとは自分で消す。それと……俺の足を引っ張ったクソは、残さん」

　ディエナは喋しやべれない。なにが男の凶きよう行こうを呼ぶきっかけになるのか、分からないからだ。

　ただ浅い息をしているだけしかできない。なのに、喉のどが激しく渇かわく。嗚お咽えつが勝手にでそうになる。それらを必死に堪こらえることしか、できない。

「だが最後に、聞いてやる。お前に、後バろツ盾クはあるか？」

　その確かく認にんは、もしもディエナが自分をはめるために誰だれかの指図で動いていたら、という警けい戒かい。この男はまた別の土地で盗とう賊ぞく団だんを作る。あるいは、後ろ暗い仕事をするつもりだ。

　ディエナの答えがなんであれ、殺していくだろう。

　ならば、

「ここ数日は、ゆっくりと本を読んで過ごしましたわ。午ご睡すいとお茶も楽しみました。そんなこと数年ぶりで……気持ちの良いい暮らしでしたわ。

　……どうせあなたのような方が、私わたくしの終わりを持ってくると分かっていたのに。不思議ですわね」

　ディエナの胸むな元もとに、ぴたりとナイフが当たった。刺ささってはいない。そこに、糸で吊つられているわけでもないのに、宙に固定されている。

「無む駄だ話ばなしを、聞くつもりはない」

　ざっくりと、皮一枚ほどが切りつけられる。服が裂さけて、血が出る。けれど、

「あら……分かりませんの？　私わたくしは読書にお茶に午ご睡すいに……もう、無む駄だなことしかやることがありませんの」

　ディエナはため息をひとつ吐ついて、目を細めた。それは諦あきらめている者に特有の、倦うんだ吐と息いき。希望を持ち合わせていない冷めた瞳ひとみだった。

「……つまらない女だ」

　魔ま法ほう使つかいの男は、短たん剣けんを宙に浮うかべた。ゆっくりと回かい旋せんするそれは、撃うち出だされれば容易たやすくディエナの心臓を貫つらぬき、首を切り飛ばすのだろう。

　ふ、とまた細いため息を吐ついて、ディエナは目を閉じた。

（これで、綺き麗れいな町が残る。発展する町が、残せる。これくらいしか、残せなくて……ごめんなさいね……）

　そんなことを、口には出さずに胸中でつぶやいた。綺き麗れいな黒くろ髪かみの面おも影かげを、思おもい浮うかべながら。




　その時、トントン、と、控ひかえめすぎるノックの音が響ひびいた。




「お母様？　お母様、中にいますか？」

「────」

　サフィヤファティの声だった。

「お母様、ちょっとおかしいことがおきているみたいです。へいしのみなさんが、どこにもいません。大だい丈じよう夫ぶですか、お母様？　それに、ベルがすごくおかしいです。ずっとほえてるのにお母様がこないなんて……お母様……おこってますか？」

　トントン、と再度のノックが響ひびく。

　男が扉とびらに振ふり返かえってその手を持ち上げた。すると、またも短たん剣けんが宙に浮うかんで──

「うるさいですわよ!!」

　部屋の外まで響ひびく大だい音おん声じようで、ディエナは叫さけんだ。

　男がこちらを向く。その手をこちらに少し振ふるだけで、宙に浮うかぶ短たん剣けんがいますぐ自分を貫つらぬくのは分かっていた。

　恐きよう怖ふのあまりに涙なみだが浮うかぶほど、それはディエナにもよく分かっていた。

「私わたくしは忙いそがしいの！　来るなと言っていたでしょう！　一歩たりとも入るのは許しません！　早く領主様の館やかたにお行きなさい！」

「えっ、館、に？　あの、それは──」

「母に口答えするのはおやめなさい！　いいからアナタは、言われたとおりにしていればよろしいのですわ！」

「ごっ、ごめんなさい！　わ、分かりました、お母様。言うとおりにします。大だい丈じよう夫ぶです！　ごめんなさい！」

　ててて、と慌あわてて遠ざかる小さな足音を耳にして、ディエナはぽろぽろと零こぼれる涙なみだを拭ぬぐうこともせず、どさりと椅い子すに身を預けた。

　膝ひざに力が入らない。いまの言葉を腹から出すためだけに、持ちうる気力は全部使い果たしていた。

「……殊しゆ勝しようなものだ」

「……殺し屋に褒ほめられても、嬉うれしくありませんわ」

　すっ、と、魔ま法ほう使つかいはディエナに手を向けた。ゆるゆると浮うかぶ短たん剣けんが、自分の方を向くのを見る。

「そうか、残念だ」

　はあ、とディエナはため息を吐ついて。せめて艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「早く、なさったら？」

　挑ちよう発はつの言葉に、男は無表情だった顔をにたりと歪ゆがめて、手を振ふり下おろした。

「っっっ──!!!!」

　ビシリ、と床ゆかに血が跳はねる。

「ど、こを、狙ねらっていらっしゃるのかしら!?」

　旋せん回かいして飛来した短たん剣けんが、ディエナの頰ほおを深く切きり裂さいて後ろの壁かべを砕くだいた。が、死ぬような傷ではない。男が昏くらい瞳ひとみをぎょろりと剝むいて言う。

「悲鳴をあげていいのか？　耐たえたほうがいいと、思わないのか？　さっきの子どもが戻もどってきたくなるような──悲鳴をな？」

「なんて、品の無いこと……！」

　その時、ゴトッ、と小さな陶とう器きの壺つぼが床ゆかに転がってきた。

　魔ま法ほう使つかいと自分が、同時にそれを見る。

「なん──」

　蓋ふたに火の点ついたそれが、いきなり煙けむりを噴ふき出だし始はじめたのはその直後だった。

「な、なんだ!?　くっ──!!」

　動どう揺ようした魔ま法ほう使つかいが飛とび退しさりながら手を振ふり下おろして短たん剣けんを射出。壺つぼを粉ふん砕さいした。

　そこへ、

「よっしゃ死ねー!!」

「ぐああ──!!」

　直接的すぎる叫さけびと共に矢が飛んできて、魔ま法ほう使つかいを襲おそった。

「アイシア様!?」




　　　　　　　◯




　ディエナ夫人の部屋に飛び込んで矢を撃うった。すかさず叫さけぶ。

「ディエナさん逃にげて！」

「────っ！」

　胸元を切きり裂さかれた美女が、叫さけびに反応して部屋の出入り口へと逃にげ出だした。ボクは飛び込んだ勢いのまま転がって棚たなを蹴けり倒たおした。相手もこっちも射しや撃げき武ぶ器き。障害物がわりだ。

　その瞬しゆん間かん、ソファが宙を飛んだ。ちらりと横目で振ふり返かえれば、その背もたれに短たん剣けんが突つき刺ささっている。

　……魔ま法ほう使つかいの投とう剣けん！　あの野や郎ろうまだ生きてるか！

　身を低くした瞬しゆん間かん、蹴け倒たおした棚たなを二本の短たん剣けんが抉えぐって砕くだく。師し匠しように習った〝射しや撃げき即そく移い動どう〟の教えを守ってなかったら、ボクが抉えぐられてたなこれ！

「貴様、殺す！」

「お前が死ねやー！」

　肩かた口ぐちに矢が刺ささりながらも手を持ち上げた魔ま法ほう使つかいに、さらに二本の矢を同時に撃うち込こんだ。足と腹に矢がヒット！　──したのに、魔ま法ほう使つかいが怯ひるまない。

　あっ、やべ。

『喉のどを狙ねらえ。当てればいいというものではない』

　師し匠しようの忠告が脳のう裏りをよぎる。

　ドズ、と、肉を打つ音がボクの体に響ひびいた。

「あ……」

　信じられない光景が、そこにあった。胸に、短たん剣けんが生えてる。扉とびらを貫つらぬいた斧おのみたいに。胸の中央に、ぶっすりと。

　えっ、えっ。

「うそ、だろ……」

　ボクここで死ぬの？




　　　　　　　◯




　驚おどろいたように、自分の胸を見つめるアイシアの姿。彼女の視線の先にあるのは、自分に突つき立たった短たん剣けん、だった。

　どさりと、エルフの小さな体が仰あお向むけに倒たおれる。

「──そんなっ！　いけませんわ!!」

　逃にげだそうとしていたディエナの動きが、アイシアを抱だき起おこすそれに変わる。

　……胸、胸を刺さされては……手当てしても、もう……！

　無む駄だだと、頭では分かってる。それでも、崩くずれ落おちるエルフの体を抱だきかかえて、ディエナはその場に膝ひざを突ついた。

「し、死んではいけませんわよ！　アナタは、この町を……！」

「胸をやった、無む駄だだ」

　荒あらい息いき遣づかいの、魔ま法ほう使つかいの声が後ろから降ってきた。

　ディエナが振ふり返かえれば、男は忌いま々いましげに顔を歪ゆがめながら、何本も矢の突つき立たった体を壁かべにもたれて支え、短たん剣けんを手にしている。

「貴様にも……死んでもらう……！」

　すっと、差し出すようにこちらへと向けたその手の上で、短たん剣けんがゆっくりと浮うかび上あがる。

（……アイシア、アナタはここへ来るべきではありませんでしたわ）

　エルフが死んだ後、この町はどうなってしまうのか。そんなことを思いながら、ディエナは浮ういた短たん剣けんが宙を舞まうのを見る。

　そして短たん剣けんは男の手に従って──そのまま、床ゆかに落ちた。

　魔ま法ほう使つかいの喉のどに飛んだ矢が、狙ねらい過あやまたずその肉を貫つらぬいていたからだ。

　男のかざしていた手が落ちて、口から血を吐はきだしながら、その体はずるずると崩くずれ落おちた。

「げっほ。あーいったいなもう」

　ディエナの後ろで、死んでいたはずのアイシアの声が響ひびいた。おそるおそる振ふり返かえれば、弓を置いて座りこむエルフの姿がそこにある。

　もちろん、生きている。

「ボクは戦士に向いてないから、楽をするために毒も罠わなも死んだふりもオッケーって師し匠しようが言ってたんだわ。謝っていいのは死んだ相手にだけだってさ。ごみんねー☆」

　短たん剣けんを胸から生やしたまま、何事もなかったような顔で立ち上がる。

「あ、アイシア様……？」

　驚おどろくディエナを振ふり返かえり、エルフは照れたようにはにかんですらみせる。

「……母の愛が救ってくれちゃって。でゅへへ」

　言いつつ腕うでを持ち上げて、そこにある腕うで輪わを指差す。腕うで輪わは、仄ほのかに緑の温かな燐りん光こうを宿していた。それは魔ま導どう具ぐによるもの。魔ま法ほうが発動した残ざん滓し。

「ママからもらった腕うで輪わに、防護の加護が付ふ与よされてたみたい」

「で、でも、短たん剣けんは刺ささっていますわよ!?」

「いやこれちがくて。ほら」

　胸に突つき立たつ短たん剣けんの柄つかを握にぎり、無造作にすぽんと引ひき抜ぬくアイシア。だが、血が噴ふき出でるどころか、その刀身に赤いものすら見当たらない。

　ではどうして刺ささっていたの？　と首を傾かしげるディエナに、アイシアはたはーと笑った。

「これ、おっぱいに挟はさまってただけなんだよね」

　アイシアは戦いくさ装しよう束ぞく、というか弓を引くために大きな胸をぎゅうぎゅうに布で押さえつけている。短たん剣けん一本がその中央にちょうど挟はさまって……

「……………………あら」

　ディエナは、そっと背後を振ふり返かえった。

　これでやられたのでは、あの魔ま法ほう使つかいも浮うかばれない。せめて知らずに死んだことを、他ひ人と事ごとながら願ったのだが。

　振ふり向むいたディエナの目に映った男の死に顔は、なぜか、ひどく絶望していた。

　……きっと、負けたのが悔くやしかったのですわね。

　死人に口無し、とばかりにそう胸の中でひとりごちてから、ディエナはため息を吐ついたのだった。生き延びたことへの安あん堵どと──安あん堵どしてしまった自分の未来へ、複雑な思いを抱いだいて。

「ところで、どうして襲おそわれていると分かっておられましたの？」

　ディエナがふとそう訊たずねると、アイシアは意味ありげに笑いながら言った。

「頼たのまれたからだよ、ここに来る前に。『お母様の声がふるえていました。きっと、なにかあったんです！　助けてください！』ってね。……愛されてるぅ」

　からかうようなその言葉に、反はん駁ばくすらできないほど感かん極きわまって、ディエナはいったん止まった涙なみだが、また流れることを堪こらえきれなかった。
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終章　告白のリスト









　盗とう賊ぞくとの戦いを終えたダリオスたち家臣団は、兵の半数を賊ぞくの拠きよ点てんに残して帰き還かんした。

　半数もの家臣団がそのまま駐ちゆう留りゆうしたのは、想定以上の数の魔ま族ぞくが近きん隣りんの集落から奴ど隷れいとして集められていたせいだ。事後処理がかなり大がかりになりそう、という判断だった。

　とはいえ、大勝利には変わりない。

　長年の懸け念ねん材ざい料りようだった盗とう賊ぞくとの戦いで大きな戦果を挙げて、家臣団は意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんしてきた。町中でお祭まつり騒さわぎ、というわけにはいかなかったものの、手の空いている者はみな戦士たちを出で迎むかえてその肩かたを叩たたいて功を労ねぎらった。

　しかし、留守中はどうだった、と形式的に訊たずねたその言葉に、まさか自分たちが驚おどろくような手て柄がら話ばなしを聞かされるとは、夢にも思っていなかった。




　　　　　　　○




「それにしても、派手に壊こわされマシタねー」

「ま、直せるだけましだよ。いざとなったら、火をつけるしかないかと思ってた」

「過激すぎデスよ」

　苦笑いするミルティラに、ボクもへらりと笑ってモップを動かす。

　賊ぞくと戦った代だい償しように、家を煙けむりと毒と死体でいっぱいにしてしまったので、その後片付け中。特に床ゆかにばら撒まいた魔ま法ほう薬やくは残すとまた毒を出すかもなので、床ゆかは念入りに水みず拭ぶきを何回もしないといけない。

　死体は次の日に外に出したんだけど、毒が収まるまでそのままだったのでちょっと、床ゆかにいろいろと跡あとがついちゃった。

　うーん、死体のところは床ゆか板いた剝はがして張はり替かえちゃったほうがいいかな……。

　家臣団たちより一足早く帰ってきた谷エルフたちに、こっちでも賊ぞくと戦いがあったことを告げると、すごく動どう揺ようしていた。

　まあ、彼女らからすれば、赤ちゃんにお留守番をさせたら盗とう賊ぞくが来たようなものだから。それを撃げき退たいしたと告げると、もはや驚おどろきに声も出ない様子だった。

　弓も剣けんもあんなに下手くそなのによくがんばったと褒ほめられたりして、ちょっと嬉うれしい。

　まあね、ボクは今回よく分かったね。

　人間は三〇歩先の兎うさぎよりでかいしのろいし鈍にぶいので、わりと同じ距きよ離りでも普ふ通つうに矢が当たる。

　こんなボクの腕うででも当たったので、賊ぞくの退路を塞ふさいだという谷エルフさんたちは、一いつ矢しも外すことはなかっただろう。逃にげた盗とう賊ぞくなんていなさそう。

「アイシアさん、私たちでお昼ごはん買ってきます。なにか食べたい物はありますか？」

　と、谷エルフの一人、ちょっと引っ込み思じ案あんなタイプのシリラが、ボクに声をかけてくる。

「んー……羊かな！　肋ろつ骨こつのとこ！」

「今日はお魚です」

「じゃあなんで聞いたんだよう！」

　ごめんなさい、とクスクス笑いながら手を振ふって、シリラは出かけていった。

　別の場所とはいえお互たがい賊ぞくと一戦を交えて乗のり越こえたことで、なんだか谷エルフさんたちとの仲間意識が高まってくれた気がする。

　やれやれ、ボクも命こいて戦った甲か斐いがあるよ。二度とやりたくないけど。

「ようし、お昼ごはんまでに終わらせマスよ」

「ふへぇ。ボクもうへとへとの〝と〟まできてんだけどなー」

「がんばるデス」

　気合いを入れ直すミルティラは、薄はく情じようにもボクを休ませてくれない。ぴえん。

　そんなことを言い合いながらモップを握にぎり直なおして床ゆかをこするエルフ。というシュールな現場に、ダダダダダッ、と重々しい足音が近づいて来た。

「んあ？」

　ボクが外へ目を向けた時には、その足音はもう駆かけ込こんできている。

「無事か、アイシア!?」

「おう、ダリオスじゃん。おっかえりー」

　剣けんも鎧よろいもそのままに、一気に走ってきたらしいご当主様のご帰き還かんだった。

　扉とびらが無くなった出入り口に立ったダリオスは、荒あらい息をぜえぜえ吐はきながらボクを見て、顔をしかめた。

「……お前、なんて格好を」

「掃そう除じ中ちゆうだったんだよう」

　腿ももの上までまくり上げた下パ穿ンきツと胸の下で絞しぼり上あげたシャツに裸足はだしと、ちょっと濡ぬれて透すけてるし人前に出られる姿じゃなかったので、まあ言われるのもしかたない。

「そっちこそ、なんで町で凱がい旋せん飲み会しないでこんなとこに？」

「賊ぞくの襲しゆう撃げきがあったって聞いて、急いでこっちに」

「無事ってことも聞かなかった？」

「そりゃもちろん聞いたけど」

　それでもわざわざ走ってきたわけか。まあ出で迎むかえなかったボクも悪いな。ともあれ、お互たがいいろいろと話し合いが必要そうだ。

　まああとでゆっくり……いや待てよ？
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「はっ、そうだ！　ごみーんミルティラー、ボクちょっと話してくるから、掃そう除じ抜ぬけるねー！」

「そういうところデスよー」

　いつの間にか姿を消していたミルティラ（たぶんボクと似たような格好だったから）に声をかけてから、ボクはモップを放り出した。










〝裏切りのエステ家〟とは、なんなのか。それは由ゆい緒しよ正ただしい貴族エステ家の歴史につきまとう悪名だった。

　エステ家のある王国で、国内を二分する大きな勢力争いが起きた。その戦争でエステ家は取り立てられた恩もあり優勢でもあった西軍に味方する。しかし、親兄弟一一人以上が西軍へ陣じん容ようを味方する中で、たったひとりだけ東軍についたエステ家の血筋がいた。

　戦いくさはさまざまな幸運と悲劇が重なり、東軍が勝利し新たな王が誕生した。西軍のエステ家は壊かい滅めつしたものの、功を上げていた東軍のエステ家により家名は続いた。

　しかしその三〇年ほど後、新たな王は戦いくさで命を落とす。その時に命を奪うばったのは、他ならぬエステ家であったという。

　家を裏切り、派は閥ばつを裏切り、王を裏切り、しかし堂々と貴族を続けているエステ家。一部の者はそれを〝裏切りのエステ家〟と噂うわさして陰かげ口ぐちを囁ささやくようになる。

「人は正しいと思ったところに集まるよね。でも実際は、一〇〇人が一〇〇人とも正しいと思うときそれは間違っていることが多い。間ま違ちがっていると言われながらも成なし遂とげる思し慮りよ深ぶかさが〝裏切りのエステ家〟の真実だと思うね」

　イスラエル人の裁判では『二三人の裁判官が全員有罪と判断した場合、被ひ告こくは釈しやく放ほうする』という例もある。

　本来なら有罪と無罪のどちらも可能性があり、何人かずつで意見が分かれることが正常である。なのに、二三人もの人間が全員同じ意見を主張していたら、それは異常な状態だ。

　集団心理、同調圧力、操作された情報しか提出されていない。──そういった問題が、裁判員の意見を誘ゆう導どうしているということだ。

　そんなボクの説明に、黙だまって聞いていたダリオスはため息を吐つく。

「盗とう賊ぞくの首領は、砦とりでが見つかったと知ってすぐ逃とう亡ぼうを計画した。自分のメンツを潰つぶしたノルトーク一味を全員殺してからでないと、次の土地で舐なめられる。だから兵士が町を空ける隙すきをついて、暗殺にかかった。

　……そして、ディエナ夫人は、捕ほ縛ばくされた時にはすでにそれを予想していた、か」

「うん。汚お名めいを着たままノルトークと一いつ緒しよに殺されて……盗とう賊ぞくもいなくなったこの町の、再スタートに禍か根こんを残さないつもりだったんだ」

　逃にげ延のびた盗とう賊ぞくたちも、それならば町やスヴァーラングを執しつ拗ように恨うらむことは無い。

「ノルトークは搾さく取しゆもしてた。だけど、行商人たちが盗とう賊ぞくに襲おそわれないように盗とう賊ぞくに賄わい賂ろも送ってた。だって自分の手て駒ごまだから。こんな辺地で町の人たちが生き残るために、食しよく糧りようの輸入も輸出も滞とどこおらせるわけにはいかない。そういう力を持つ商人は、ノルトークだけだったしね。

　……魔ま族ぞくのことは、無税で住み着こうという以上は、見ないフリをした。そうやっていろんな綱つな渡わたりをしてでも、領地の為ために裏工作をしてたんだよ。

　しかも、ちょうどいいタイミングで自分ごと切り捨てられるように仕向けてた」

　つまり、ディエナ夫人は、命がけで町の存続と発展に尽じん力りよくしていた。それがボクの見立てである。

「だから情じよう状じよう酌しやく量りようと減げん刑けいと恩おん赦しやのトリプルコンボでさー、どうにかさー、してあげようよー」

「帰ってくるなり厄やつ介かいなこと言うなー」

　とダリオスが悩なやんでいる。

「それ、本人に聞いたのか？」

「なかなか口を割らないから、勝手に調べ上げてそう思ったんだ。調べるうちに遺書も見つけちゃったし。『サフィヤファティに財産を遺のこし、後見人としてリリステラの子アイシアを指名します』とか書いてあって、わーおって思ったよ。

　自分が悪人として死ぬから、ずっとさっちゃん遠ざけてたんだよきっと。ママとしても偉い大だい。これは救うべき」

「……いやまぁ、全部が事実なら、俺も義母はは上うえ殿どのを処断したくないしぜんぜんいいんだけど、世間が納なつ得とくするかな……」

「どーせ昔からの住民より新参者増やしまくるし、ノルトークとディエナさんに恨うらみ抱かかえてる人たちは割合的には少なくなるし」

「割合的には少なくても根本的には無くならないってことだろ」

「過去より未来を見ようよダリオス！　意志の固さも実行力もおっぱいも色気もある大人の女性が味方ならもう無敵だろ!?」

「アイシアが言うと政治の話じゃないんだよな絶対」

「わかった！　エルフフェアー商会が引き取る！　でも徴ちよう税ぜい権けんには絶対手を出さない！　そういうルールならいい？　魔ま族ぞくとの仲立ちにエルフは役立つよ？　それでもか？　っていうか今回の戦いくさで谷エルフさんたちに恩があるだろ？」

「アイシアには無いだろ」

「ボクだって盗とう賊ぞくの首領を仕留めたんだ。大将首だぞ！　大将首置いといたぞ！　征せい伐ばつ隊たいとかいう名前をつけといて大将首だけ獲とれませんでしたで格好ついたのか!?　ああん!?」

　ボクが言うと、ダリオスはついに折れた。

「はあ……分かったよ。論功行賞だ。大将首を獲とってきたから、希望どおり義母はは上うえ殿どののことはアイシアに任せる。それでいいか？」

「おっけーおっけー！」

　わーい、さっちゃんとディエナさんでセットにすれば三度くらい美お味いしいカードだ！

　喜ぶボクを、ダリオスは怪け訝げんそうに見てくる。

「にしても……アイシアは最初からそういうの、分かってたのか？　考えてみれば、ディエナ夫人のこと、悪く言ったこと無かったし」

「えっ、当たり前じゃん。ダリオスのママだよ？　悪い人なわけないじゃん」

「そ、そうか、照れるな」

「うん、だってダリオス。ディエナさんは──〝継まま母ははママ〟なんだよ？　ままでははでまま、三重のママみだよ。絶対強い」

「アイシアは結局それか……」

　半目になるダリオス。

　ボクは思わずけたけた笑っちゃった。

「ま、それは半分冗じよう談だん。サフィちゃんがいい子だったもんね。本当に愛情を注がれないまま育ったら──いまごろ、親を脅きよう迫はくしててもいい頃ころ合あいだし」




　　　　　　　▽




　ウールズソープの村で早産児として生まれ、体の弱かったニュートン。

　彼の父は生まれる三ヶ月前に死亡しており、その遺産はニュートンに相続され、しかし差し当たって母親に管理が任せられた。

　だが、その母はすぐに六三歳の資産家の聖職者と再さい婚こんする。結けつ婚こん相あい手てが出した条件は──子どもを連れてこないこと、だったにもかかわらず。

　ニュートンは祖母のもとへ預けられ、孤こ独どくに苛さいなまれた幼少期を送る。

　一方で、母親には八年間で三人の子どもが生まれ、結けつ婚こん生せい活かつを楽しみ、ニュートンには異父兄弟が三人もいたことになる。

　一九歳でニュートンが書き起こした『人生で犯おかした罪』の五八項こう目もくの中には「両親夫妻を家ごと焼き殺すと脅おどした」「妹を殴なぐった」という告白が残されている。

　ニュートンは、罪を後こう悔かいしていた。




　　　　　　　○




　サフィちゃんは真面目で、良い子だった。決して、母親を焼き殺すなんて脅おどすことはない。そんな風に育つのは、捨てられたと感じて、周りにもいじめられて、孤こ独どくに育ったやつがすることだ。

　他の人がどう思うかは知らないが、ボクはそれを信じた。それだけだ。

「ダリオス、生まれ変わったらどうなりたい？」

「……分からないね。俺はまだそんなに長く生きてない」

「それは幸運だ。ボクは一九歳の時には、やり直したいことが五八以上もあったよ」

　にやりと笑って告げると、ダリオスは微び笑しようした。

「ひとつくらいなら俺にもあるよ」

「へえ、どんなの？」

「生意気な妹がほしいな。それも、完かん璧ぺきに血が繫つながってて、完かん璧ぺきに年下で、絶対的に俺が兄っていう関係がいい」

　この野や郎ろうめ。

「ま、とにかく。この町のゴタゴタはだいぶ片付いた。これからもっともっとどんどん発展させて、めちゃめちゃ経イ済ギ大リ国スにしてやるよ。

　その時はお姉ちゃんを敬えよ、弟おとうと弟で子し」

「どうせまた問題を起こすだろ、アイシアは。その時は頼たよられてあげるよ、兄として」

　ニュートンボクの改革は止まらない。もちろん──ママのためにな！










「あ、そうだ」

「ん、なに？」

「盗とう賊ぞくの砦とりでなんだけど……ドワーフが砂糖作ってたんだ。なんかできる？」

「めちゃめちゃおイ茶ギのリ国スにできる！　よ！」








あとがき






　どうも長田信織です。

　お察しの方もいるかもしれません。今回も17世紀の偉い人じんをネタにしたお話です。好きなんですかね17世紀。分かりません。

　ともあれ、調べれば調べるほど面おも白しろいですね。アイザック・ニュートン。

　彼はなかなかにイカれていて、一度恥はじをかかされた相手は逆らわなくなるまで叩たたきます。それで険悪な仲になった高名な科学者はたくさんいて、作中でもたびたびネタにしているロバート・フックはその代表的な人です。

　ニュートンはフックと対立したのち、王立学会の会長になると自分の肖しよう像ぞう画をいっぱい描かかせました。

　そして学内にあるフックの肖しよう像ぞう画をすべて撤てつ去きよして自分の肖しよう像ぞう画と交こう換かんしました。やり方！

　また気に食わない相手と法ほう廷ていで争う科学者を裏から（バレバレな）支し援えんをしまくり、代理戦争をさせる大国のようなムーブもしました。さすが英国の生んだ天才です。英国の。

　そんなニュートンですが、姪めいには優やさしくなれたようです。

　ロンドンの居宅で一いつ緒しよに暮らして、姪めいが貴族と結けつ婚こんする時には激しく反対もしたけど最後には説得されて許したり、姪めいの結けつ婚こん後も同居していたとか。

　人付き合いが死ぬほどヘタクソで、好すき嫌きらいが激しく、でも心を許した相手にはガバガバで、やりたいことを貫つらぬき通とおしていた。ニュートンの行動を追うとそんな人ひと柄がらが見えてきます。現代に生きていれば、絶対にオタクになっていたと思いますね。

　そんな偏へん見けんを込こめてこれを書き上げました。どれくらい込こめているかは、見てのとおりです。たぶんニュートンが現代に生きていればわたしが訴そ訟しようを起こされます。

　ともあれ、書いてる時はとても楽しかったです。みなさんにも楽しんでいただけると嬉うれしいですね。




　さて、本作を刊行するにあたっては今回もたくさんの人に助けられました。

　どうしようもないヒロイン（？）のアイシアをこんなにも可か愛わいくしてくれましたイラストレーターのにゅむさん。本当にありがとうございます。他キャラも全部好きですが、特にミルティラがやたらと好きです。なんでだろう。

　そして担当さん方。改かい稿こうに苦戦しましたが支えていただきありがとうございました。

　他にもこの本の制作に関わっていただきました全ての関係者様と、店頭や通つう販はんで読者に届けてくれている方々、そして読者の皆みなさま。みんなありがとうございました。




　追つい伸しん　アイザック・ニュートンを尊敬しています。本当です。




























美び少しょう女じょエルフ（大おお嘘うそ）が救すくう！　弱じゃく小しょう領りょう地ち




～万ばん有ゆう引いん力りょくだけだと思おもった？　前ぜん世せの知ち識しきで経けい済ざい無む双そう～
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